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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（滅ぼせ）

　と、その声は言った。

（人は愚かしく、醜みにくい。人はただ我を汚けがすのみ。……滅ぼせ）

　その声に、男は獰どう猛もうな笑えみを浮かべてこう答えた。

「やってやるさ。それでこの飢えを満たせるのであれば、な」




（滅ぼせ）

　と、その声は言った。

（人は愚かしく、醜い。人はただ我を汚すのみ。……滅ぼせ）

　その声に、少女はくすっと笑ってこう答えた。

「いいわ。あんたはあたしが解放してあげる」




（滅ぼせ）

　と、その声は言った。

（人は愚かしく、醜い。人はただ我を汚すのみ。……滅ぼせ）

　その声に、男は微び苦く笑しようしてこう答えた。

「それが僕に用意されたレールであるならば、つつしんでその上、歩かせてもらいますよ」




（滅ぼせ）

　と、その声は言った。

（人は愚かしく、醜い。人はただ我を汚すのみ。……滅ぼせ）

　その声に、男は下げ卑びた笑みを滲にじませてこう答えた。

「男だけ滅ぼすってんじゃ、ダメなのかい？　女は趣しゆ味みのために取っておきたいんだがなあ」




（滅ぼせ）

　と、その声は言った。

（人は愚かしく、醜い。人はただ我を汚すのみ。……滅ぼせ）

　その声に、青年は目を細めてこう答えた。

「あいつがおまえに逆さからうのであれば、僕は喜んでおまえに従おう」




（滅ぼせ）

　と、その声は言った。

（人は愚かしく、醜い。人はただ我を汚すのみ。……滅ぼせ）

　その声に、青年はわずかに顔をしかめてこう答えた。

「くそくらえだ」




　二つの黒が、闇やみに交こう錯さくした。

　一つの黒は拳こぶしを繰くり出し、もう一つの黒は鉤かぎ爪づめを振るう。

　拳はもう一つの黒を捉とらえ、鉤爪はただ夜や気きだけを裂いた。

　拳をその腹に突きこまれたもう一つの黒は、ゲエッ！　と踏まれた蛙かえるのような声をあげて前のめりに倒れ、一つの黒は腹を押さえて口の端を小さく歪ゆがめた。

　一つの黒は、青年だった。

　夜の色よりも遥はるかに深く、墨すみよりもさらに濃い、漆しつ黒こくの髪。同色の眉まゆと瞳ひとみ。シャツにジーンズ──身につけている物も全すべて黒い。

　国くに見み遙よう。それが、青年の名前だった。

　遙は一度深呼吸すると、腹から手を離はなし、もう一つの黒を見た。

　倒れ伏しているもう一つの黒は、蜥蜴とかげに似た、しかし全く別の生き物だった。

　頭の大きさは、人の頭の優に三倍はある。身体からだは頭に比例して大きく、頭から尻尾しつぽの先まで、腹部を除いて黒光りする鱗うろこに覆おおわれている。脚あしは六本。先頭の二本は他ほかの倍以上の長さがあり、先端からは鱗と同じく黒光りする鉤爪が生はえている。

　遙は額ひたいに滲にじむ脂汗を掌てのひらで拭ぬぐいつつ呟つぶやいた。

「もう、起きあがってくれるなよ」

　しかし、蜥蜴に似た異い形ぎよう──妖よう魔まは、遙の期待をあっさりと裏切った。

　三対六本の脚に力をこめて起きあがり、さらに後ろ脚のみで立ちあがった。

　遙の身長は一八三センチと高いが、立ちあがった妖魔は遙よりもさらに一メートルは高かった。

　やれやれ、とため息交まじりにこぼして、遙は浅く腰を落とした。

　妖魔の、爬は虫ちゆう類るい特有の感情の窺うかがえない目と、遙の切れ長の目が、互いを見据え合う。

　彼等が対たい峙じしているのは、閑静な住宅地の外はずれに位置する市立中学校の屋上。

　時刻は午前三時を回っており、町は既すでに眠りについている。

　彼女も、もう眠っているのだろうか。

　遙は、ふとそんな場違いなことを思った。

　その遙の心の隙すきを見抜いたかのように、妖魔が動いた。

　鉤爪を備えた長い前脚が、鞭むちのようにしなって遙を襲おそう。

　遙は顔色一つ変えることなく対処した。

　退しりぞくのではなく踏みこみ、妖魔の腹に密着する。

　間合いの長い得え物ものは、懐ふところに飛びこんでさえしまえば怖くはない。

　妖魔の腕と鉤爪は、遙の背はい後ごの地面を叩たたくだけに終わった。

　そして、その時には既すでに、遙ようは反はん撃げきに移っていた。

　わずかに身を引き、両の掌てのひらを鱗うろこに覆おおわれていない妖よう魔まの腹に押し当てて、刺すような呼気とともに掌から力を放った。

　霊れい力りよく、と呼ばれる力を。

　どんっ、とくぐもった音が響ひびき、次の瞬しゆん間かんには、妖魔の巨体はフェンスに激げき突とつしていた。

　妖魔は唾だ液えきを撒まき散らしながら、先程と同様前のめりに倒れた。

　同時に遙も、「ぐ……」と呻うめいて、片かた膝ひざをついた。

　妖魔が起きあがり、立ちあがる。

　やや遅れて、遙も立ちあがった。

「『発はつ』を撃うちこんでも寝てくれないか……」

　巨体を支える妖魔の後ろ脚あしには力が漲みなぎっている。すぐに起きあがったことからも、拳けん打だも『発』もダメージにはなっていないと見た方がいいだろう。

「まいったな……」

　霊力を掌から敵に直接叩たたきつける『発』は、遙が使える唯一の攻撃の方術だった。

　打撃も『発』も効きかないとなると、残る手段は一つしかない。

　だが──。

　遙が迷っていると、妖魔が動いた。向かってくる。

　遙は身構え、眉まゆ根ねを寄せた。

　妖魔が、遙に肉にく薄はくする前に足を止めたのだ。

　妖魔は、前脚を振りかぶるのではなく、胸が反それるほどに深く息を吸いこんだ。

「──！」

　遙が危険を察知して飛び退のいた刹せつ那な、妖魔は首を突き出しつつ口をいっぱいに開き、喉のどの奥から炎を吐はき出した。

「く……！」

　炎は量も迫る速さも凄すさまじく、遙の視界は一瞬にして紅ぐ蓮れんに染そまった。

　遙は直前に飛び退いていたが、それでも回かい避ひは絶望的だった。

──避けられないなら、消すまでだ！　この程度なら……っ！

　遙は、左手の人差し指と中指を素速く眉み間けんに添え当て、

──消えろ！

　念じた。

　とたん、今まさに遙を吞のみこもうとしていた炎の波が、消えた。

　息を吹ふきかけられた蠟ろう燭そくのように、一瞬にして。

　火の粉この一つさえ残らなかった。

　妖魔が驚おどろく気配が、夜や気きを伝って遙に届いた。

　遙ようはその隙すきにと、右手を正面に差し出した。

　掌てのひらの中心には水色の光点が灯ともっている。

「きたれ、極光」

　遙が言うと、光点は一いつ瞬しゆん激しく輝かがやき、そこに一条の槍やりを残して失せた。

　柄つかの長さは遙の身長とほぼ同じ。両刃で反そりのない穂ほは、長さも幅もあり、刺突のみならず斬ざん撃げきも行える仕し様ようになっている。

　重力を無視して掌の前に浮かぶその槍を、遙は両手でつかみ取った。そして、腰の高さに構えた。

「これから、極光を使う。しっかり防いでくれ」

　遙の言葉を余裕からくるものと受け取ったのか、妖よう魔まは牙きばを剝むいて獣けもののように唸うなった。

　しかし、遙は余裕など微み塵じんも感じてはいなかった。

　極光を振るえば、妖魔を殺すことは容易たやすい。極光の威力は絶大だ。

　だが、その威力が問題だった。

　妖魔が地面を強く蹴けった。突っこんでくる。前まえ脚あしを脇わきに縮ちぢめ、頭を地面スレスレまで下げているのは、空気抵抗を少なくして速さを増させるためか。

　確かに、その突進はこれまでよりも速かったが、遙は横っ跳とびで危なげなくそれをかわした。

　そして、極光を握る手に力をこめる。

　妖魔は、勢いを殺しフェンス間ま際ぎわで止まっていたが、身体からだを遙の方に向けることはまだできておらず、脇ががら空あきになっていた。

　妖魔は、腹部以外の箇所は鋼こう鉄てつにも勝る硬い鱗うろこで覆おおわれていたが、極光ならば造ぞう作さもなく貫ける。

　好機だが、「く……」、遙は攻せめなかった。

　妖魔が、口を開きつつ遙に顔だけを向けた。目と眼が合うのと同時に、妖魔の口から炎が噴ふき出した。

　遙は左手を眉み間けんに運び、先程と同様に炎を消した。

　炎が消えた時には、妖魔は遙に身体を向けていた。低く構え、低く唸る。

「炎が通じないとわかっても、帰ってはくれないのか……」

　遙は腹をくくった。

　極光を握り直し、その柄に霊れい力りよくを流す。

　直後より遙の全身から火の粉こがのぼり始めた。

　妖魔が鉤かぎ爪づめを脇に引いた。再び突進してくるつもりだ。

　遙は妖魔よりも速く地面を蹴った。刹せつ那な、遙は一陣の疾しつ風ぷうと化し、瞬またたく間に妖魔に肉にく薄はくした。

　眼を剝く妖魔。

　遙の目の前には、鱗に守られていない腹。しかし、遙がそこに極光を見み舞まうことはなかった。

　遙ようは再び地面を蹴けり、半はん瞬しゆんのうちに妖よう魔まの背はい後ごに回りこんだ。そこで極光を振るう。突くのではなく、下段から斜はす交かいに切りあげる。

　極光は鱗うろこに守られた妖魔の背中を捉とらえ、そこに音のない爆ばく発はつを起こした。

　極光によって増幅された遙の霊れい力りよくが弾はじけたその爆発は、規模は小さいながらも破は壊かい力りよくは凄すさまじく、妖魔の巨体を吹ふっ飛ばした。

　妖魔はフェンスを突き破って校庭の真ん中に落ちた、否いな、叩たたきつけられた。

　直後、遙はその場に崩くずれ、うずくまった。全身より発せられていた火の粉こが消える。

「ぐ……っ……」

　遙は歯を食いしばって、背中を苛さいなむ痛みに耐えた。

　肉を抉えぐられ、骨までも断たれたような、常人ならば即座に意い識しきを失ってしまうであろう壮そう絶ぜつな痛み。

　遙であっても耐えきれるものではなく、遙の顔はたちまちのうちに脂汗にまみれた。

──厄やつ介かいな体質だ、まったく……っ。

　歯を食いしばったまま胸の内でそう吐はき捨てて、遙は立ちあがった。そして一度深呼吸をすると、極光を右肩に担ぐように持ち、跳ちよう躍やくした。

　フェンスを軽々と越え、校庭に降り立つ。五十メートル以上の高さがあったが、その程度では遙の足は痛まない。

　遙は大おお雑ざつ把ぱに髪を搔かきあげて、妖魔の許もとへと歩いた。

　妖魔は校庭の真ん中で横に倒れていた。

　遙に向けられているのは、背中。その背中に遙は眉まゆをひそめた。

　妖魔の背中は、首の付け根から尻尾しつぽの付け根のあたりまで、ごっそりと肉が失われていた。そしてそこに人のものよりも黒い血が溜たまり、あふれていた。

　遙は横目で極光を見、小さく嘆息した。

「これだから、こいつは使いづらい……」

　遙が身を置く一族に伝わる、最強の方具の一つ。流しこまれた使い手の霊力を増幅し、攻せめ・防まもりの力として発はつ揮きさせる。流しこまれる霊力が大きければ大きいほどに、発揮される力も大きくなる。

　遙は流しこむ霊力を最小限に抑えたが、それでも妖魔はたった一いち撃げきで無む惨ざんな姿となった。

　遙は視し線せんを妖魔に戻した。

　背中を丸ごと吹ふき飛ばされながらも、妖魔は生きていた。六本の脚あしがじたじたと動いている。頭もだ。

　遙は浅くうつむき、

──どうする……？

　自問した。

　あと一いち撃げきすれば、妖よう魔まは確実に死ぬ。

　遙ようは極光を肩から下ろし、握りしめた。しかし、その手はすぐに弛ゆるんだ。

「だめだ……」

　目の前の妖魔は、彼女の命を狙ねらう、敵だ。

　退しりぞけただけでは、いずれまた彼女を襲おそうだろう。

　彼女の安全を確保するためには、殺すしかない。

　それはわかっている。わかってはいるのだが──。

「俺おれには、殺せない……」

　異い臭しゆうが鼻をついたのは、その時だった。

　遙は顔をあげ、「──！」、反射的に飛び退のいた。

　薄うす紫むらさき色の霧きりが、いつの間にか目の前に漂ただよっていた。

　異臭を放っているのは、その霧だ。そして、その霧は妖魔の口から噴ふき出していた。

「なんだ、この霧は……？」

　霧はみるみるうちに校庭中に広がり──やがて、妖魔が首をぐるんと撚ひねり、遙を見た。

　遙を映すその眼は、笑えむように細められていた。

「──っ！」

　遙は咄とつ嗟さに極光に霊れい力りよくを流した。

　遙の全身から緑色の火の粉こがのぼり始めるのと、妖魔が霧にかわって炎を吐はいたのとは全くの同時だった。

　一面を炎が染そめた。




　ふう、と息を吐ついて、麻ま由ゆはタブレットを置いた。

　軽く目を擦こすり、時計に目をやる。

　時刻は既すでに午前三時を回っていた。

「あとは仕上げだけだけど、今日はもうここまでにしておこうかな……」

　まだそれほど眠くはないが、目の方が限界だった。なにもかもが白く霞かすんで見える。

　もう一度目を軽く擦って、デスクの隅に置いておいたスケジュール帳を手に取り、今月のスケジュールを確認する。

　今月中にこなさなければならないのは、ＰＣゲーム雑誌の表紙と折り込みポスター、昨年キャラクターデザインを担当したコンシューマーゲーム、『フェアリィクロニクル』のアンソロジーコミックのカバー、同じく『フェアリィクロニクル』のドラマＣＤのカバージャケットと販促用ポスター。

　計五枚。描かきかけのものも含めれば六枚。いずれもカラーだ。

　月末までもう日がないが、現在のペースでいけばなんとかなるだろう。

　麻ま由ゆはスケジュール帳を閉じ置くと、首の後ろに手を運び、リボンを解ほどいた。栗くり色の髪が背中にかかる。

「よし、今日はここまで」

　そう決めたとたん、睡すい魔まがやってきた。

　麻由は口元に手をやって、「ふあ……」、小さくあくびをすると、そのままの姿勢で十秒ほどボーッとしてから、ディスプレイに向き直った。

　描かきかけのカラーイラストを保存して、アプリケーションを終了させる。そして電源を切ろうとしたところで、ホームページの日記を更新していないことに気づいた。

　ギャラリーコーナーへのイラストの追加も、掲示板への個別レスもできなくなって久しいが、日記だけは毎日更新するようにしていた。

「えーっと、今日はなにがあったかな……」

　ホームページにアクセスしつつ、今日一日を振り返る。

　朝とも昼ともいえない微妙な時間に起きて、朝昼兼用の食事。その後、夕方まで仕事。近所のコンビニでサンドイッチとサラダを買ってきて夕食。それから仕事をしてシャワーを浴びて仕事をして、そして今。

「今月に入ってから、ずっとこんな調ちよう子しよね……」

　今月は並外はずれて忙いそがしかった。

　忙しいのはありがたいことだし、あれこれと余計なことを考えずにすむので、そういった意味でもありがたいのだが、日記のネタがなくなるのが困りものだった。

「肩こりネタはさんざん書いたし、ネタがないことをネタにするっていうのも、もうやっちゃったし……」

　うーん、と唸うなりつつ、掲示板にアクセスする。

　いくつか新しい書きこみが見られた。
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「また、こういう書きこみ……」

　麻ま由ゆは眉まゆをひそめた。

　この手の書きこみは、掲示板を設置した当初から皆無ではなかったが、最近になって頓とみに増えた。

　ＰＣゲーム雑誌の編集者曰いわく、「『フェアリィクロニクル』の発売の前後に、各誌で特集やったでしょう？　そのうちのいくつかに、春原すのはらさんの顔写真が載のっちゃってたんですよ。だから多分、それが原因でしょうね」ということらしい。

　その編集者は、こうも言っていた。

「春原さんみたいな小柄で可愛かわいい感じって、オタク受けがいいですから。例の巨大掲示板だと、ゲームネタ板とＣＧ板の両方に春原繭スレッドが立ってて、すっかり萌もえキャラにされてますよ」

　少しも嬉うれしくない話だ。

「削除も日記の更新も、起きてからにしよう……」

　嫌いやな書きこみを見たら、目の疲れが増した。

　麻由はブラウザを閉じ、パソコンの電源を切ると、立ちあがって、「んーっ」、身体からだを伸ばした。

　それから、少し遠くを見ようと、ベランダに向かった。

　ガラス戸を開あけたとたん、冷たい風に全身を撫なでられ、麻由はぶるっと身み震ぶるいした。

　三月も半ばを過ぎたが、深夜ともなるとまだまだ寒い。

　カーディガンかなにか羽は織おる物を取ってこようかとも思ったが、この寒さもこれはこれで気持ちよかったので、麻由はそのままベランダに出た。

　そこでもう一度、「すーっ」、今度は深く息を吸いつつ身体を伸ばした。「はーっ」、腕を下ろすのと一いつ緒しよに息を吐つく。そして、景色に目を向ける。

　雲は薄うすいものの、そこに月の姿はなく、街並を覆おおう闇やみは深い。そこに点々と浮かぶ、民家や二四時間営業の店てん舗ぽ、それに車の灯あかり。

　市の外はずれに近い閑静な住宅街の、そのさらに外れに建つ古びたマンション。麻由の仕事場兼自宅は、その最上七階にあった。

　明るすぎず、真っ暗になることもない。自分以外の人の存在を──自分が一人ではないということを確かに、しかし押しつけることなく教えてくれるこの深夜の景色が、麻ま由ゆは好きだった。

　手て摺すりに頰ほお杖づえをついて、しばし眺める。

　視界の隅で光が瞬またたいたのは、そろそろ部屋に戻ろうかと思った時だった。

「……？」

　麻由は顔の角度を変え、それから小さく首を傾けた。

　視し線せんの先にあるのは、中学校の屋上。そこでなにかが光ったように見えた。

　首を傾かしげたまま見ていると、また光った。否いな、それは光ではなく火ひ柱ばしらだった。

　麻由のマンションから中学校までは、距きよ離りにしておよそ五〇〇～六〇〇メートルといったところ。それだけ離はなれているにもかかわらず、それが火柱であるということが一目でわかったのだから、火の量は相当なものだ。

「なんだろう……？」

　麻由はますます首を傾けた。その直後、三度──今度は校庭の真ん中に、先程よりも遥はるかに大きな火柱が立った。高さも幅も三倍、いや五倍はあっただろう。さらに一いつ瞬しゆん遅れて、ドーンという低く重い音が深夜の静せい寂じやくを突き破った。

　麻由は反射的に目をつむり、耳を塞ふさいだ。

　ややあって、耳を塞いだまま、恐る恐る目を開ける。

　校庭いっぱいに黒煙が満ちていた。校舎も半分以上が黒煙に吞のまれている。

　麻由は目を見開き、そのまま立ち尽くした。

　間もなく、マンションの各所に明かりがつき、住人たちが次々にベランダに出てきた。

「爆ばく発はつ音おんだよな、今のって!?」「見て、あの煙！」「うわ、すげえ……」「ガス爆発？」「まさか、例の妖よう魔まじゃないだろうな……」

「妖魔……」

　呟つぶやいて、麻由は忘れていたまばたきをした。

　脳のう裏りに、かつてテレビで観みた、蝙蝠こうもりのような羽を持つ虎の姿が甦よみがえった。続いて、人間の手足を生はやした巨大な猛もう鳥ちようが、体毛ではなく鱗うろこのようなもので身体からだを覆おおっている熊が──常じよう識しきの枠わくをはみ出した生き物たちが、次々と脳裏をよぎっていく。

　十一年前の十二月二十四日──突如として現れた龍りゆうのような巨大な怪生物によって都心部が消滅させられ、さらには関かん東とう全土が大地じ震しんに見み舞まわれるという、前ぜん代だい未み聞もんの惨さん劇げきが起こった。

　二十万人以上の死傷者を出したその夜は、後に『血の聖夜』と呼ばれるようになった。

　彼等が現れるようになったのは、『血の聖夜』から一年が過ぎた頃ころ。

　その正体は、仮説・憶おく測そくは際限なく飛とび交かっているものの、現在もって不明。

　彼等についてわかっていることは少ない。複ふく数すう種しゆ存在し、その多くが人間を捕食するということ。警けい察さつの装備では歯が立たないということ。その程度だ。

　当初は主に怪物と呼ばれていたが、いつしか妖よう魔まという呼び名が定着していた。

　ここしばらく──三年ほどだろうか──現れていなかったが……。

　中学校の校庭でガス爆ばく発はつなど起こるはずもない。原発もなければ、さして人口も多くない街の、しかも外はずれで、テロもないだろう。

　麻ま由ゆは部屋に戻った。

　ガラス戸を閉め、鍵かぎをかけてカーテンを閉める。そしてベッドに腰掛けた。

　膝ひざの上に置かれた自みずからの左手を見つめ、小さく苦く笑しようする。

　避ひ難なんの用意をするべきであることはわかっていたが、麻由はそうしなかった。

　間もなく、消防車や救急車、パトカーのサイレンが鳴り響ひびき始めた。

　麻由は枕まくらを手に取って抱きしめ、そこに顔を埋めた。

　夜が明けるまで、そうしていた。




　男は顔をしかめていた。

　男に顔をしかめさせているのは、ヘリコプターのやかましさと眼下の光景。

「また派は手でにやったなあ……いや、やられたのか」

　鍛きたえてあると一目でわかる男だった。

　胸板は厚く、袖そでがまくられ露あらわになっている腕には、血管がくっきりと浮かびあがっている。

　しかし、面おも立だちがやわらかく、肌も白いために、『屈くつ強きよう』や『偉い丈じよう夫ふ』といった表現は相応ふさわしくない。男にはむしろ『優やさ男おとこ』のほうがしっくりくる。

　男は、名前を国くに見み亮りようといった。

　遙ようと同じ姓せいを持つが、血けつ縁えん者ではない。

　血縁者ではないが、遙の最も身近な人物の一人だった。

　亮が立っているのは、中学校の屋上。十分ほど前に遙と妖魔が戦っていた、まさにその場所だ。

　そして、亮が見ているのは、クレーターと化した校庭。

　クレーターができた、のではなく、校庭が丸ごとクレーターと化していた。

　フェンスの外側には人ひと影かげが少なからず見えた。野や次じ馬うまだ。救急車に消防車、パトカーも複ふく数すう台ずつ見える。

「遙のことだ……極光で深手を負わせたはいいが、とどめを刺せずにもたもたしていたところに、とっておきの一発をもらった……と、こんなところか」

　亮はため息交まじりに言った後、苦く笑しようした。

「被害をしっかりと最小限に抑えてるところも含めて、あいつらしいや」

　クレーターの大きさが、爆発の凄すさまじさを雄弁に物語っている。だが、その割に校舎や周辺の民家の被害は小さかった。せいぜいが窓ガラスが割れた程度だ。

　遙ようが、結界を張ることで校庭の外に爆ばく発はつが及ばないようにしたのだ。

「結界を校庭に張ったってことは、自分はモロに爆発に吞のまれちまったんだろうからな……間違いなく、ひどい有り様になってるな」

　爆発の規模から考えて、全身大おお火傷やけどは免まぬかれないだろう。裂傷や骨折も、一、二箇所ではないはずだ。手て脚あしの二、三本がもげていたとしても不ふ思し議ぎではない。

　しかし、亮りように焦あせりの色はなかった。

「彼女の無事も現場の被害状況も確認したし……ぼちぼち迎えに行ってやるとするか」

　亮はジャケットのポケットに両手を入れて、翻ひるがえった。




　亮の予想どおり、遙の有り様はひどかった。

　焼けてボロボロになったシャツは脱ぎ捨てられ、上半身はＴシャツ一枚。そのＴシャツも、焼けたうえに血を吸い、雑ぞう巾きんにも使えないような状態になっている。

　Ｔシャツから伸びる腕は、右腕は皮ひ膚ふがめくれて鮮せん紅こう色がさらされており、左腕は肉まで焦こげている。Ｔシャツやジーンズの下、それに首筋も顔も同様で──つまりは全身焼けただれていた。

　骨折も、肩、腕、胸、脚と何箇所にも及んでいる。四し肢しがもげていないのが、不幸中の幸いだった。

　遙は皮膚のめくれた頰ほおに触れ、深いため息をついた。

「様よう子す見に回ったのは失敗だったな……。まさか、気化爆弾の真似まね事ごとをやってくるとは思わなかった……」

　追いつめられた妖よう魔まが吐はき出した、あの薄うす紫むらさき色をした霧きり状じようのものは、可燃性の物質だった。妖魔は校庭中に満たしたそれに火をつけることによって大爆発を引き起こした。

　遙は火だるまにされたうえに校舎の外がい壁へきに叩たたきつけられ、さらには大量の炎に酸さん素そが食い尽くされたことによる窒ちつ息そくにまで見み舞まわれた。

　遙でなければ確実に死んでいた。

　防御結界を展開する方術、『壁へき』で身を防まもることもできたが、遙は『壁』を自みずからにではなく校庭に施ほどこした。

　そうしていなければ、校舎も周辺の民家も跡形もなく吹ふき飛ばされていただろう。

「東とう京きようは怖い所だ……」

　的まと外はずれなことをしみじみと言うと、遙は腰掛けていた木製のベンチに、そのまま横たわった。

　目を閉じ、身体からだの力を抜く。代わって霊れい力りよくをめぐらせる。それが痛みを溶かしていく。

　サイレンが聞こえた。消防車に救急車、それにパトカー。それらは十分以上も前から既すでに鳴り響ひびいていたのだが、遙が知覚したのは今だった。

　遙ようは、このまま眠ることにした。

　遙がいるのは、戦いの場となった中学校からそう離はなれていない、砂場とベンチがあるだけの狭い公園。

　車通りがなく人通りが少ない場所を選えらんだつもりだが、爆ばく発はつの現場を見に行こうとする野や次じ馬うまが通りかかるかもしれない。

　こんな姿では、事件の被害者、あるいは関係者と思われかねないが──被害者であることは間違いではないのだが──近づく者があれば感知できる程度には知覚を働かせておくので、問題はない。

　遙はそのまま眠りに落ちた。

　サイレンに加え、間もなくヘリコプターの音までが響ひびき始めたが、遙がそれで目を覚ますことはなかった。




　何者が近づいてきても、気づけるはずだった。

　だが、いざ声をかけられるまで、遙は彼の存在に気づけなかった。

「よーうたん[image: ]」

　遙は飛び起き、目の前に立つ男の名前を、呆ほうけた顔でこぼした。

「亮りよう……」

「グンモーニン、遙。どうだったかなどうだったかな？　今日の俺おれの気配けはい絶ちは」

　亮が無邪気な笑顔えがおを鼻先に近づけてくる。

　亮の年ねん齢れいは二十七。童顔というわけではないが、笑うと五～六歳は若く見える。そして、平時は笑顔を絶やさないために、二十歳の遙よりも若く見られることも少なくなかった。

　遙は額ひたいに手を当ててうなだれ、答えた。

「いつもながら完かん璧ぺきだった」

「うんうん。これで俺おれの九六一連勝だな」

「数えてたのか……」

　亮は、一日に一度は今し方のように気配を殺して近づいてくる。

　本人曰いわく、「初めはただの軽い悪戯いたずらだったんだけどな、それがだんだんと趣しゆ味みになって、今はもうなんていうか……生活の一部？」、ということらしい。

「そのうちギネスブックに申しん請せいするつもりだから、おっ楽しみに～[image: ]」

　ポンポンと肩を叩たたかれる。

　遙はため息をついて、空を見上げた。

　朝日が闇やみを溶かし始めていた。

──眠っていたのは、十五分かそこらか……。

「にしても、今回は派は手でにやられちまったなあ」

「ああ。くらった瞬しゆん間かん、お花畑が見えた」

　答えつつ、遙ようは両手の甲を見た。

　赤黒く焼けただれていたそこは、新たな皮ひ膚ふに覆おおわれ、綺き麗れいな色を取り戻していた。

　頰ほおに触れ、首筋を撫なでる。そこにあった火傷やけども消えていた。

　全霊れい力りよくを治ち癒ゆの促進に注そそいで眠れば、かなりの重傷であっても短時間で治せる。

　とりわけ火傷は治りが早かった。対して骨折は治りにくく、ヒビが入っただけの上腕骨や大だい腿たい骨こつはともかく、鎖さ骨こつや肋ろつ骨こつはまだまだだった。

「ここに来る途と中ちゆうで現場を見てきたが……敵は確実に強くなってきてるみたいだな」

「ああ……。戦いになった場所が、彼女のマンションからそれなりに離はなれていたのが幸いだった」

　亮りようは頷うなずくと、ジャケットを脱いで差し出してきた。

　遙は立ちあがって受け取り、着た。

「遙、おまえは一度帰れ。相当に消耗したみたいだし、その格かつ好こうでいるわけにもいかないだろ」

「敵がどうなったのかは、訊きかないんだな」

「逃がしたことは、訊くまでもなくわかってるからな」

　亮は微び苦く笑しようした。

「麒き麟りんに殺せつ生しようは期待しないさ」

　遙は頷いた。

「ああ、そうだ。そのボロボロの格好のまんまで柚ゆ子ずに会うのはやめてくれよ。自分の目のない所でおまえが怪け我がをしたなんて知ったら、俺おれが嚙かみつかれちまう」

「そうだな」

　遙は小さく笑うと、「深手を負わせはしたから、すぐにまた攻せめてくることはないだろうけど」、そう前置いて、先程戦った敵の外見や能力、傷を負わせた箇所を亮に伝えた。

「あの気化爆ばく弾だんの真似事だけは、なにがあってもくらわないように……いや、撃うたせないようにしてくれ。あれがまともに炸さく裂れつしたら、半径にして四〇〇～五〇〇メートルは跡あと形かたもなく消し飛ぶ」

「了解」

「それじゃあ、一度帰る。昼過ぎには、また来る」

「昼過ぎには、って……。おまえ、ここ一週間まともに休んでないだろう？　今日は一日休めよ」

「一眠りすれば、それで十分だ」

　亮は、やれやれ、といった顔で後頭部を搔かいた。

「信用しろって。おまえがいない間は、彼女は俺がしっかり守るさ」

「信用の問題じゃない」

　遙ようはそう言うと、ジャケットのポケットに手を入れて歩き出した。

「遙」

　些いささか険けわしい声で呼び止められたが、遙は応こたえなかった。

　公園を出た遙は、さらに歩き──およそ十分後、古びたマンションの前で足を止めた。

　見上げる。

　七階の角かど部屋──そこに、彼女がいる。

「麻ま由ゆ……」

　遙は、十分以上も、そこでそうして麻由の部屋を見上げていた。




　鉛筆を走らせる。

　機械的ともいえる手つきで、ただひたすらに目の前の風景を紙上に写し取っていく。

　近所の中学校で原因不明の爆ばく発はつ騒さわぎがあってから二週間──よく晴れた日曜日の午後。

　麻由は、駅前のオープンカフェで、アーケード街の入り口をスケッチしていた。

　仕事に使うものではない。ただの暇ひまつぶしだ。

　三月末が締しめ切りの仕事が思いのほか早く片づいたために、丸三日の休みができた。堂々と休める日ができたのは、今年に入ってから初めてのことだった。だが、そんなたまの休日にあっても麻由は絵を描かいていた。

　絵を描くことは好きだが、三度の食事よりも楽しいと思っているわけではないし、イラストレーターたるもの一日たりとも描かない日があってはならない、などという信条を持っているわけでもない。

　せっかくの休日にもかかわらず麻由が絵を描いている理由──それは、そうしていないと気が滅め入いるからだった。

　一人暮らしの麻由にとって、友人と会っている間や編集者と打ち合わせをしている間以外は、基本的に一人だ。一人でいると、どうしても思い出したくないことを思い出し、考えたくないことを考えてしまう。だが、絵を描いていると、その間は意い識しきの一切が絵に向かう。

　麻由にとって、絵を描くという行為は、趣しゆ味みであると同時に仕事であり、気持ちを沈ませないための手段でもあった。

「うーん……」

　麻由は鉛筆の後ろ端を唇くちびるに当てて、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「邪じや魔まだな、あのトラック……」

　麻由がスケッチしていたのは、アーケード街の入り口とそこを行き交かう人々だったのだが、四ｔトラックがやってきて入り口のほとんどを塞ふさいでしまった。荷物の積み降ろしが始まっている。しばらくは動きそうにない。

　麻由は身体からだを椅い子すごと一八〇度動かし、駅の方を向いた。

　スケッチブックのページをめくり、ストレートティーを一口飲んでから、芯しんの磨すり減った鉛筆を取り替える。

　改札口をスケッチする。アーケード街の入り口はまだ描かきあがっていないが、暇ひまつぶしでやっていることなので完成させる必要もない。

　まずは大おお雑ざつ把ぱに全体の輪りん郭かくを描く。

　輪郭を描き終えたところで、麻ま由ゆはまた鉛筆の後ろ端を唇くちびるに当てた。

──人物はどうしようかな……。

　先程は通行人も描き入れたのだが、休日の賑にぎわっている感じは出せず、ただごちゃごちゃした画えになってしまった。

　改札口前は、アーケード街の入り口以上に人が多かった。改札手前の歩道の真ん中に、『血の聖夜』からの街の復ふつ興こうを記念して作られたモニュメントがあるのだが、そこを待ち合わせ場所として利用人が多く、モニュメントのまわりは人の密度がとりわけ高かった。

　人物も描き入れるのであれば、対象を絞しぼりこむ必要がある。

──両サイドとセンターにちょっとずつ、って感じかな……。

　誰だれを描くか──視し線せんを左右に動かしていた麻由は、モニュメントの傍かたわらに立っている一人の青年に目を止め、見入った。鉛筆が唇から離はなれる。

　麻由がその青年に見入っていた時間は、たっぷり一分はあった。

　うつむいて青年から視線を離はなした麻由は、スケッチブックを胸に抱き、なぜ自分が彼に目を留めたのかについて考えた。

　容よう姿しが目立っていたから？

　それはある。

　青年は長身だった。一八二、三センチはあろうだろう。しかも手て脚あしが長く、背筋が伸びているので、より高く見える。身体からだの線せん、顔の輪郭は、ほっそりしているというよりは引き締しまっているといった感じで細い。並のファッションモデルより、よほど良いスタイルだった。

　髪の色も目を引ひいた。といっても、赤や緑といった奇抜な色ではない。彼の髪の色は漆しつ黒こくだった。黒ではない。黒髪はまわりにいくらでもいたが、彼の髪の黒さは、他ほかよりもずっと濃く、深かった。

　顔の細部まではっきりと見て取れないのが残念だった。

　スタイルにも髪にも目を引かれたのは確かだが、自分が彼に見入ってしまった理由はそれだけではないと、麻由は強く思った。

　麻由は顔をあげ、再び青年を見──息を吞のんだ。

　青年が、こちらを見ていた。目が合った。

　反射的に背筋が伸び、スケッチブックを抱く腕に力が入った。

　見知らぬ男性と目が合う──いつもならば、その瞬しゆん間かんに目を逸そらしている。たとえ顔見知りであったとしても、男性と三秒以上目を合わせておくことなど、麻ま由ゆにはできない。

　できないはずなのだが、麻由は青年の目を見つめた。否、目を離はなすことができなかったというのが正しいか。

　青年もまた、目を離そうとはしなかった。

　切れ長の目が、じっと麻由の目を見返している。

　二人の間を多くの通行人が横切ったが、それでも二人の目は離れなかった。

　麻由は思った。あの目をもっと近くで見てみたい、と。

　同時に、こうも思った。彼を描かきたい、と。

　麻由はスケッチブックを胸から離した。

　後ろから肩をつかまれたのは、鉛筆を構えようとしたその時だった。

「──!?」

　麻由は驚おどろきのあまり、亀かめがそうするように首と手足を竦すくめた。ややあってから恐る恐る振り向くと、そこには見知らぬ中年男性の顔があった。

「姉ねえちゃんよお」

　濁だみ声ごえに横面を撫なでられた麻由は、顔を背そむけ、それから横目で男性を見た。

　皺しわだらけの赤い顔、ごましおのような髭ひげ、よれよれのシャツ、突き出た腹、酒臭い息。いかにもな酔っ払いだ。

　酔っ払いは、まるで頰ほおを寄せるように顔を近づけてきて、スケッチブックを覗のぞきこんだ。

「絵、うまいじゃねえか」

　麻由は、肩の手を払おうと身を捩よじったが、酔っ払いの手は離れなかった。

「おいちゃんがモデルになってやるからよ、男前に描いてくれよ」

　麻由はもう一度身を捩ったが、やはり酔っ払いの手は離れなかった。

「離して……離してくださいっ！」

　麻由が声をあげると、

「そんなつれないこと言うもんじゃねえよ」

　酔っ払いは、肩をつかむ手に力をこめ、顔をさらに近づけてきた。

　麻由は視し線せんでまわりに助けを求めた。まわりの客は皆こちらを見ていたが、しかし助けようとしてくれる者は誰だれもいなかった。ウエイターとも目が合ったが、そのウエイターは顔を背け、まるで自分はなにも見なかったとばかりに行ってしまった。

「減るもんじゃねえし、いいじゃねえか」

　ごつごつした太い指が肩を締しめつける。痛い。

「なんだったらよ、ヌードになってやってもいいぜ」

　顎あご髭が頰に擦こすれる。気持ち悪い。

　麻由はぎゅっと目をつむり、全身を強こわ張ばらせた。

──助けて！

　心の中で叫ぶ。

　誰だれにも聞こえるはずのないその叫びに、しかし応こたえる者がいた。

「やめろ」

　頭上で声がした。

　麻ま由ゆは反射的に震ふるえあがったが、すぐにその声が酔っ払いのものではないことに気づいて目を開あけた。黒い布地が視界を塞ふさいでいた。シャツだ。

　麻由は視し線せんを上らせ──目と口を丸くした。

　引き締しまった顔の輪りん郭かく、切れ長の目、漆しつ黒こくの髪。

　麻由の目の前に立っていたのは、モニュメントの傍かたわらに立っていた、あの青年だった。

　酔っ払いを無表情に見下ろしている。

「なんだい兄ちゃん？　おいちゃんに、なんか文句があるってのかい？」

　酔っ払いが、麻由の顔に顔をくっつけたまま、青年を上うわ目め遣づかいに睨にらんだ。

　酔っ払いの目は真っ赤に充血しており、それが眼光に迫力を与えていたが、青年は眉まゆ一つ動かさなかった。

「なんとか言えや、兄ちゃん。じーっと見下ろしやがって。面おも白しろくねえ。ひょっとしてアレか？　脚あしが長えってのを自じ慢まんしてやがるのか？　脚が短え俺おれに対する当てつけか？」

　生温くて酒臭い息が、ひっきりなしに麻由の顔にかかる。それはたまらなく気持ち悪く、麻由は涙ぐんだ。

　酔っ払いに対し、青年はただ一言、先程と同じ言葉を返した。

「やめろ」

　その冷めた態たい度どが、酔っ払いを激げつ昂こうさせた。

「若造が！　てめえも俺をバカにしやがるのか！」

　耳元で怒ど鳴なられ、肩をさらに強くつかまれ、麻由は「ううっ」と呻うめいた。

「どいつもこいつもバカにしやがって！　俺だってなあ、好きでリストラされたわけじゃねえんだ！　俺はなあ、二十五年無欠勤だぞ！　会社のため家族のため、毎日毎日脚ぃ棒にして歩き回って、下げたくもねえ頭下げて……会社がデカくなったのは誰のおかげだってんだ！　しかもなんだ!?　懲ちよう戒かい免めん職しよく扱いってのはよ!?　退職金が出ねえってのは、どういうことだ!?　説明しろよ、ああ!?」

　麻由の肩をつかむ酔っ払いの手が、思いきり後ろに引かれた。「きゃっ!?」、麻由は椅い子すから引きずり落とされる形となり、したたかに尻しり餅もちをついた。

「……っ！」

　あまりの痛みに、麻由は声もあげられない。

「女房はひとをゴミみてえな目で見やがるし、娘はろくすっぽ家に帰ってこねえ！」

　酔っ払いはなおも声を荒げた。だが、

「息子はひきこも──りぎっ!?」

　酔っ払いの言葉は、途と中ちゆうで短い悲鳴に変わった。

　麻ま由ゆは痛みに顔を歪ゆがめたまま上を見、「あっ！」と声をあげた。

　青年の手が、酔っ払いの顔面を鷲わしづかみにしていた。

　青年の指は細く長く、一流のピアニストのそれのようにしなやかでありながらも、同時に力強さも感じさせた。

──……って、指に見とれてる場合じゃないわ！

　青年の手には相当な力がこめられているらしく、「う……ぐ……あ……」、酔っ払いは目を白黒させて呻うめいている。

　対する青年は変わらず無表情──いや、よく見ると、わずかにだが柳りゆう眉びが吊つりあがっている。

「あっ、あのっ！」

　麻由は尻しり餅もちをついた体勢のまま青年に声をかけた。

　青年の目が麻由に向く。

　その瞳ひとみは、髪と同じく漆しつ黒こくだった。

「もっ、もうやめてください！　私は大丈夫ですから！」

　青年は浅く頷うなずいて手を離はなし、「あがっ！」、今度は酔っ払いが尻餅をついた。

　痛みによるものか感情によるものか、あるいは両方か、酔っ払いの目がみるみるうちに潤うるんでいく。

　酔っ払いはその目で青年を睨にらみ、震ふるえる声で叫んだ。

「お、俺おれが……俺が悪いのかよっ！」

　青年が答えた。淡々とした口く調ちようで。

「リストラされたとか、家庭がうまくいってないとか、それについてあんたが悪かったのかどうかは、俺は知らない。けど、あんたが麻由を困らせたことについては、全部あんたが悪い」

　麻由は、「え？」という顔をした。

──この人、どうして私の名前を……？

「ち、ちくしょう！　どいつもこいつもどいつもこいつも！」

　酔っ払いが叫びながら立ちあがった。彼は麻由の座っていた椅い子すを蹴け倒たおすと、たどたどしい足つきで店内へと入っていった。麻由はぼんやりとその後ろ姿を見送った。背中は丸まって小さく見え、しゃくりあげているのか、時折肩が震えていた。

　酔っ払いの姿が見えなくなったところで、青年が麻由に手を差し伸べてきた。

「怪け我がはないか？」

「あっ、は、はいっ」

　麻由は答えて、一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、青年の手を取った。

　力強く、しかし優やさしく引き起こされる。

　立ちあがった麻ま由ゆは、「はーっ」、溜たまっていた息を吐はき出し、全身を弛し緩かんさせた。

──ひどい目に遭あったな……。

　安あん堵どしたとたん、恥はずかしさがこみあげてきて、麻由はうつむいた。

　酔っ払いが去った今も、他ほかの客や通行人からの多くの視し線せんを感じる。

　顔をあげられずにいると、

「すまない」

　青年が言った。

「えっ？」

　麻由は顔をあげた。

　二人の身長差は三十センチはある。視線だけではなく、顔ごとあげなければ目が合わない。

「麻由が痛い思いをするのを、止められなかった」

「えっ、あっ、そ、そんなこと──」

　気にしないでください、と続けようとして、麻由はハッとなった。

「あっ、あのっ、どうして私の名前を……？」

　青年は答えず、じっと麻由を見つめている。

　相手が見知らぬ男性で──向こうは、なぜかこちらの名前を知っているが──しかも至し近きん距きよ離りであるにもかかわらず、麻由は青年を見つめ返した。

　漆しつ黒こくの瞳ひとみ。深く、それでいて透すき通るような。

　その瞳から、麻由は先程と同じように目を離はなすことができなくなった。

──なんだろう、この感じ……。

　青年の瞳を見つめるうちに、麻由の胸は不ふ思し議ぎな気持ちにとらわれていった。

　温かくて、安心で、でも少し切ない。

　恋れん情じよう、ではない。憧あこがれや、友人に対して感じる親しみとも違う。

　しいて言うならば、懐なつかしさ、だろうか。

　きゅっ、と不意に左手が握りしめられた。引き起こされた後もそのまま離れていなかった手だ。

「あ……え？」

　さらに青年のもう片方の手が、頰ほおに触れてきた。

　青年の手はひんやりとしていて心地ここちよく、麻由は目を細めた。

　青年の顔が近づいてくるのが見えたが、麻由は動かなかった。

　薄うすく開いていた唇くちびるに、青年の吐と息いきが侵入してくる。

　青年の唇が麻由の唇に重かさなった。

　麻由は細めていた目を閉じ──見開いた。

　右手で青年の胸を突く。青年はよろめき、麻ま由ゆの左手を放した。

　麻由は左手を振りかぶった。薬指のリングが陽ひ射ざしに光る。

　振りかぶったその手を、麻由は思いっきり振った。

　乾いた音が響ひびいた。

　麻由は振り返って荷物を搔かき抱いだき、伝票をむしり取るようにつかむと、駆かけ足で店内に入った。

　レジに、他ほかの客が会計中であるのにも構わず伝票と千円札を叩たたきつけるように置いて、店を出る。

　店を出てすぐ、麻由は再び駆け足になった。

「ひぐっ」

　しゃっくりのような嗚お咽えつが洩もれた。

　景色が涙に霞かすむ。

　空あいたままになっていたペンケースから中身がバラバラとこぼれ落ちたが、麻由は足を止めなかった。




　麻由の後ろ姿が、アーケード街の人波に吞のまれて消えた。

「麻由……」
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　遙ようは引っぱたかれた頰ほおに触れ、小さく顔を歪ゆがめた。

　頰は痛いが、遙に顔を歪めさせたのは、頰ではなく胸の痛みだった。

　遙は頰に触れたまま歩き出し、店を出た。途と中ちゆう、「あ、あの……お客様？」、店員に声をかけられたが、遙の耳には入らなかった。

　遙に声をかけたその店員は、再度声をかけるべきか迷ったが、

──ま、まああの客、なにも注文してないから別に食い逃げってわけじゃないし、それに関かかわるとなんかヤバそうだから、いいか……。

　それ以上声をかけることなく、仕事に戻った。ちなみに、麻由が酔っ払いに絡からまれているのを見て見ぬフリをした店員だった。

「遙」

　店を出てすぐ声をかけられたが、遙は気づかなかった。

「遙！」

　気づかない。そのまま歩く。

「おっ、おい遙っ！　遙ってば！」

　駆け寄ってきて呼ばれ、遙はようやく立ち止まった。

「亮りよう……」

　亮は苦笑し、

「かなり効きいたみたいだな、それ」

　自分の、遙が押さえているのと同じ左頰を指先でつついてみせた。

　どうやら一部始終を見ていたらしい。

「そう……だな。効いた」

「でもよ、自じ業ごう自じ得とくだぜ？　あれじゃあ犯罪だ」

「わかってる」

「こんなことになるだろうと思ったから、当面は接触しないようにって、しつこく言ったんだけどな」

「すまない」

　遙は素直に詫わびた。

　麻由との接触は時期を見た方がいいという亮の意見に、遙は同意していた。

　その決まり事を破ったうえに、麻由を傷つけてしまったのだから、言い訳わけする気にもなれない。

「なんだってまた、いきなりキスなんかしたんだ？」

「嬉うれしかったから……だな」

「ふむ」

　遙は目を細めた。

「麻ま由ゆが目の前にいることが嬉うれしくて、麻由の目に俺おれが映ってることが嬉しくて……踊り出したいぐらいに嬉しくて……でも、踊るのはまずいだろうと思って我が慢まんしてたら、頭の中が真っ白になってきて……気づいたら、キスしてた」

　亮りようは、「うーん」と唸うなった。

　遙ようは感情が顔に出にくい質たちだが、決して感情そのものが薄うすいというわけではない。また、人の質問に冗じよう談だんで答えたり、大げさに答えることもない。

　踊り出したいほどに嬉しかったというのは、冗談でも大げさでもないのだ。

「さすが星せい獣じゆう、ってところか？　『伴侶』に対する星獣の執着は、人間の恋愛感情とは根本的に違うものなのかもしれないな」

　遙は曖あい昧まいに首を振り、浅くうつむいた。

　そして、十二年ぶりに間近に見た麻由の姿を脳のう裏りに甦よみがえらせた。

　背は、あまり伸びていなかった。一五〇センチそこそこといったところだろう。成人女性の平均身長がどの程度なのかは知らないが、それよりも低いだろう。脂肪も少なければ筋肉も足たりていなさそうな細さは相変わらずだった。

　背中に浅くかかる髪を地味な色のリボンでまとめるという髪型に変わりはなかったが、染そめたのか脱色したのか、髪の色は栗くり色いろになっていた。

　小さな顔に反比例して大きな、しかしどこか眠たそうな目はそのままで──身体からだつきと相あい俟まって、彼女を実年ねん齢れいよりも若く、というか幼く見せていた。

　麻由のことを思ううちに喜びがこみあげてきて、遙は頰ほおに触れたまま、うつむいたまま、かすかに笑った。だが、その笑えみはすぐに失うせた。

　麻由を傷つけておいて、笑ってなどいられない。

「なんにしろ、ファーストコンタクトは大失敗だったな。取り返すのは容易じゃないぜ？　ただでさえ背景が特殊だからな、彼女は」

　遙は頷うなずき、再び麻由の姿を思い起こした。

　遙を打つために振りあげられた麻由の左手──その薬指に光っていた、結婚指ゆび輪わ。

　麻由は、結婚はしていない。

　にもかかわらず、彼女が結婚指輪をしていたのは、それは──。

「麻由の守りに戻る」

　遙は顔をあげ、頰からようやく手を下ろし、言った。

「あれから二週間……この間の奴が、また現れてもおかしくない頃ころだ。一いつ時ときたりとも麻由を一人にはしておけない」

「そうだな」

「行こう」

　遙は上着のポケットに両手を入れて歩き出したが、

「ああ、そうだ。──遙よう」

　すぐに呼び止められ、振り返った。

　亮りようが笑顔で訊たずねてきた。

「彼女との初キスの感想は？」

　遙は左手だけをポケットから出すと、まだ少しひりひりする頰ほおを軽く撫なでて、答えた。

「……痛かった」




　麻ま由ゆは玄関ドアを乱暴に閉めると、靴を脱ぬぎ捨て、リビングに駆かけこんだ。

　サイドボードの上に置いてあった写真立てを手に取り、それを胸に抱いて、その場に崩くずれる。

「キスされちゃった……キスされちゃったよ、浩こう平へいさん……っ！」

　悲痛な声をあげて、麻由は下した唇くちびるを嚙かんだ。

　おさまっていた涙が、再び目頭に滲にじむ。

「ごめんなさい、私、浩平さん、キス、知らない人に、されちゃった、私、ごめんなさい……っ」

　誓ちかっていたのに。

　もう誰だれとも、唇や肌を重かさねることはしないと。

　誓っていたのに。

「私……私……っ」

　麻由はぎゅっと目をつむった。

　許せなかった。

　あの青年が。

　そして、青年のキスを、ほんの一いつ瞬しゆんではあるが受け入れてしまった自分が。

　麻由は写真立てを胸から離はなし、目を開いた。

　たまっていた涙が、写真の上にこぼれ落ちた。

「浩平さん……」

　写真の中では、眼鏡めがねをかけた暢のん気きそうな面おも立だちの男性が、麻由に腕を組まれて照れくさそうに笑っていた。

　笹ささ本もと浩平。

　今は亡き、麻由の婚約者。

　一年半前──結婚式の前日に、交通事故で逝いってしまった。

　麻由は、震ふるえる指先で写真に落ちた涙を拭ぬぐい、しゃくりあげた。

　再びこぼれた涙が、今度は写真に触れていた麻由の左手に落ち、結婚指ゆび輪わを濡ぬらした。

　麻由は再び写真立てを抱きしめ、声をあげて泣いた。




　日が沈み、夜が訪れ、そして更ふけた。

　月は雲につかまれていて闇やみは濃こい。

　二週間前、戦いの場となった中学校の屋上に、二つの影かげがあった。

　少女と蜥蜴とかげ。

　蜥蜴は、二週間前に遙ようと戦った、あの妖よう魔まだ。

「いい、しっかり殺やるのよ？　あんた、ただでさえ一回しくじってるんだからね」

　少女の手が、蜥蜴の頭をポンポンと叩たたいた。

「どんなギョーカイだって、立て続けに失敗すれば干ほされちゃうんだから」

　蜥蜴は、人のそれの三倍はあろうかという大きさの頭を、おもむろに縦たてに動かした。

「いけ、ヨーウィー！」

　少女がもう一度、今度は勢いよく蜥蜴の頭を叩いて下がると、蜥蜴──ヨーウィーは跳ちよう躍やくした。フェンスを軽々と越え、地上に降りる。三十メートル以上もの高さがあったが、その程度、ヨーウィーにとっては──否いな、妖魔にとってはどうということはない。

　着地したヨーウィーは、六本の脚あしを素速く動かし、クレーターと化したままの校庭を突っ切って、闇の向こうに消えた。

　屋上に残った少女は、くすっと笑って翻ひるがえった。

　目立つ容よう貌ぼうの少女だった。

　十六という年ねん齢れいにしては、背もふくらみもいささか──というか、かなり足たりていなかったが、その純白という表現がまさに相応ふさわしい肌と、二次元世界の住人さながらの大きな目が、少女に美しさと愛らしさの両方を与えていた。

　しかし、少女の一番の特徴は、髪の色にあった。

　ボリュームのあるツインテール──その色は、醒さめるような緋ひ。それが、肌の白さを際きわ立だたせ、また逆に肌の白さが緋の髪を際立たせ、少女の存在感を強めていた。

「ねえねえ、ユミル」

　少女が腕の中の子こ狐ぎつねに声をかけた。

　少女の薄うすい胸に顔を埋めて眠っていた子狐は、ゆっくりと眼を開くと、やはりゆっくりと首をもたげ、少女を見上げた。

　子狐の体毛は、顔から足先、尻尾しつぽの先に至るまで真白かったが、少女に向けられた眼の色は混こん沌とんとしていた。赤、白、黒、青、緑、黄、橙だいだい──あらゆる色が、混ざり合うことなく渦巻いている。

「ヨーウィー、うまく殺やれると思う？」

　ユミルと呼ばれた子狐は、「くぅーん」と子犬のように鳴いた。

「そーよねー。あいつがピッタリ張りついてるんだから。あいつがその気になったら、ヨーウィーじゃ相手にならない。でも……」

　少女は顔をあげ、笑えんだ。

　年齢に相応ふさわしくない、冷たい笑み。

「果たして、その気になれるかしら？」

　ヨーウィーには、今度は決して退しりぞかないよう命じてある。

　ヨーウィーが目的を果たすか、あいつがヨーウィーを殺さない限り、戦いは終わらない。

「なんたって、麒き麟りんだもんね。あいつは」

　少女は、「ふふっ」と声をたてて笑うと、ユミルを抱き直して歩き出した。

　数歩歩いたところで、少女はユミルともども屋上からその姿を消した。闇やみに溶けこむように。




　今日が締しめ切り間際でなくてよかったと、麻ま由ゆは思った。

　とてもではないが、仕事などできる精神状態ではなかった。

　浩こう平へいの写真を抱いてひとしきり泣いた麻由はその後、リビングのソファに横たわり、それからなにもしていない。

　もう五時間以上も、ソファの上でただじっと身体からだを丸めていた。

　なにもする気が起きなかった。

　食事も、シャワーも、部屋の電気を点つけることさえも。

「……くしゅん」

　小さなくしゃみが出た。

　四月に入ったとはいえ、毛布の一枚も被らずに長く横になっていれば、冷える。

　麻由はおもむろに身を起こした。

「あったかいミルクセーキ、飲みたいな……」

　リビングの電気は点けないまま、覇は気きのない足取りでキッチンに向かう。

　冷れい蔵ぞう庫こを開ける。玉子はあったが、牛乳がほとんど空からだった。

　ならばココアにしようと思ったが、ココアも切れていた。

「……」

　麻由は少し考えて、買いに行くことにした。

　カーディガンを羽は織おり、外に出る。そして、近所のコンビニに向かおうとして、麻由ははたと足を止めた。

　目元に触れる。

　触れただけではわからなかったが、あれだけ泣いたのだから腫はれているに違いない。他人には見せられない。

　麻由は、向かう先をコンビニからマンション裏手の米屋に変えた。そこの自販機にホットのミルクセーキが入っている。

「相変わらず暗いな、この道……」

　マンション裏手のその道は、両側に並ぶ背の高い木々のおかげで日中から薄うす暗ぐらく、人通りも少なかった。

　夜よ更ふけともなると、街がい灯とうがついているにもかかわらず暗あん澹たんとしている。

　痴ち漢かんや幽ゆう霊れいが出るという話はなかったが、それでも麻ま由ゆは、この道は日没後は通らないようにしていた。

──木が、梅とか桜だったらよかったのに……。

　道の両側から、まるでアーチを形成せんとばかりに伸びている枝し葉ようを見上げながら歩いていた麻由は、

　グルルル……。

　という、犬の唸うなり声のような音を背はい後ごで耳にし、「……！」、立ち止まった。

──野や犬けん……？

　振り返るべきか、このまま振り返らずに走るべきか。

──走ったら、絶対にダメよね……。早足なら……でも……。

　グルルル……。

　麻由は肩をわななかせた。

──なんなの……？　なんなのよ、今日は……っ！

　酔っ払いに絡からまれ、見知らぬ青年にキスされ、そのうえ野犬ときた。

　理り不ふ尽じんすぎる。

　恐怖が、怒りに変わっていく。

　麻由は歯を食いしばって振り返り、目を剝むいた。

　野犬ではなかった。そこにいたのは。

　麻由は悲鳴をあげた。




　二週間前に遙ようとヨーウィーが戦った、そしてほんの数分前までヨーウィーと赤髪の少女がいたその場所に、今度は青年が立っていた。

　青年は、力強い容よう貌ぼうの持ち主だった。

　一八〇センチを超える長身と、それに見合った均整のとれた身体からだつき。

　険けわしい面おも立だちと、厳きびしい眼差まなざし。

　そのいずれもが、青年が心身ともに屈くつ強きようであることを雄弁に語っていた。

　浅黒い肌も、青年を力強く見せることに一役買っている。

「この匂におい……間違いない。今し方までここに居たんだ……」

　独白して、青年──功刀くぬぎ直なお純ずみは、視し線せんと嗅きゆう覚かくを廻めぐらせた。

「匂いは途と切ぎれていない……まだ近くにいる……」

　拳こぶしを握りしめる。

「捉とらえたぞ、『桜さくらの妖よう魔ま』……！」

　桜という男がいた。

　永遠の命を求めた彼は、その実じつ験けんとして数多あまたの合ごう成せい獣じゆうを生み出した。

　それが、『桜の妖魔』だ。

　桜自みずからの手によって封ふう印いんされていた彼等が、桜の死によって封印が解とけ、世に現れたのは十年前のこと。

　世間で妖魔と呼ばれている存在が、彼等だ。

　彼等の多くは、人間を捕食する。

　直なお純ずみと、直純の所属する組そ織しきは、彼等を滅ぼすために戦ってきた。

　二年前の、あの高こう野や山さんでの戦いで、滅ぼしたはずだった。

　実際、あの戦いから丸二年以上、彼等が現れることはなく、組織は彼等の絶滅を宣言した。

　だが、今年に入って、彼等は再び現れた。

「二週間前は間に合わなかったが……」

　直純は視し線せんを校庭に向けた。

　そこに穿うがたれた巨大なクレーターに、生せい来らいの険けわしい顔を殊こと更さらに険しくする。

「今度は逃さない」

　直純の目的は二つ。

『桜の妖魔』の討とう伐ばつと、彼等の背はい後ごにいる者たちの捕ほ縛ばく。

　直純はコンクリートの地面を蹴けって、フェンスを跳とび越えた。髪と上着が空気抵抗になびく。

　直純は着地すると、乱れた髪を大おお雑ざつ把ぱに撫なでつけ、鼻を利きかせた。

　直純には、犬や狼おおかみのそれよりも優すぐれた嗅きゆう覚かくがある。

　その嗅覚で『桜の妖魔』の匂においを捉とらえ、追う。

「あのマンションの方か……」

　呟つぶやいた直後、悲鳴が直純の耳じ朶だをかすめた。

　若い女性のものだった。視し線せんの先にあるマンションの方角から聞こえた。

──『桜の妖魔』め……！

　ぎりっ、と歯を嚙かみ鳴らして、直純は駆かけ出した。




　それは、蜥蜴とかげに似た、しかし全く別の生き物だった。

　ぬめぬめと黒光りしている鱗うろこ。

　二対ある後ろ脚あしの倍はあろうかという長さの前脚。

　虎やライオンよりも一回りも二回りも大きな、その身体からだ。

　悲鳴をあげた後、腰を抜かしてしまった麻ま由ゆは、尻しり餅もちをついたままの姿勢で、ぎこちなく首を左右に振った。

　目の前の存在を否定するために無む意い識しきのうちに取った動作だったが、目の前のそれは消えてくれなかった。

　それが、ゆっくりと頭を傾け──眼めが合った。爬は虫ちゆう類るい特有の、感情の窺うかがえない眼。

　麻ま由ゆは息を吞のみ、全身を石のように硬くした。

　それは、麻由から眼を離はなそうとしない。

──私、こいつに食べられるの……？

　目の前のそれは、妖よう魔まだ。

　妖魔の多くは人間を捕食すると、テレビで言っていた。

「や……やだ……」

　麻由は震ふるえた声を出した。

　浩こう平へいが亡くなってからのこの一年半、麻由はずっと死を意識してきた。カッターを手首に押し当てたこともあるし、ベランダを乗り越えようとしたこともある。道を歩いていて、暴走車が突っこんでくればいいのに、などと思ったことは一度や二度ではない。

　だが、いざ目の前に本物の死が転がってくると、それは途方もなく恐ろしかった。

　妖魔が、麻由を見み据すえたまま動いた。

　首と尻尾しつぽを緩かん慢まんに揺ゆらしながら、じりじりと近づいてくる。

「浩平さん……」

　涙が急きゆう激げきにこみあげてきて、あふれた。景色が霞かすみ、揺らぐ。

　妖魔が口を開いた。涙のおかげでよく見えないが、鉄をも嚙かみ砕くだくような太い牙きばか、あるいはノコギリのような細かく鋭するどい歯が並んでいるに違いない。

「浩平さん……っ！」

　麻由がぎゅっと目をつむった刹せつ那な、麻由の脇わきを一陣の風が駆かけ抜け、さらにその刹那、肉と肉が激はげしくぶつかる音と、「グギャッ！」という人ならざるものの悲鳴が、暗い道に響ひびいた。

　麻由は恐る恐る目を開あけ──見開いた。

　目の前に人の背中があった。

　男性だ。それも背の高い。

　視し線せんを下げる。男性の脚あしの間から、ひっくり返っている妖魔の姿が見えた。

　男性が振り返った。

　麻由は涙を拭ぬぐって男性の顔を見上げ、「あ」と思わず声をあげた。

　昼間、酔っ払いから助けてくれた、そしていきなりキスしてきた、あの青年だった。
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　青年はスッと身を屈かがめると、麻由を抱きあげた。

　麻由は目をしばたたかせ、間近にある青年の顔を見た。

　青年の目が麻由に向いた。目が合う。

　深く濃く、それでいて透すき通るような、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　麻ま由ゆは、昼間と同じように、その瞳ひとみに見入った。

　と──。

「歯を食いしばれ。舌を嚙かむ」

　青年が言った。

「え……きゃ──っ！」

　麻由がその言葉を理解するよりも早く、青年が走り出した。

　とたん、風圧が麻由を吞のみこんだ。

　景色が、ものすごい早さで流れていく。まるでバイクで飛ばしているような。

　麻由は、青年の首にしがみつき、歯を食いしばった。目も開けていられなくなり、きつく閉じた。

　どれだけそうしていたか──風圧から解放され、目を開あけた時には、景色が一変していた。

　麻由と青年は、だだっ広い駐ちゆう車しや場じようのただ中にいた。

「ここは……」

　見覚えのある場所だった。

　ゴミ焼却場に併へい設せつされた、温水プール施設──そこの駐車場だ。プールを利用したことはないが、駅への道程の途と中ちゆうにあるため、通りかかったことは何度となくあった。

　出し抜けに、青年が屈かがんだ。

「──！」

　麻由はびっくりして、青年の首に回していた腕に殊こと更さらに力をこめた。

　女の細腕とはいえ、思いっきり絞しめられればかなり苦しいはずだが、青年は顔色一つ変えずに訊きいてきた。

「立てるか？」

「えっ……？　あっ……」

　麻由は腕を弛ゆるめ、意い識しきを自分の脚あしに向けた。

　足は地面についている。にもかかわらず、その感覚がなかった。力をこめようとしたが、足にも腰にも全く力が入らなかった。

　麻由は、ふるふると首を振った。

　青年は頷うなずくと、再び麻由を抱えあげて一台のワゴン車の側面まで歩き、そこに麻由を座らせた。

　麻由はドアに背もたれ、青年を見上げた。

「……」

　訊きたいことは山のようにあったが、なにから訊いていいのかわからず、麻由は無言で青年を見つめた。

　青年も黙だまって麻由を見つめていたが、やがて麻由の顔に手を伸ばしてきた。

「あ……」

　青年の手が、冷ひや汗で張りついていた前髪をのけて、額ひたいに重かさねられた。

　青年の手は冷たい。その手が身体からだ中の余分な熱を吸収してくれるような感じがして、麻ま由ゆは全身を弛し緩かんさせた。

　素す性じようもわからない、しかもいきなりキスしてきた相手だというのに、触れられていて嫌いやな感じが少しもしないのが不ふ思し議ぎだった。

「麻由」

　それまで無表情だった青年が、かすかながらも穏おだやかに笑えんだ。

「俺おれは──」

　青年の言葉は、それ以上続かなかった。

　笑えみを消し、麻由の額から手を離はなして、青年は立ちあがった。そして、身体の向きを変える。

　麻由は青年の向いている方に顔を向け、「──！」、息を吞のんだ。

　闇やみに浮かぶ、ぬめった影かげ──あの蜥蜴とかげに似た妖よう魔まが、駐ちゆう車しや場じようのただ中にいた。こちらに向かって牙きばを剝むいている。

「あっ……あ……っ」

　恐怖が麻由を竦すくみあがらせ、喘あえがせた。

「怖がらくていい」

　青年が、身体からだは妖よう魔まに向けたまま、顔だけをよこして言った。

「麻由は誰だれにも傷つけさせない」

　その顔には、穏おだやかな笑えみが甦よみがえっていた。

　麻由は、胸を締しめつけていた恐怖が、ふっと弛ゆるむのを感じた。

　青年は妖魔に向き直ると、表情を引き締め、歩き出した。




　濃厚な殺さつ気きが絡からみついてくる。

　どうやら妖魔──ヨーウィーは、前回の戦いで深手を負わされたことを根に持っているようだった。

──深手を負わされたのは、こっちも同じなんだけどな。

　遙ようは嘆息しつつ、ヨーウィーをまじまじと見た。

　前回で与えた傷は、すっかり消えていた。

「帰ってくれないか」

　遙は、ヨーウィーに声をかけた。

「おまえに俺は倒せない。戦ったところで、互いに得るものはなにもない。……帰ってくれ」

　無む駄だとわかっていながらの言葉だったが、案あんの定じよう、無駄だった。

　ヨーウィーは、首をもたげて大型の肉にく食しよく獣じゆうさながらの咆ほう吼こうをあげると、大きく開いた口を遙ように向けてきた。喉のどの奥から炎が噴ふき出す。

　瞬またたく間に夜や気きが灼しやく熱ねつし、視界が紅ぐ蓮れんに染そまる。

　遙は、左手の人差し指と中指を素速く眉み間けんに添え当て、

──消えろ！

　念じた。

　すると、炎は火の粉この一つさえも残さずに消えた。

　遙は左手を下ろした。

「無む駄だだ。その攻こう撃げきは俺おれには通じない」

　遙は声に凄すご味みを持たせて言ったが、ヨーウィーは怯ひるむどころかますます殺気を強め、腕立て伏せでもするかのように体を沈めた。

　遙は小さく頭を振ると、両手を拳こぶしの形にし、浅く腰を落とした。

　ヨーウィが六本の足で地面を蹴けった。

　遙もまた地面を蹴った。

　双方とも速さは矢のようで、瞬しゆん時じにして肉にく薄はくした。

　ヨーウィーの前まえ脚あしが鞭むちの如ごとくしなって遙を襲おそう。

　遙はそれを半身撚ひねってかわすと、そのままさらに身を撚り、遠心力を乗せた拳をヨーウィーの腹に叩たたきこんだ。

　鱗うろこで守られていない箇所への攻こう撃げきに、ヨーウィーは唾だ液えきを撒まき散らしてのけ反ぞった。

　それと同時に、遙ようの身体からだが前に折れた。

　遙は歯を食いしばって、腹部を襲おそった激げき痛つうに耐えた。

　ヨーウィーが、のけ反った身体を戻しつつ、鉤かぎ爪づめを突き下ろしてきた。

　遙は左の肘ひじでそれを弾はじき、右の拳こぶしを先程と同じ箇所に突き入れた。

　刹せつ那な、再び腹部に激痛を覚え、遙はよろめいた。

　ヨーウィーもまたよろめき、数歩後ずさった末、仰あお向むけに倒れた。

　遙は痛む箇所を押さえて、片かた膝ひざをついた。

「厄やつ介かい、な……体質、だ……まったく……っ」

　前回の戦いの際に心中で吐はき捨てたのと同じ台詞せりふを、喘あえぎ喘ぎ口にする。

　グルルル……。

　獣けものの唸うなり声が聞こえ、遙は顔をあげた。

　ヨーウィーが立ちあがっていた。殺さつ気きは衰えておらず、ダメージの色も見られない。

「やれやれ……」

　遙は小さく苦く笑しようして、立ちあがった。




　目にも留まらぬ速さで縦じゆう横おうに振るわれる妖よう魔まの鉤爪を、青年はことごとくかわし、反撃の拳、あるいは蹴けりを撃うちこむ。

　醜みにくい怪物と、人間離はなれした運動能力を持った青年との戦い。

　マンガやアニメやゲームで何度となく観みた、そして仕事で何度となく描いたようなシーン。

　目の前で繰くり広げられているそれを、麻ま由ゆは虚うつろな表情で見つめていた。

　意い識しきが、そろそろ現実についていけなくなりつつあった。

　そんな麻由をハッとさせたのは、妖魔が再び吐はいた炎だった。

　夜の色を一いつ瞬しゆんにして失わせるほどの多量の炎。

　しかし、それが青年を灼やくことはなかった。

　青年の目前で、炎は先程と同様に消えた。

　麻由は安あん堵どの息をつこうとして、それを吞のみこんだ。

　妖魔が頭上から青年に襲おそいかかろうとしていた。炎を吐いた直後に、跳ちよう躍やくしていたのだ。

　青年が正面に妖魔がいないことに気づいて振り仰あおいだ時には、妖魔の鉤爪は既すでに振り下ろされていた。

　麻由は顔を背そむけた。




　青年が虚きよを突かれたのは間違いなかった。

　実際、青年の回かい避ひ行動はこれまでよりも一いつ瞬しゆん遅かった。

　にもかかわらず、青年はその一いち撃げきをかわし、反撃の拳こぶしで『桜さくらの妖よう魔ま』をよろめかせた。

──たいしたものだ。

　直なお純ずみは思わず拳を握りしめた。

　まず反応速度が速い。鋭するどさと柔軟さを併あわせ持つ身のこなしは、見事の一言。打撃力も申し分ない。

　建物の屋上から、直純は遙ようとヨーウィーとの戦いを見守っていた。暗いが、夜よ目めのきく直純にとって闇やみは障害ではない。

──さすがは麒き麟りんといったところか……。

　飛び出さずにいたのは正解だった。

　麒麟。人類の存亡を担になう聖なる獣けもの──星せい獣じゆうの一種。

　その力がどれほどのものか、興きよう味みがある。

　直純はこのまま、青年──名前を確か、国くに見み遙といったか──の戦いを見せてもらうことにした。

　よろめいた『桜の妖魔』に、青年の連打が炸さく裂れつした。だが、『桜の妖魔』は倒れない。鉤かぎ爪づめを振るって青年を飛び退のかせ、炎を吐はきつける。しかし、炎は青年が眉み間けんに指を添え当てるや否いなや消えた。

　直純は唸うなった。

　先程から炎を消しているあの技は、驚きよう異いに値する。一流の術者を幾いく人にんも知っている直純だが、あんな術は見たことがない。

　炎を消した青年は、『桜の妖魔』に肉にく薄はくし、再度その腹に連打を浴びせた。

　先程の連打がそれなりに効きいていたのだろう──『桜の妖魔』は、のけ反ぞって倒れた。

　一気に勝負を決める好機だが、青年は追い撃うちをかけなかった。それどころか、飛び退のき、片かた膝ひざをついてしまった。

──またか……!?

　先程も同じことがあった。

　先程も今も、いや、戦いが始まってから一度も、『桜の妖魔』の攻撃は青年を捉とらえてはいない。

　なのに、青年は崩くずれた。

──いや、片膝をついたのはこれで二度目だが、よろめくことは何度もあった。

　それも決まって、拳や蹴りを叩たたきこんだ直後に。

『桜の妖魔』が視認できない攻撃を繰くり出しているのだろうか。

──だが、それなら俺おれの鼻に引っかかってもいいはずだ……。

『桜の妖魔』が立ちあがった。

　青年も立ちあがり、構えを取った。

　肩が激はげしく上下してはいるが、まだ戦えそうだ。

　青年がもう一度崩くずれたら、その時は助勢に入る。

　そう決めて、直なお純ずみは上着を脱ぬぎ捨てた。




　難なん儀ぎな体質だと、頰ほおを伝う脂汗を手の甲で拭ぬぐいながら、遙ようはつくづくそう思った。

　遙の攻こう撃げきは、ことごとくヨーウィーを捉とらえている。

　ヨーウィーの攻撃は、遙にかすりもしていない。

　だがしかし、息切れしているのは遙の方だった。

　ヨーウィーが突っこんできた。

　遙は横っ跳とびで鉤かぎ爪づめを避けると、すかさず地面を蹴けって切迫し、腹に掌てのひらを押し当てた。そして、刺すような呼気とともに霊れい力りよくを放った。『発はつ』だ。

　ヨーウィーは吹ふっ飛び、金網に激げき突とつして前のめりに倒れたが、すぐに立ちあがった。

　一方の遙は、

「ぐっ……あ……っ」

　胸を押さえ、喘あえいでいた。

　他者に与えた痛みが、そっくりそのまま返ってくる。それが、遙の──麒き麟りんの抱える、厄やつ介かいな体質の一つだった。

　返ってくるのは痛みだけで、傷まで返ってくることはないのだが、たとえ痛みだけであったとしても、それが強いものであれば十二分に行動不能に至る。

──やっぱり、極光を使うしかないのか……。

　思いながら、遙はヨーウィーを睨にらみ見た。

　極光を使わずにすむよう──ヨーウィーを殺さずにすむよう、徒と手しゆ空くう拳けんによる攻撃と『発』を前回以上に繰くり返したが、やはり効きかなかった。

「くっ……」

　遙は歯は嚙がみしつつも、水色の光点を灯ともらせた右の掌を正面に差し出し、声を響ひびかせた。

「きたれ、極光！」

　光点が一いつ瞬しゆん激しく輝かがやき、消える。後には、一条の槍やり。

　遙が極光をつかむのと同時に、ヨーウィーが動いた。前まえ脚あしを振りかぶり、残った四本の脚で強く地面を蹴る。

　巨体が、瞬またたく間に遙の頭上高くに移った。

　まず炎を吐はきつけ、直後に鉤爪で攻撃するつもりなのだろう──口がいっぱいに開かれている。

　遙は極光に霊れい力りよくを流しつつ、跳ちよう躍やくした。

　二つの黒が中空にて交こう錯さくし、多量の火の粉こが躍おどった。

　それは、遙ようの全身よりほとばしったもの。

　火の粉に半はん瞬しゆん遅れて、無音の爆ばく発はつが夜や気きを激はげしく震ふるわせた。

　ヨーウィーが炎を吐はくよりも早く、極光がヨーウィーの腹を貫いていた。

「があっ！」

　腹から下を襲おそった衝しよう撃げきに、遙はたまらず叫びをあげた。爆風にも叩たたかれたが、こらえて体勢を保ち、着地した。全身からの火の粉がやむ。

「っ……あっ」

　喘あえぎつつ顔をあげると、その直後、ヨーウィーの上半身が、どす黒い飛沫しぶきをあげながら視し線せんの先に落ちた。

　遙は何度か深呼吸して呼吸を整え、ヨーウィーに近づいた。

　下半身を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばされ、どくどくと音が聞こえてきそうなほどの多量の血を流しながらも、ヨーウィーは生きていた。遙を上うわ目め遣づかいに睨にらみ、前まえ脚あしを動かしている。

　遙は眉まゆをひそめ、視線を逸そらした。

　ヨーウィーの傷は前回よりも深い。明らかな致命傷だ。このまま放っておいてもヨーウィーは死ぬ。だが、すぐにではない。妖よう魔まの生命力は強い。じわじわと、時間をかけて死んでいくのだ。痛みと恐怖に苛さいなまれながら。

　遙はヨーウィーに視線を戻し、極光を振りかぶった。

　とどめを刺す。

　麻ま由ゆを守るために。そして、ヨーウィーをこれ以上苦しませないために。

　だが──。

　遙の首筋を脂あぶら汗あせが流れた。息が詰まり、極光を握る手が震ふるえた。

　殺す。

　殺さなければならない。

　前回の戦いで遙が重傷を負ったのは、とどめを刺すことができなかったためだ。

　前回、とどめを刺しておけば、今回のこの戦いはなかった。麻由も怖い思いをせずにすんだ。

　殺すしかないのだ。

　頭ではわかっているのに、しかし遙は極光を突き下ろすことができない。

　とどめ、死、殺す──それらの単語が脳のう裏りをよぎるだけで、胸に鈍い痛みが走る。虫が全身を這はい回っているかのような不快感に見み舞まわれる。

　そして、胸の痛みと全身の不快感は、殺さなければと思うほどに増していく。

「だめだ……」

　遙は極光を下ろし、数歩後ずさった。

　吐き気がした。手で口を塞ふさぎ、身体からだを折る。滴したたり落ちた汗が、地面にぽつぽつと染しみを作った。

　吐はき気が引くまでに、一分以上もかかった。

「俺おれには、できない……」

　遙ようは口から手を離はなし、搾しぼり出すように言った。

「殺せない……俺には、殺せない……」

　異い臭しゆうが鼻をついた。

　遙は顔をあげ、「くっ」と呻うめいた。

　薄うす紫むらさき色の霧きりが、一面に漂ただよっていた。

　前回の戦いで、戦いの場となった中学校の校庭を丸ごとクレーターに変え、遙に重傷を負わせた爆ばく発はつ攻こう撃げき──その第一段階として振り撒まかれたものだ。

　ヨーウィーを見る。

　ヨーウィーは遙を睨ねめつけたまま、霧を吐いている。

　遙は、ぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らした。

　前回と同じ展開。だが、一つだけ違っている点があった。それは──。

　遙は視し線せんを走らせ、麻ま由ゆを見た。

　麻由は両手で口を塞ぎ、瘧おこりのように震ふるえていた。

「麻由……」

　側そばに麻由がいること。それが、前回と唯一、しかし決定的に違っている点だった。

　遙は極光を渾こん身しんの力で握りしめ、ヨーウィーに向き直った。

　ヨーウィーは首をもたげ、霧を吐くのをやめた。いよいよ炎を吐くつもりだ。

　遙には敵の攻撃を消し去る能力があるが、それが通じるのは、炎や雷といった明確かつ直接的なものだけで、攻撃の前フリにすぎないあの霧を消すことはできない。

　迷ってはいられない。

　遙の全身から火の粉こがほとばしった。

　遙は激はげしい形ぎよう相そうで極光を上段に構えて、地面を蹴けった。そして、「があっ！」と凶暴な声をあげて、ヨーウィーの頭頂めがけて極光を突き下ろした。

　極光は、ヨーウィーの鋼こう鉄てつにも勝る硬さの鱗うろこと頭ず蓋がい骨こつを、まるでそれらが豆とう腐ふであるかのように易やす々やすと貫き、刹せつ那な、身体もろとも爆砕した。

　同時に、遙の目にある光景が映った。

　それは、遙自身が無む惨ざんに引き裂かれる光景だった。

　まず、巨大な手に両腕が引きちぎられた。次に同じく巨大な手によって両りよう脚あしがねじ切られた。

　その次には白くしなやかな女の手に、眼球を左、右の順で抉えぐり取られた。

　女の手は眼球を握り潰つぶすと、次に腹に伸びてきた。

　なすがままに腹を裂かれ、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの全すべてを搔かき出される。

　女の手は、四し肢しはおろか眼球や臓ぞう腑ふさえ失った遙を、さらに強きよう酸さんの海に投げ入れた。

　皮ひ膚ふが、肉が、骨が、白煙をあげて溶けていく。

　そして、目に映る遙ようが受けた痛みは、全すべてそのまま現実の遙に伝わった。

「ぐあああああっ！」

　遙はのけ反ぞって、絶ぜつ叫きようをあげた。

　目に映る惨さん劇げきは、さらに続いた。

　強きよう酸さんの海で溶けていく遙の隣となりに、遙よりも一回り小さな塊が浮かびあがってきた。

　それは、遙と同じように四肢をもがれ、目を抉えぐられ、臓ぞう腑ふを搔かき出された──麻ま由ゆだった。

　遙は、目め尻じりが裂け、眼球がこぼれ落ちるほどに大きく目を剝むいて、

「あああああああああああああっ！」

　二度目の絶叫をあげた。




　二度目の絶叫の後、青年は倒れた。

「な、なんだ……？」

　直なお純ずみは啞あ然ぜんとなり、口元を覆おおっていた腕を下ろした。

「どうして、あいつが倒れるんだ……？」

『桜さくらの妖よう魔ま』の攻こう撃げきを受けたわけではない。

『桜の妖魔』の発した霧きりに毒性があるのであれば、直純もワゴン車の側そばにいる女も倒れているはずだ。

「敵を攻撃する度たびに自分もダメージを受け、とどめを刺したとたん自分も倒れた……。まさか麒き麟りんの特性……なのか……？」

　その独白に、答える声があった。

「ご明察」

　直純は弾はじかれたように振り返った。

　見知らぬ男が、一切の気配けはいなくそこに立っていた。

　直純が身構えると、男は人好きのする笑顔えがおを見せて両手をあげ、敵意のないことを示した。

　しかし、直純は構えを解とかなかった。

──俺おれが、こうも簡かん単たんに後ろを取られるなんて……。

　青年と『桜の妖魔』の戦いに注目していた直純だが、近づく者があれば気づけるよう、嗅きゆう覚かくは働かせていた。

『桜の妖魔』の発した霧に独特の臭においがあり、そのおかげで嗅覚が鈍っていたとはいえ、声をかけられるまで気づけないということはありえない。

　いや、こうして面と向かっていてもなお、男からは匂においを含めた気配の一切を感じない。

──この男……恐ろしく腕の立つ術者だ……。

　直純は男を睨にらむように見、問うた。

「何者だ、貴様」

　男はあっさりと答えた。

「近衛このえ」

「近衛……」

　直なお純ずみは、やはり、と思った。

　星せい獣じゆうの守しゆ護ごを役割とする、『守護の一族』──その中で最も腕の立つ二名が、自みずからの一族が守護する星獣の側に、『近衛』として就つくという。

　男が近衛であるならば、いともあっさりと直純の背はい後ごを取れるほどの実力の持ち主であることも道理だ。

　直純は構えを解といた。

　男は両手を下ろし、その手をジャケットのポケットに入れて、直純の隣となりまで歩いてきた。そして、苦く笑しよう交じりに言った。

「不ふ憫びんな体質だろ？」

　直純は答えず、男の横顔をじっと見た。

「麒き麟りんは慈愛の生き物。故ゆえに殺さつ生しようができない。傷つければその痛みは己おのれに返り、殺せば想像を絶する苦痛が心身を苛さいなむ」

「……！」

「不憫だよ、まったく。おかげで、ご覧らんのとおり、その気になれば三秒で殺せる雑魚ざこにすら苦戦する始末だ」

　直純は駐ちゆう車しや場じように向き直った。

　薄うす紫むらさき色の霧きりは薄うすれ始めていたが、青年に起きあがる気配けはいはなかった。死んでいるようにすら見える。

「敵もなかなかにいやらしい。俺おれが離はなれてる時を狙ねらって仕掛けてきやがる」

「『桜さくらの妖よう魔ま』……いや、『桜の妖魔』を操あやつっている連中の狙いは、やはりあいつの……国くに見み遙ようの『伴侶』……なのか？」

　直純の問いに、男は躊ちゆう躇ちよなく、「ああ」と答えた。

「なら、連中の目的は……」

　男は、今度は曖あい昧まいに笑って答えた。

「まあ、そういうことになるだろうな」

　直純は拳こぶしを震ふるわせ、ぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

「馬ば鹿かげたことを……！」

　そんな直純の肩をポンポンと叩たたくと、男は爪つま先さきで軽く地面を蹴けり、フェンスの上にふわりと立った。そして、あの人好きのする笑顔えがおを直純に向け、言った。

「訊ききたいことは他ほかにも色々あるだろうし、こっちにもあるが、それは次の機会にしよう。五ご堂どうさんによろしく伝えてくれ」

「まっ、待て──！」

　直なお純ずみは制止の声をあげたが、男は構わず正面に向き直り、「よっと」、虚こ空くうに身を躍おどらせた。

　屋上から地上までは優ゆうに二十メートル以上あったが、男はフェンスに飛び乗った時と同様、ふわりと着地した。

「星せい獣じゆう、麒き麟りん……それに近衛このえか……」

　直純は呟つぶやくと、脱ぬぎ捨てていた上着を拾い、踵きびすを返した。




　青年と妖よう魔まの戦いが終わって既すでに五分以上が経過していたが、麻ま由ゆの震ふるえは治おさまっていなかった。

　妖魔が発した得え体たいの知れない霧きりも、妖魔が爆ばく砕さいされる光景も恐ろしかったが、なにより青年のあげた絶ぜつ叫きようが恐ろしかった。

　青年は倒れたまま。ピクリとも動いていない。

　死んでしまったのかもしれない。生きてはいるが、重体かもしれない。

　生きているのであれば、救急車を呼ぶなりなんなりしなければならなかったが、腰の抜けている麻由には、青年に近づくことすらできなかった。

　ただただ震えていると、麻由と青年の間に男がふわりと舞まい降り、「──!?」、麻由を硬直させた。

　男は振り向いて人好きのする笑顔えがおを見せると、向き直って青年の許もとへと歩いた。そして、青年を抱きあげると、今度は麻由に向かって歩いてきた。

　麻由は後ずさろうとしたが、車に寄りかかっている彼女にそれは不可能だった。

　麻由の目の前までやってくると、男は再び笑った。

「怖がらないでもらえると、お兄さん嬉うれしいな」

　麻由は、ふるふると首を振った。

　男は小さく苦笑した。

「俺おれは国くに見み亮りよう。で、こいつは国見遙よう。血の繫つながりはないが……まあ、兄弟みたいなものだと思ってくれ」

　害意のあるようには見えなかったが、麻由の硬直は解とけなかった。

「今日は色々と怖い思いをさせちまったな。こいつにかわって詫わびさせてもらうよ」

「……」

「でもな、今日みたいなことは、多分これからも続く」

　男の顔から、笑えみが消えた。

「君は現在、極めて特殊な状況に置かれている」

「え……？」

「女性を前にして口く説どき文句の一つも言わずに去るのは主義に反するんだが……なにしろ、こいつがこの様ざまだからな」

　男は、腹の高さに抱えていた青年を胸のあたりまで持ちあげてみせた。

　麻ま由ゆは青年の横顔を見た。

　男の口くち振ぶりからするに、青年は生きてはいるのだろうが、その顔色は凍死体のように白かった。

「近いうちに、こいつと一いつ緒しよに説明に行かせてもらう。無理な注文だろうが、どうかそれまでは、あんまりあれこれと考えずにいてくれ」

　男のその言葉に、麻由はハッと視線をあげた。

　男は穏おだやかに微笑ほほえむと、麻由に背中を向け、歩き出した。

「あっ……待っ──」

　呼び止めようとした麻由だが、思うように声が出なかった。

　男は振り返らず、抱えた青年もろとも幽ゆう鬼きのように消えてしまった。

「あ……」

　麻由は、擦すり切れかかった糸のような、か細い声をこぼした。

　麻由が立ちあがったのは、それからおよそ一時間後のことだった。




　強い風が吹ふいたら倒れてしまいそうな足取りで、それでもなんとか自宅に帰り着いた麻由は、まずバスルームに向かった。

　脱衣所。服を脱ぎ、適当に丸めて洗濯カゴに放りこむ。服は、あの妖よう魔まの発した霧きりの臭においが染みついてしまっていたので、下着も含めて全部捨てる。

　バスルームに入ると、シャワーの温度をかなり高めに設定して、頭から浴びた。

　身体からだが冷えていたこともあって、シャワーは熱いを通り越して痛いほどだったが、それが現実離ばなれした出来事の連続で麻ま痺ひしかかっていた意い識しきを醒さましてくれた。

　意識は醒めたが、なにも考えないよう努めて、髪と身体を洗う。髪にも身体にもやはり霧の臭いが染しみていたので、シャンプーもボディソープもいつもの倍の量を使って、それも三度ずつ洗った。

　シャワーを浴び終えると、部屋へ行き、下着をつけ、パジャマを着た。普段ふだんは無論、下着もパジャマもあらかじめ脱衣所に用意しておく。

　麻由は部屋を出ると、ダイニングキッチンでミネラルウォーターを二杯飲み、リビングに入った。

　倒れこむようにしてソファーに寝転がり、首にかけていたタオルを放り投げて、小さく息を吐はく。

　すると、努めて考えないようにしていた今日の出来事の数々が、脳のう裏りにうんざりするほど鮮せん明めいに甦よみがえってきた。

　酔っ払いの酒臭くさい息、濁だみ声ごえ、頰ほおに擦すりつけられたごましおのような髭ひげ。たまらなく気持ち悪かった。

　酔っ払いを追い払ってくれた青年の、漆しつ黒こくの髪、漆黒の瞳ひとみ。見入らずにはいられなかった。

　そして、いきなりのキス。そのキスを一いつ瞬しゆんではあるが受け入れてしまった自分。浩こう平へいの写真を抱きしめて泣いた。

　夜道に現れた、人ひと喰くいの怪物──妖よう魔ま。本物の死の恐怖というものを、生まれて初めて味わった。

　再び現れた漆黒の髪の青年と妖魔の戦い。妖魔が発した薄うす紫むらさき色の霧きり。その霧が放つ異い臭しゆう。妖魔は青年の槍やりによって跡あと形かたもなく吹ふき飛ばされ、青年は絶ぜつ叫きようをあげて倒れた。直後に現れた男。

　男は自らを国くに見み亮りようと名乗り、青年が国見遙ようという名前であることを麻ま由ゆに教えた。

──くにみ……よう？

　その名前の響ひびきが、麻由の胸に引っかかった。

　くにみよう

　くにみ

　よう

　よう

「よう……」

　聞き覚えが、そして言い覚えがある気がして、

「よう……よう……よう……」

　麻由はその名前を繰くり返し呟つぶやいた。やがて──。

「よう……よう……よう……くん……？」

　ようくん。

「遙くん！」

　麻由は飛び起きた。

（遙、って難むずかしい字だね）

（大人おとなには、よく『はるか』って読みまちがえられる）

（はるかだと、女の子になっちゃうね）

　麻由は部屋に走り、本棚の前に立った。

　麻由の背せ丈たけとほぼ同じ高さの本棚。四段に仕切られていて、上の三段には画集や写真集がジャンル分けされて並べられている。一番下の段には、段ボール箱が一箱。

　麻由は屈かがみこみ、その段ボール箱を引っ張り出した。ずしりと重い。

　中身は、浩こう平へいが「麻由の子供の頃ころを見てみたい」と言うので実家から持ってきた、アルバムだ。

　以前は浩こう平へいのアパートに置いてあったのだが、浩平が亡くなってしばらくの後、彼の両親から送られてきた。

　ここに置いておいても見ることはないので、実家に送ってしまおうと思っていたのだが、仕事に追われるうちに面めん倒どうくさくなって、そのまま放置していた。

　段ボールを開く。一番上にあったのは、高校の卒業アルバム。

　麻ま由ゆが通っていたのは、地元で最も進学率の高い女子校だった。当時の麻由の写真を見た浩平は、「うーん……女の子って、高校を卒業して二、三年も経たつと驚おどろくくらいに変わっちゃうものだとばかり思ってたけど……変わらない子もいるんだね」と、隣となりにいた麻由と写真の麻由を見比べてしみじみと言った挙あげ句、麻由と一いつ緒しよに写っていたクラスメートを見、「あっ、この子可愛かわいいね。こっちの子も萌もえる」などと口にし、麻由に二の腕をつねられていた。

「浩平さん……」

　ほんの少し浩平のことを思い出しただけで、麻由の目は潤うるんだ。

　麻由は軽く頭を振って、高校の卒業アルバムを取り出し、脇わきに置いた。

　その下にあった中学校と小学校の卒業アルバムも同じく箱から出し、脇に置く。

　そして、一番下にあったアルバムを手に取る。麻由が生まれてから、中学校を卒業するあたりまでの写真が収められたものだ。

　膝ひざの上に載のせて、大おお雑ざつ把ぱに真ん中あたりを開き、そこから一ページずつめくっていく。

　小学校二年生の時、家族で訪れたキャンプ場にて、大きなニジマスを釣りあげて得意げな顔をしている麻由。

　小学校三年生の時、図工の時間に描かいた絵が児童コンクールで入賞し、その表彰状を照れくさそうにカメラに向けている麻由。

　同じく小学校三年生の時、学芸会にて、不ふ思し議ぎの国のアリスのアリス役に選ばれたはいいものの、本番で緊きん張ちようのあまりに台詞せりふを忘れてしまい、泣き出してしまった麻由。

　どのページにも、麻由の笑顔えがおが、泣き顔が──生きた表情があった。

　だが、あるページを境に、麻由の表情の質が変わっていた。写真の数も激げき減げんしている。

　麻由はそのページで手を止め、眉まゆをひそめた。

　そのページの最初の写真に写る麻由は、パジャマ姿で、その上にカーディガンを羽は織おり、細長いベンチに一人腰掛けていた。下は芝生。背景には白い建物。

「これ撮とったのって、看かん護ご婦ふさんよね……」

　そこは、病院の裏庭だった。

　麻由には入院歴があった。

　十歳になって間もなくから十一歳を迎えるまでの、およそ一年間。

　後天性の心しん臓ぞう疾しつ患かんだった。

──なんて顔してるんだろう、私……。

　写真の中の麻ま由ゆの顔は、虚うつろで、冷さめていて、乾いていた。カメラのほうを向いてはいるものの、その目はなにも映してはいない。

　生きることに、なんの希望も抱いていない者の顔だ。

──この頃ころの私って、ずっとこんな顔してたのよね……。

　次の写真に目を移す。

　次の写真は病室で撮とったものだった。

　ベッドの上に、やはり生気のない顔で座っている麻由の後ろに、白衣を着た二十代後半の男性が写っていた。麻由の担当医だ。

　その次の写真には、なぜかこの担当医が一人で写っていた。さらにその次の写真にも。

──これ撮った看かん護ご婦ふさん、どうしたかったのかな……？

　担当医には世話になりはしたが、特に思い入れはないので捨ててしまおうかとも思ったのだが、なんとなく張ったままになっていた。

　担当医の写真など、今はもう本当にどうでもいいことなので、さっさとページをめくる。

　目的の写真は、新しいページの右下にあった。

「この子だ！」

　やはり麻由の入院中に、病院の裏庭で撮られたその写真には、麻由と並んで一人の男の子が写っていた。

　墨すみのように黒々とした髪と瞳ひとみ。背は麻由よりも低いが、背筋が伸び、胸が張られているために、体たい軀くに似合わぬ貫かん禄ろくがある。ムスッとした顔をしてはいるものの、それは不ふ機き嫌げんや生意気というよりも照れているといった感じで、憎たらしさはない。

　男の子の隣となりに立っている麻由は、かすかながらも、しかし確かに笑っていた。

　入院中に撮られた写真の中で、麻由に生きた表情があるのは、これ一枚だ。

「遙ようくん……」

　麻由が入院中に友達になった、唯一の男の子。

　姓せいは知らない（憶おぼえていないだけかもしれないが）。年は、麻由より二つか三つ下だったはずだ。確か母親が入院しているとかで、度たび々たび病院にやってきていた。

　麻由は目を閉じ、脳裏に写真の男の子を思い浮かべた。さらに男の子の隣に、あの漆しつ黒こくの青年を思い浮かべた。そして、二人の姿を重かさね合わせてみた。

「遙くん……なの……？」

　身長には歳さい月げつ以上の開きを感じるし、面おも立だちも重なりきらなかったが、それでもその漆黒の髪と瞳は、これ以上ないほどにピッタリと重なった。

　間違いない。

　あの漆しつ黒こくの青年『国くに見み遙』は、入院中に友達になった男の子『遙くん』だ。

　麻由はアルバムを閉じた。

「なに……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「なんなの……？」

　漆しつ黒こくの青年──遙を連れて消えた男の言葉が耳じ朶だに甦よみがえった。

（今日みたいなことは、多分これからも続く）

（君は現在、極めて特殊な状況に置かれている）

　麻由は右手で左手を握りしめ、小刻みに震ふるえた。

「今日みたいなことが続くって……それって、また妖よう魔まに襲おそわれるってこと……？　特殊な状況って……？」

　その問いに答えてくれる者は、今この場には誰だれもいなかった。
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　美しい青年だった。

　ほっそりとした手て脚あし。非の打ち所なく整った面おも立だち。闇やみの中にあってさえ輝かがやいて見える金色の髪。

　しかし、美み夜やの青年に対する第一印象は、美しい、ではなく、怖い、だった。

「白しら嶺ね美夜……白はく澤たく」

　岳たけ人ひとに怒ど号ごうをぶつけられても絵え里りに刃物のような視し線せんを向けられても無言無表情だった青年が、ようやく口を開いた。

　岳人と絵里が構えを深くする。

「あんたには聞こえているか？　この地球の声が」

　美夜はその問いの意味を解せず、眉まゆをひそめた。

「聞こえてはいない……か」

　青年の声こわ音ねは、穏おだやかを通り越して冷たかった。

「ならば、あんたは今ここで死ぬ」
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「だーかーらー！　今時マッチョなんて流行はやらないの！　美夜様に似合うのは、優しくて清せい潔けつ感があって中性的な美形！」

「優しさが必要であるという点には同意だ。だが、中性的だと!?　ひょろひょろで男とも女ともつかないような顔の男など、論ろん外がいだ！」

　絵里と岳人が、いつものようにテーブルを挟はさんで口論していた。

　美夜は、その光景をいつものように絵里の隣となりから眺めている。

「いいか！　男に必要なのは筋肉だ！　たくましさだ！　頼り甲斐がいだっ！」

　岳人が突然立ちあがって両手を腹の前で組み、「サイドチェストッ！」、胸を張った。

　丸太のような腕と分厚い胸むな板いたが、そのポージングによって殊こと更さらに存在感を増す。

「ああ、もう！　やめてよ、暑苦しい！」

　絵里が端正な顔をこれでもかと歪ゆがめて自じ慢まんの黒髪を搔かきあげる。

「暑苦しいとは何事だ！　絵里よ、なぜおまえには筋肉の素す晴ばらしさが理解できない!?」

　岳人が振り返り、「ダブルバイセップス・バック！」、今度は背筋を強きよう調ちようする。

「だから毎度言ってるでしょうが！　暑苦しくてむさ苦しくて汗あせ臭くさくて目に痛いからよ！」

「筋肉を侮ぶ辱じよくするなっ！」

　向き直る岳人。

「とにかく！　美夜様に相応ふさわしいのは、優しくて清潔感のある中性的な美形っ！」

「激はげしく違う！　筋肉だ！　筋肉のない男に美夜様は任せられん！」

　絵里と岳人の視線が、真っ向から激げき突とつして火花を散らす。

　スレンダーな美女である絵え里りと熊くまもかくやという偉い丈じよう夫ふである岳たけ人ひととの睨にらみ合いには独特の迫力があったが、慣なれている美み夜やは微笑ほほえんでお茶を啜すすった。湯ゆ吞のみを手にしたまま、ガラス戸のほうに顔を向ける。

　ガラス戸の向こうでは、小雪が夜や気きに螺ら旋せんを描かきながら地上を目指していた。

　美夜は目を細め、胸むな元もとにかかっていた自みずからの髪に触れた。

　その色は、外を舞まう雪と同じ──汚けがれのない白。

　それは、美夜が、この地球の行く末を担う者──否いな、獣けものであることの証あかし。

「美夜様は、中性的な美形と暑苦しくてむさ苦しくて汗あせ臭くさくて目に痛い筋肉男と、どっちが好みなんです!?」

　不意に、絵里が矛先を美夜に向けた。

「え、えっ？」

「待て、絵里！　今の訊きき方は平等ではないぞ！」

「暑苦しい顔を近づけてくるんじゃないわよ！　……で、どうなんです、美夜様？」

　美夜は苦く笑しよう交じりに答えた。

「わたしは……容よう姿しは気にしません。大事なのは人柄ですから……」

　美夜の回答に、岳人は、「さすが美夜様！　真理だ！」、はらはらと涙を流したが、絵里はため息をついた。

「美夜様、いいですか？　容姿は大事です。美夜様が『伴侶』をお選えらびになられれば、あたしたち近衛このえは、美夜様のみならず『伴侶』をもお守りすることになるのです。もしも『伴侶』が暑苦しくてむさ苦しくて汗臭くて目に痛い筋肉男だった場合、それはあたしの士気に関かかわります」

「絵里、貴様っ！　その言葉、貴様には近衛としての誇りがないのかっ!?」

「あたしはね、四六時中あんたと顔突き合わせてるおかげで、筋肉にうんざりしてるの！　筋肉男が増えるなんて、冗じよう談だんじゃないわ！」

「ええい、よくも言った！　表へ出ろ、修正してやる！」

「上等よ！　その偉そうな大胸筋、しぼませてやるわ！」

　岳人はトレーナーを、絵里はカーディガンを脱ぬぎ捨てて、睨にらみ合いながらリビングを出ていった。

　いつもどおりの展開。

　美夜は微笑んで、二人の背中を見送った。




　美夜が大おお阪さかでの暮らしを始めたのは、四ヶ月前──十八歳の誕たん生じよう日びを迎えたその日から。

『伴侶』を迎え、子供をもうけるまでは死ぬことの許されない美夜は、それまで京都は嵐あらし山やまの山深くで、衛え士じたちに囲まれて暮らしていた。

　美み夜やが都会へとやったきたのは、『伴侶』を見つけるため。

『伴侶』はまだ見つかっていないが、十八歳になるまで生せい家か以外の場所を知らなかった美夜にとって、都会での生活は驚おどろきと感動の連続だった。

　岳たけ人ひとと絵え里りの反対を押し切ってアルバイトも始め、自動車の教習所にも通い──毎日が充実している。

『伴侶』探しは、まだ当分先でいいかな、といった感じだ。

「そろそろ終わった頃ころかな……」

　美夜は時計を見やり、呟つぶやいた。

　岳人と絵里が出ていってから一時間──二人の喧けん嘩かは、たいてい一時間前後で終わる。

　美夜はソファーから立ちあがると、自室に向かい、コートを身につけた。それからリビングに戻り、ハンガーにかけてあった岳人のジャンパーと絵里のコートを手に取って廊下に出た。

　階段に向かう。踊おどり場ばで隣りん室しつのご主人と出くわした。会え釈しやくしてすれ違い、階段を登る。

　美夜と絵里は大おお阪さか市内のマンションの五階に、岳人は同じマンションの六階に暮らしている。

　美夜は階段を最上階のその上まで登り、金属扉とびらを開あけた。とたん、冷たく強い風に歓迎され、美夜は身を竦すくめた。

「美夜様」

　美夜の姿を認めた岳人が駆かけ寄ってきた。岳人よりも美夜に近い位置にいた絵里は、こちらは歩きで美夜の許もとにきた。

「組み手は終わったのですか？」

　絵里が答える。

「ええ、ちょうどケリがついたところです」

「今日は、どちらが勝ったのです？」

「もちろん、あたしです」

　絵里がビシッと親指を立てる。

　一方の岳人は、バツが悪そうに顔を背そむけた。

「そうですか」

　美夜は微笑ほほえんで、絵里にコートを、岳人にジャンパーを差し出した。

「ありがとうございます、美夜様」

「いつもすみません」

　岳人は深々と礼をし、絵里は微笑んで、それぞれ上着を受け取った。

「お礼を言わなければならないのは、わたしの方です。岳人さんも絵里さんも、いつも本当にありがとうございます。あなたたちのおかげで、わたしは毎日を安心して送ることができています」

　美夜の言葉に、岳人は照れくさそうに頰ほおを搔かき、絵里はくすぐったそうに笑った。

　岳たけ人ひとと絵え里りは、美み夜やを守ることを役目とする衛え士じ。

　二人が、今し方まで屋上で行っていたのは、喧嘩──ではなく、組み手。

　衛士たちの中でも一、二を競う方術士であり、常に美夜の側そばに控ひかえる近衛このえに任じられた二人だが、日々の鍛たん錬れんは欠かしていない。

　美夜は、そんな二人に心から感かん謝しやしていた。

　これまでに美夜が生命を脅おびやかされる事じ態たいに遭そう遇ぐうしたことはなく、二人が修しゆ行ぎようの成果を実戦で発はつ揮きする機会はなかったが、彼等の役目には美夜の生活面のサポートも含まれる。

　世間を知らなかった美夜が都会での暮らしにすんなりと馴染なじむことができたのは、二人が側にいてくれるおかげだ。

「お部屋に戻りましょう？　戻ったら、なにか温かい飲み物を入れますね」

「そっ、そのようなことを美夜様にさせるわけには──ほぐうっ！」

　岳人の脇わき腹ばらに絵里の肘ひじ打ちが入った。「ぐおお……」、熊くまのような巨きよ軀くが縮ちぢこまる。

「遠えん慮りよなくいただきます、美夜様」

　笑顔えがおで、絵里。

「はいっ！」

　美夜は嬉うれしそうに頷うなずき、踵きびすを返した。

　絵里がコートを着つつ小走りに美夜を追い抜き、金属扉とびらを開あけた。

　美夜が背はい後ごからの視し線せんを感じたのは、扉をくぐろうとした時だった。

「──!?」

　美夜は弾はじかれたように振り返った。

　一いつ瞬しゆん遅れて振り返った岳人と絵里は、視線の先に人ひと影かげを捉とらえるや否いなや身構えた。

　青年が一人、フェンスの手前に表情なく立っていた。
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「ならば、あんたは今ここで死ぬ」

　青年はそう言うと、左手を顔の横に運び、パチンと指を鳴らした。

　すると、青年の左右の空間が風に撫なでられた水みな面ものように揺ゆらぎ始めた。

　揺らぎは間もなく渦うずとなり、やがてその渦の中心からなにかが飛び出してきた。

　岳人は拳こぶしを軋きしませ、絵里は小さく舌打ちし、美夜は息を吞のんだ。

　青年の両りよう隣どなりに現れたそれは、どちらも異い形ぎようだった。

　左手のそれは、身体からだはライオンでありながら、蝙蝠こうもりのような羽根と蠍さそりの尾、それに人の──それも老人の──顔を持っていた。

　目が合った美夜は、おぞましさに身み震ぶるいして目を逸そらし、青年の右手を見た。

　そこにいるのは、巨漢である岳人よりもさらに一回り大きな白い猿だった。歯を剝むき出しにし、自みずからの肩や胸をせわしなく搔かきむしっている。

「妖よう魔ま……」

　震ふるえた声を出した美み夜やに続いて、岳たけ人ひとが怒ど号ごうをあげた。

「答えろ！　貴様は何者だ!?　その妖よう魔まはなんだ!?　何なに故ゆえに美夜様を殺あやめるなどと！」

　青年は答えず、左手を正面に差し出した。掌てのひらの中心には光点が灯ともっており、「きたれ、絶ぜつ」、青年が言うと、光点は一いつ瞬しゆん激はげしく輝かがやき、一振りの太た刀ちを残して消えた。

　青年は掌の前に浮かぶその太刀をつかむと、黒くろ塗ぬりの鞘さやより白刃を解とき放った。

「彼は……」

　美夜は呟つぶやいた。岳人にも絵え里りにも聞こえないほどに小さな声で。

「麒き麟りん……」

　美夜は、青年が自分と同じ星せい獣じゆうであるということを一目で感じとっていた。

　そして、金色の髪を持つ星獣は、一種のみ。

　すなわち、麒麟。

「どうやら、本気のようだな」

　静かに言った岳人の髪と肩から湯ゆ気げが立った。全身より発せられた霊れい力りよくによって、薄うすく積もっていた雪が蒸じよう発はつしたのだ。

「あいつが何者であろうとどうでもいいわ。美夜様を傷いためようとするのであれば、叩たたき潰つぶすだけのこと」

　絵え里りもまた、全身から霊れい力りよくをほとばしらせた。

「よくぞ言った、絵里よ。そうだ、それが我ら近衛このえの務つとめ！」

「岳たけ人ひとさん……絵里さん……」

　二人に頼もしさを覚えつつも、美み夜やは表情を曇くもらせた。

　二人の実力は、誰だれよりも美夜が知っている。

　星せい獣じゆうが生まれ持つ霊力は強大だが、二人が日々の修練によって鍛きたえあげた霊力と磨みがきあげた体術・方術は、星獣にも十二分に通じるはずだ。

　しかし、なのに、美夜の胸は締しめつけられていた。

　不安ではない。心配とも違う。

　不吉だ。

　不吉な予感が、美夜の胸を息が詰まるほどにきつく締めつけていた。

「美夜様、お下がりを」

　絵里が言った。

　美夜が頷うなずき数歩下がると、それを待っていたかのように青年が声を響ひびかせた。

「マンティコア、ハヌマーン！」

　二体の妖よう魔まは同時に咆ほう吼こうし、そして同時に地面を蹴けった。

　岳人はジャンパーを放り、絵里はコートを脱ぬぎ捨てて、駆かけ出した。




　青年の言葉に従って、マンティコアとハヌマーンは岳人と絵里に襲おそいかかった。

　マンティコアが絵里に、ハヌマーンが岳人に。

　しかし、岳人と絵里は一対一になることを拒絶した。

　岳人が、突っこんできたハヌマーンをいなして青年に向かったのだ。

　巨きよ軀くに似合わない矢のような速さで青年に肉にく薄はくした岳人は、渾こん身しんの拳こぶしを、「おおおおおっ！」、雄お叫たけびとともに放った。

　それは、青年の鼻はなっ柱ぱしらをもろに捉とらえ、青年を身体からだごと吹ふっ飛ばした。

　フェンスに激げき突とつし、崩くずれる青年。

　だが、岳人は青年が倒れることを許さなかった。

　胸ぐらをつかんで立たせ、腹に拳を打ちこむ。それも連打で。拳が炸さく裂れつする度たびにフェンスがガシャガシャとわめく。

　青年の身体から一切の力が抜け、頭ががっくりと垂たれたところで、岳人は拳の的まとを腹から顔面に変えた。

　顎あごを打って頭をあげさせ、すかさず鼻っ柱を打つ。腹と同様、連打で。フェンスがさらに激はげしくわめく。

　岳たけ人ひとの拳けん打だは大岩をも易やす々やすと砕くだく。いかに青年が麒き麟りんとはいえ、耐え切れるものではない。

　実際、青年の顔面が赤く染そまっていくのが、美み夜やの位置からも見て取れた。

　その凄せい惨さんな光景に、美夜は身み震ぶるいして視し線せんを絵え里りに移した。

　絵里は、マンティコアとハヌマーン──二体の妖よう魔まを、一手に引き受けていた。

　マンティコアの武器は、鋭えい利りな爪つめと、恐らくは毒を持っているであろう尻尾しつぽ。

　ハヌマーンは、隆々とした四し肢しを閃せん光こうのような速さで振るって攻せめ立てている。

　絵里は、マンティコアの爪も尻尾もハヌマーンの剛ごう腕わんも、洗練された──さながら舞ぶ踊とうのような動きでかわし、かわしざまに切りつけていく。

　絵里が振るっているのは、霊れい力りよくを物質化させたナイフ。両手に三本ずつ。小型だが、その切れ味は鋼こう鉄てつをも紙の如ごとく切り裂く。

　戦いが始まって間もないというのに、マンティコアもハヌマーンも体毛を斑まだらに汚していた。ハヌマーンは、その毛色故ゆえに殊こと更さらに傷ついて見えた。

「すごい……」

　敵は一対一に持ちこもうとしていたようだが、岳人は妖魔を無視して麒き麟りんの青年に挑いどみ、絵里はまるで岳人がそうすることをわかっていたかのように妖魔を抑えにかかった。

　卓越した戦せん闘とう技術のみならず、相棒に対する理解と絶対の信頼がなければできないことだ。

「岳人さん……絵里さん……」

　岳人と絵里は有利に戦いを進めている。

　このまま岳人が麒麟の青年を倒せば、青年に操あやつられている妖魔も怖い敵ではなくなるだろう。

　しかし、美夜の胸は未いまだ不吉な予感に締しめつけられ続けていた。

　そして、その予感は的中した。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　岳人の叫びがこだました。

　絵里の戦いに目を向けていた美夜は、岳人に向き直り、絶句した。

　岳人が目を剝むき、右腕を天に向かって伸ばしていた。しかし、その右腕には肘ひじから下がなかった。

「岳人！」

　絵里が悲鳴じみた叫びをあげた。

　一いつ瞬しゆん遅れて、「岳人さん！」、美夜も叫んだ。こちらはまさしく悲鳴だった。

「駄だ目めだな。これじゃあ足たりない」

　青年が言った。苛いら立だちをはらんだ口く調ちようで。

「この程度の痛みじゃあ、なんにもならない」

　青年を見た美夜は、彼のそのあまりに凄せい惨さんな姿に身み震ぶるいした。

　青年の顔は真っ赤に染そまっていた。割れた額ひたいから流れる血と、潰つぶれた鼻からあふれる血によって。口内もこっぴどく切っているのだろう──歯までが赤く染まっている。目も、左が潰つぶれ、右も瞼まぶたが腫はれあがってほとんど塞ふさがっている。

　左手には、岳たけ人ひとの鉄てつ拳けんにめった打ちにされながらも放していなかった太た刀ち。そして右手には、恐らくは左手の太刀によって切ったのであろう──岳人の右腕が握られていた。

「白しら嶺ねの近衛このえは手て練だれと聞いていたが、それでもこの程度か……。なるほど、東雲しののめの食しよく指しが伸びないわけだ」

「貴……様……っ！」

　岳人が左の拳こぶしをわななかせ、青年を激はげしく睨ねめつけた。利きき腕を切断されながらも一歩も下がっていなかった岳人だが、その顔は脂汗にまみれていた。

「退しりぞく気はない……か。そのあたりは流石さすがだな」

　青年は言って、太た刀ちを軽く振った。

「ぬかせい！　貴様とて、もはや立っているのがやっとのはず！」

　岳人が吠ほえて構えた。

　青年が、岳人の右腕を無造作に投げ捨て、太刀を両手で持った。切っ先はだらしなく下を向いている。下段に構えているというより、ただ持っているだけといった感じだ。

「岳人さん……」

　美み夜やは祈るように手を組み、

──戦わなくちゃ……。わたしも……わたしも戦わなくちゃ……。

　と思った。

　美夜もまた星せい獣じゆうの一人。その身に甚じん大だいな霊れい力りよくを宿しており、その霊力を操あやつる術を身につけてもいる。

　だが──。

　しかし──。

「美夜様、なりません！」

　踏み出そうとした美夜を、絵え里りが制した。

　ハヌマーンが唐から竹たけに振り下ろした手しゆ刀とうを紙かみ一ひと重えで避よけて、絵里は叫んだ。

「美夜様は白はく澤たく！　白澤は仁じん獣じゆう！　血にまみれるのは、我ら近衛このえの務つとめ！」

「で、でも──」

　美夜は、そこで言葉を吞のんだ。

　美夜を黙だまらせたのは、絵里の有う無むを言わせぬ強い眼差まなざしだった。

　美夜は唇くちびるを嚙かんで岳人に視し線せんを戻し、ハッとなった。

　岳人の顔が、首が、左腕が、鉛色に染そまっていた。

「『硬こう』……」

　美夜が呟つぶやいたそれは、岳人が使った、皮ひ膚ふを硬質化させる方術の名。

　全身に及ぶ術であるため、露ろ出しゆつしていない部分の皮ひ膚ふも鉛色に変色している。

　青年が太た刀ちを振りかぶった。ダメージにより身体からだが思うように動かないのか、あるいは岳たけ人ひとを侮あなどっているのか、その動きは緩かん慢まんだった。

　続いて岳人も動いた。青年の鳩尾みぞおちめがけ、左の拳こぶしを唸うならせる。

　それは、見事狙ねらった箇所に炸さく裂れつし、青年をフェンスに激げき突とつさせた。

　青年は塞ふさがりかかっていた右目を見開き、「がはっ！」、喀かつ血けつした。フェンスに背中を預けたまま、ずるずると崩くずれ落ちていく。

　終わった、と美み夜やは思った。

　終わってほしい、とも思った。願った。

　しかし、その思いは、願いは、次の瞬しゆん間かん、戦せん慄りつとなって美夜の背筋を駆かけあがった。

　今にもへたりこみそうになっていた青年が、右手でフェンスを叩たたいて立ちあがり、左手一本で太刀を振りかぶった。

「岳人さん！」

　岳人の表情に迷いの色が浮かんだ。

　一度下がるか、迎え撃うつか迷ったのだろう。

　岳人が選えらんだのは後者だった。

　硬化され、何倍にも威力を増した拳を、今度は青年の顔面めがけ繰くり出す。

　だが、その渾こん身しんの拳は、青年の手につかまれ止められてしまった。

　岳人は目を剝むき、美夜も目を剝いた。

　続けざま、さらに信じられないことが起こった。

　振り下ろされた青年の太た刀ちが、岳人の左腕を切ったのだ。右腕と同様、肘ひじの下から。

「──っ！」

　岳人が声にならない叫びをあげた。

「岳人おっ！」

　絵え里りが悲鳴をあげた。

　美夜は、その光景が現実のものであることを否定するように、ぎこちなく首を横に振った。

　ありえなかった。

　皮膚を硬質化させる『硬こう』は、一流の使い手であれば、金剛石ダイヤモンド以上の硬度を得ることも可能。

　そして、岳人は一流の域を超える使い手だった。岳人の『硬』は絵里のナイフをも弾はじく。

　青年の太刀は、そんな岳人の腕を、さも当然のように切ったのだ。

　青年が、岳人の左腕を投げ捨てて両手で太刀を振るった。

　その軌き道どうの先にあるのは、岳人の首。

　青年の斬ざん撃げきは目にも留とまらぬほどに速く、『硬』を破られたことで恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいっていた岳人に避けることはできなかった。

　岳たけ人ひとの首が宙に舞まった。




　岳人の首が刎はね飛ばされ地面を転がるその光景は、美み夜やを瘧おこりのように震ふるえさせ、絵え里りの美び貌ぼうを鬼の形ぎよう相そうに変えた。

「あああああああああああああああっ！」

　怒ど声せいとも悲鳴ともつかない声をあげて、絵里は青年に向かって駆かけ出した。

　その行く手をマンティコアが阻はばんだ。

　蠍さそりのそれに似た尻尾しつぽが、夜や気きを切り裂いて絵里の肩口に突き刺さった。

　絵里は立ち止まったが、彼女の足を止めたのは痛みではなく眼前の敵に対する凄すさまじいまでの殺意だった。

　絵里は右手のナイフでマンティコアの尻尾を断たち切ると、左手のナイフを三本ともマンティコアの横腹に深々と突き立て、手首をこれでもかと捻ひねった。

　マンティコアが甲かん高だかい悲鳴をあげてよろめく。

　その間に、絵里は左肩に刺さっていたマンティコアの尾先を抜いて投げ捨てていた。そして両手に新たなナイフを生み出すと、まだ体勢の整っていないマンティコアを、全身めった刺しにした。

　マンティコアは、今度は悲鳴をあげることすらできなかった。老人とライオンと蝙蝠こうもりと蠍が混ざった醜みにくい姿が、どす黒い飛沫しぶきを撒まき散らして崩くずれ落ちる。

　ハヌマーンが背はい後ごから絵里に手しゆ刀とうを見舞ったが、絵里は後ろを見もせずにそれを紙かみ一ひと重えで避け、再び駆け出した。

　マンティコアの骸むくろを踏み越えて、青年に迫る。

　青年は太た刀ちを構えようともしない。

　絵里が両手を振りかぶる。だが、左右合計六本のナイフは、振り下ろそうとしたその瞬しゆん間かんに消えてしまった。

　絵里は目を見開き、美夜は「あ」と小さく声をあげた。

　直後、絵里が両手で口を塞ふさいでくずおれた。

　美夜は気づいた。

　いつの間にか、絵里の顔色が青黒くなっていることに。

「絵里……さん……？」

　絵里の不自然な顔色はみるみるうちに濃さを増していき──間もなく顔全体が腫はれあがり始めた。否いな、膨ふくらみ始めたというべきか。

　あっという間に、絵里の顔は元の倍はあろうかという大きさにまで膨れあがった。

　絵里が美夜にその顔を向け、やはり青黒く変色している手を伸ばした。

　美夜は、絵里が助けを求めているのだと解釈した。

　実際には、絵え里りは逃げろと言っていたのだが、どちらにしろ、戦せん慄りつにより足が強こわ張ばっていた美み夜やは動けなかった。

「マンティコアの毒……どれほどのものかと思っていたが、なかなかの効きき目だな」

　青年が言ったとたん、絵里の鼻と口から血が噴ふいた。水風船が破裂したようだった。

　絵里は大きくのけ反ぞり、そのまま倒れた。

　そして、その絵里の首を白はく刃じんが通過した。

　醜みにくく膨ふくれあがったうえに血まみれになった絵里の首が、ころんと転がった。

「これで、あっちの男とお揃そろいだな」

　青年が淡々と言った。

　美夜は両手で頭を抱えてその場に崩くずれ、

「いやああああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようした。




　美夜にとって岳たけ人ひとは、近衛このえであると同時に、父であり兄であった。

　そして絵里は、やはり近衛であると同時に、母であり姉であった。

　物心つく前に両親を亡くした美夜にとっては、彼等こそが家族だったのだ。

　その彼等を、青年はなんのためらいもなく殺したのだ。

　美夜をその場に崩れさせた悲しみは、間もなく憎しみと後悔に変わって美夜を立ちあがらせた。

「やれ」

　と青年が言うのが聞こえた。白い巨大猿が近づいてくるのが横目に見えた。

　ハヌマーンは美夜の傍かたわらにやってくると、おもむろに手しゆ刀とうを振りかぶった。

　美夜は顔をあげ、視し線せんの先にハヌマーンではなく青年を捉とらえた。

　青年を目に映した刹せつ那な、美夜の全身から霊れい力りよくが噴ふき出した。

　甚じん大だいにして強大な美夜の霊力は、ハヌマーンを弾はじき飛ばしてフェンスに激げき突とつさせ、冷たくも淡かった風を吹ふき狂わせた。

　雪は吹雪ふぶきと化し、雪よりもなお白い美夜の髪が激はげしく躍おどった。

「ハヌマーン！」

　暴風を前まえ屈かがみでこらえながら、青年が声をあげた。

　ハヌマーンは吠ほえて応こたえると、改めて美夜に切迫してきた。

　岩のような拳こぶしが突き下ろされる。狙ねらいは、美夜の頭。

　くらえば頭が丸ごと砕くだき散らされること必至のその拳けん打だを、美夜は片手で払いのけた。それも、視線は青年に向けたままで。

　渾こん身しんの一いち撃げきをあしらわれたハヌマーンは、驚おどろき、警けい戒かいしたのだろう──飛び退のき、歯を剝むいて唸うなった。

　美み夜やは、そちらにゆっくりと顔を向けると、今し方ハヌマーンの拳こぶしを払いのけた手を振りかぶり、振り下ろした。

　刹せつ那な、ハヌマーンの脳天から股こ間かんにかけてに閃せん光こうが奔はしり、一呼吸分の間の後、ハヌマーンの右半身と左半身にずれが生じた。

　そして、そのずれはみるみるうちに大きくなっていき、やがて右半身だけが前のめりに倒れた。やや遅れて、左半身が仰あお向むけに倒れた。その下に血の海が広がっていく。

　美夜は、ゆっくりと青年に向き直った。

　と同時に、青年が駆かけ出した。太た刀ちを脇わきに構え、荒れ狂う寒風を全身で裂いて向かってくる。

　美夜は、左の掌てのひらを静かに青年に向けた。

　次の瞬しゆん間かん、青年が全身から鮮せん血けつを噴ふいて倒れた。

　美夜は、持ちあげた時と同様、静かに左腕を下ろした。暴風がやむ。

　ハヌマーンを真っ二つにし青年を倒したのは、方術、『放ほう』。霊れい力りよくを攻せめの力として放つという、ただそれだけの単純な方術だが、強大な霊力を持つ者にとっては、なによりも強力な武器となる。

「岳たけ人ひとさん……絵え里りさん……」

　美夜は目を閉じ、

「ごめん……なさ……い……」

　糸の切れた人形のようにその場に両りよう膝ひざをついた。そして、右手で左の、左手で右の肩をつかんで、「……っ……く……あ……っ」、喘あえいだ。

　全身が引きちぎられるような、常人であれば三秒ともたずにショック死しているであろう壮そう絶ぜつな痛みが、美夜を苛さいなんでいた。

　全身から脂汗が噴き出し、口の端から唾だ液えきが滴したたり落ちる。

「妖よう魔ま一匹殺しただけでおしまいか……。不ふ憫びんだな、仁じん獣じゆうは」

　声。

　美夜は歯を食いしばって顔をあげた。

　顔のみならず全身を血に染そめた青年が、眼前に立っていた。

　青年の負った傷は浅くない。美夜の先程の『放』は、四し肢しに胸、それに腹を深々と切り裂いていた。岳人が与えたダメージもある。

　それほどの傷を負っているにもかかわらず、青年は立っていた。まるで痛みを感じていないかのように、平然と。

「なぜ……です……」

　美夜は痛みに震ふるえる声で問いかけた。

「あなたは……麒き麟りんは……わたしと同じ仁獣……。岳人さんを殺した痛みに苛まれているはず……。なのに、なぜ……なぜ、何事もなかったかのように立っていられるのです……？」

　美み夜やは小さく頭を振り、問い直した。

「なぜ、なんのためらいもなく殺せるのです!?」

　美夜は白はく澤たく。青年は麒き麟りん。白澤と麒麟はともに仁じん獣じゆう。そして仁獣には、他人に与えた痛みがそっくりそのまま己おのれの身に返ってくるという特性があった。さらに殺した場合には、想像を絶する痛みに心身を苛さいなまれることになる。

　絵え里りが美夜に戦わせまいとしたのは、美夜が敵との戦いで傷つくのを恐れたからではない。美夜が敵を殺し、仁獣ゆえの苦痛に倒れることを危き惧ぐしたのだ。

　青年は淡々と答えた。

「あんたが言ったように、僕も殺せば苦痛に見み舞まわれる。ただ、慣なれて耐えられるようになっただけだ」

　美夜は耳を疑った。

「慣れ……た……？」

「そうだ」

「慣れるほどに、殺した……？」

「そうだ」

　美夜はうつむき、唇くちびるを嚙かみしめ、嚙み切った。

「なぜ、です……？」

　美夜はうつむいたまま搾しぼり出すように言った後、顔をあげて叫んだ。否いな、泣き叫んだ。

「なぜです!?　どうして!?　なんのために!?」

「質問が多いな」

　青年は、やれやれ、とばかりにため息をつき、太た刀ちを振りかぶった。

「答えは二つ。一つは、この地球のため。もう一つは、あいつを殺すため、だ」

　白はく刃じんが閃ひらめき、美夜の意い識しきは首とともに断たれた。




　まず首が足元に落ちて、続いて身体からだが脚あしに倒れかかってきた。

　麒麟の青年──乾いぬい[image: ]しゆう弥やは、身体を蹴けりどけると、軽く頭を振り、よろめいた。

「これじゃあ、やられ損だな……」

　望む痛みは得られず、ただ深手を負った。

「耐え難がたい痛み、か……」

　呟つぶやいた直後、声が背はい後ごから届いた。

「やっほ～」

　[image: ]弥は振り返り、血のこびりついた眉まゆをわずかにひそめた。

　大小二つの人ひと影かげがあった。

　腕に白い子こ狐ぎつねを抱いた緋ひの髪の少女と、背中にかかる長さの灰色の髪を紐ひもで束ねた瘦やせぎすの男。

「また、派は手でにやられたわね～。せっかくの綺き麗れいな顔が台無しじゃない」

　少女が呆あきれ顔で言った。先程の声は、この少女のものだ。

「ったく、とんだマゾだよなあ、おまえさんは。俺おれらに手伝わせりゃあ、無傷で勝てたものをよ」

　男が、誰だれもが生理的な不快感を覚えるであろう陰湿な笑えみを浮かべた。

「なんの用です」

　[image: ]しゆう弥やの突き放すような物言いに、男は肩を竦すくめた。

「おまえさんに用はねえさ。おこぼれをもらいにきただけだ」

　男は[image: ]弥の傍かたわらまで歩いてくると、[image: ]弥の足元に転がっていた美夜の首を、髪を鷲わし摑づかみにして拾いあげた。

「こいつをな」

「うげ～」

「そう嫌いやな顔するなよ、華か音のん。人の趣しゆ味みってのはそれぞれなんだからよ」

「あんたのそれは、悪趣味っていうのよ」

「ふふん」

　華音と呼ばれた少女の汚物を見るような目も意に介さず、男は美夜の首を両手で掲げ、恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「いいね～実にいい。この深くて大きな黒目……真っ白な髪とのコントラストがたまらねえよ。アレが疼うずくぜ」

「変へん態たい」

　少女は毒づくと、その場を軽く見回し、小さく嘆息した。

「あたしはマンティコアとハヌマーンを回収しにきたんだけど……どっちもしっかり殺やられちゃってるわね……」

　[image: ]弥が無言でいると、少女は非ひ難なんの目を向けてきた。

「あんた、ちょっと妖よう魔まを死なせすぎよ。応おう龍りゆうの時も獏ばくの時も、あたしが貸した妖魔みーんな死なせちゃうし。お腹なかを痛めて産んだ我が子を失うユミルの気持ち、ちょっとは考えてあげてよね。ねー、ユミル？」

　最後の言葉は、腕の中の子狐に向けられたもの。

　子狐は首をもたげて、「くぅーん」と鳴いた。

　[image: ]弥は答えず、「志し摩まさん」、男を呼び、太た刀ちを放り投げた。

「おっと」

　男──志摩は、のけ反ぞりつつも太刀をつかみ取った。

「それは返しますよ」

「お気に召さなかったのかい？」

「たいした切れ味でしたよ。ただ、いまひとつ手に馴染なじまなかった……だから、返します」

「そうかい。ま、わからないでもないぜ。特にこいつは切れすぎて手て応ごたえが──」

「帰ります」

　志し摩まの言葉が終わっていないにもかかわらず、[image: ]しゆう弥やはコートのポケットに両手を入れて歩き出した。

「お、おいっ！　ちょっと待てよ！」

「そうよ！　妖よう魔まを死なせたこと、謝あやまりなさいよ！」

　志摩と華か音のんが揃そろって声をあげたが、[image: ]弥は無視した。

　フェンスの手前で足を止め、跳ちよう躍やくする。

　爪先で軽く地面を蹴けっただけにもかかわらず、[image: ]弥の身は軽々とフェンスを越えた。

　コートと金色の髪が空気抵抗に躍おどる。

　[image: ]弥は目を閉じた。

　地面まであと三十メートルというところで、[image: ]弥の姿は忽こつ然ぜんと消えた。

　春原すのはら麻ま由ゆの前に国くに見み遙ようが現れる、二ヶ月前の出来事だった。




　　　　＊




　あたしには使命がある。

　星せい獣じゆうとその伴侶を守る。

　それが、あたしの──近衛このえの使命だ。

　でも、使命感なんて、そんな大層でうさんくさいものは、あたしにはない。

　そんなもの、くそくらえって感じだ。

　それでも、あたしは星獣の──麒き麟りんのために戦う。

　それは、麒麟が遙ちゃんだから。

　遙ちゃんのことが好きだから。

　だから、あたしは許さない。

　遙ちゃんを傷つけようとするものを、遙ちゃんを悲しませようとするものを、あたしは決して許さない。

　だから、あたしは戦う。

　遙ちゃんのことが好きだから。

　大好きだから。




　　　　＊




　歩く際に、無む意い識しきのうちにうつむいたり視し線せんを下げてしまうという人は少なくない。

　麻ま由ゆが、まさにそうだった。

　顔がしっかりと正面に向いていたとしても、視線はどうしても地面に向いてしまう。

　自分に対する自信のなさがそうさせるのだと、麻由は思っている。わかっている。

　唯一、浩こう平へいと一いつ緒しよに歩いていた時だけは、他人の視線など気にならず、地面を見ることもなかったが、その浩平も現在はもういない。

　浩平の死は、麻由にますます視線を下げさせた。深くうつむき、足下ばかりを見るようになった。

　時間が経たって、うつむき具合もいくぶんは浅くなったが、この日の麻由は浩平が亡くなってから間もない頃ころとほぼ同じ深さにうつむき、歩いていた。

　国くに見み遙よう。

　麻由をうつむかせている原因は、彼だった。

　見入らずにはいられないような漆しつ黒こくの髪と瞳ひとみを持った青年。

　彼が麻由の前に現れたのは、四日前。

　いきなりのキス。

　蜥蜴とかげに似た妖よう魔ま。

　彼と妖魔との戦い。

　妖魔を倒した直後に、無傷であったにもかかわらず絶ぜつ叫きようをあげて倒れた彼。

　そして、彼が倒れた後に現れた男と、その男の言葉。

（今日みたいなことは、多分これからも続く）

（君は現在、極めて特殊な状況に置かれている）

　現実と認めたくない出来事の連続に身も心も疲れ果てて帰った麻由は、記き憶おくとアルバムをあさり、彼──国見遙が、十二年前──麻由が心しん臓ぞう病で入院していた頃ころに知り合った男の子であることを思い出した。

　国見遙。

「はあっ……」

　麻由は立ち止まって、ため息を落とした。

　四日経たっても心身の疲労は抜けていなかった。それどころか、この四日、まともに眠れた日は一日もなく、仕事も手つかずになっていた。

　胸に抱えていた紙袋を抱き直し、麻由は空を仰あおいだ。

　一昨日おととい、昨日と雨が続いての快晴。空の青さも雲の白さも眩まぶしいほどだったが、心身ともにまいっている麻由には、いささか眩しすぎた。

　どうにかして気分転換しなければと思っていた矢先、行きつけの書店から注文していた画集が届いたとの電話があったので、受け取りに行った。その後、映画を一本観みて、画材屋、百円ショップと寄ったのだが、気分が晴れることはなかった。それどころか、自分が身も心もくたくたになっているということを再さい認にん識しきし、よけいに疲れてしまった。

「はあっ……」

　麻ま由ゆは、ため息と一いつ緒しよに視し線せんを足下に落として、歩き出した。

　画材屋でも百円ショップでも結局なにも買わず、荷物はポシェットと画集だけだが、Ａ４サイズで頁ページ数もそこそこの画集が、現在の麻由には大荷物に感じられた。

　ため息をついては画集を抱き直し、画集を抱き直してはため息をつく。

　そして、ため息をつく度たびに気分はどんどん沈んでいく。

　クラクションが鳴り響ひびいたのは、麻由が何度目ともつかないため息をついた直後のことだった。

　さらにその直後、麻由が顔をあげるよりも早く、後ろからの衝しよう撃げきが麻由の視界を足下から空へと切り換かえた。

「──ゃっ！」

　麻由は身を竦すくめ、ぎゅっと目をつむった。

　ややあって──。

「ちょっと」

　耳元で声がした。

「いい加減に、目、開あけなさいよ」

　子供──それも女の子の声だった。

　麻由は身を竦すくめたまま恐る恐る目を開け、見開いた。

　女の子の顔が、今にも鼻と鼻がぶつかりそうなほどの超至し近きん距きよ離りにあったのだ。

「え……あ……え……？」

　麻由が狼ろう狽ばいすると、少女は顔を離はなし、「ふんっ」とそっぽを向いた。そして、言った。

「降ろすわよ」

「えっ……？　あっ」

　麻由はようやく、自分がその少女に抱きかかえられていることに気づいた。

　と、麻由が降りようとするが早いか、少女はほとんど放り投げるような感じで麻由を降ろした。

「きゃ……っ」

　麻由はたたらを踏み、そのまま転びそうになったが、街路樹に手をつくことでなんとか免まぬがれた。

　その際に取り落とした画集を拾いあげて振り返った麻由は、丸く見開いた目で、少女をまじまじと見た。

「……」

　真っ先に目を引いたのは、ふわふわとした質感のポニーテールだった。ボリュームのみならず長さもあった。解ほどけば膝ひざの裏あたりまであるだろう。

　くっきりとした眉まゆと大きな目も、人目を引く代しろ物ものだった。

　背は一五二センチの麻ま由ゆよりも七、八センチほど低く、胸にもミニのプリーツの下に穿はかれたスパッツから伸びる脚あしにも、女性らしさはまだまだ乏しい。

──十二、三歳くらいかな……。

　見つつ思っていると、少女の柳りゆう眉びがキッと吊つりあがった。

「なにジロジロ見てんのよ、バカ女」

「えっ……？」

　少女が唐とう突とつに吐はいた暴言に、麻由はたじろいだ。

「バ、バカ女……？」

「そうよ。赤信号になったのも気づかずに車に轢ひかれそうになるなんて、それをバカと言わずして、なにをバカって言うのよ」

　麻由はハッとなり、道路のほうに顔を向けた。

──そ、そっか……私、車に轢かれかかったんだ……。

　画集を抱きしめる。

──下ばかり見てて、しかもボーっとしてて、それで車に轢かれそうになって……この子に助けられて……。

　麻由は目の前の少女に向き直り、眉まゆをひそめた。

──この子に……？

　そして、再び少女をまじまじと見た。特に腕を。

　少女の腕は、長なが袖そでに隠れているためにはっきりとはわからないが、それでも麻由のそれと太さは変わらないように見えた。

　その腕で、果たして自分よりも上うわ背ぜいのある者を抱きかかえられるものなのだろうか。しかも、ただ抱えただけではない。抱えて、車を避けたのだ。

──信じられない……。

　なおも見ていると、

「だーかーらー。ジロジロ見るな、って言ってるでしょうが」

　少女に睨にらみあげられた。

「あっ、ご、ごめんなさい……」

　すぐに謝あやまったが、少女は睨むのをやめてくれなかった。

　麻由よりも小柄でありながらも、少女の睨みには男性でも圧倒してしまいそうな妙な迫力があった。

　そんな睨みに麻ま由ゆが耐えられるわけもなく、麻由は身を強こわ張ばらせて後ずさった。

　と、真っ直ぐに麻由の目を見据えていた少女の視し線せんが、ふっと麻由の足下に落ちた。そして、そこを出発点として、じわじわと上がってきた。

　まずは、足。それから脚あし。腰にきて、腹にきて、胸で数秒止まって、顔へ。

　再び睨にらみあげられ、麻由は、「ううっ」と呻うめいた。

──な、なんなのよ～？　この子は～。

　思わず半泣きになってしまう。

　すると、少女は睨むのをやめ、「ふんっ」とつまらなそうに鼻を鳴らした。

「なによ、全然じゃない」

「えっ？」

「年とし増まのくせに、なによその中学生みたいな顔は。体型だって薄うすっぺらだし」

「えっ？　えっ？」

「しかも、一人じゃまともに道も歩けないようなバカだし」

「？？？？？」

　麻由の頭の中を、疑問符が踊おどっていた。

　目の前の少女は、一体なにを言っているのだろう。

　自分は、なにを言われているのだろう。

「わけがわからないって顔してるわね」

　麻由がコクコクと頷うなずくと、少女は意地悪な笑えみを浮かべ、麻由をビシッと指さして言い放った。

「あんたはロリ顔で貧乳でどんくさくて頭の弱い、ひきこもりのオタク女だって言ったのよ！」

「──！」

　麻由は絶句した。

「ふんっ」

　少女は再び鼻を鳴らすと、身を翻ひるがえし、大おお股またで歩き出した。特徴的なポニーテールが、文字どおり馬の尻尾しつぽの如ごとくピョコピョコと揺ゆれながら遠ざかっていく。

「……」

　少女の歩みは競歩さながらに速く、特徴的なポニーテールは、あっという間に見えなくなった。

　麻由の絶句が解とけるのに、それからさらにたっぷり三十秒を要した。

「な、なんだったの……？」

　絶句が解けてもなお、麻由の頭の中では疑問符が踊り狂っていた。




　最低よ。

　最低だわ。

　最低だったらありゃしない。

　少女は、怒ど気きというよりもむしろ殺さつ気きといった方が正しいような強烈な気配けはいをほとばしらせながら、ずんずんと歩いていく。

　すれ違う人々は皆、少女の気配に怯ひるみ、おののき、道の端に寄る。運悪く少女と目が合ってしまった幼稚園児の男の子は母親の陰に隠れて目を潤うるませ、散歩中の大型犬は目が合うなりひっくり返って腹を見せた。

　そんな、近づいただけで火傷やけどし、迂う闊かつに触れると爆ばく死しするはめになりそうな少女に、声をかける強つわ者ものがいた。

「柚ゆ子ず」

　柚子と呼ばれた少女は、足を止め、声のしたほうに熊くまをも射い殺ころしそうな視し線せんを向けた。

「荒れてるなあ」

　その男は、苦にが笑わらいを浮かべて街路樹の傍かたわらに立っていた。

　優やさ男おとこ風でありながらも、腕にも胸むな板いたにも力強さを感じさせるその男は、柚子の最も身近な人物の一人だった。

[image: ]

「亮りようちゃん」

　柚ゆ子ずが視線をいくぶんやわらげると、男──国くに見み亮は、苦笑いを人好きのする笑えみに変えた。

「彼女と接触したみたいだな」

　柚子はため息交じりに答えた。

「そのつもりはなかったんだけどね。あのバカ女、ボーッと歩いてて車に轢ひかれかかったのよ？　信じられる？　自分の命が自分だけのものじゃないってこと、わかってないのよ！」

「そりゃあまあ、わかってないだろうな。俺おれも遙ようも、まだなんにも説明しちゃいないんだから」

「そんなの関係ない！　無知は罪よ！」

「無茶言うなって」

　亮の笑えみが苦にが笑わらいに戻った。

「あんな女がいいなんて……遙ちゃんは趣しゆ味みが悪いわ！　悪すぎるわ！」

　柚子は拳こぶしを握りしめ、ぷるぷると震ふるわせた。

　許せなかった。麻ま由ゆの、あの自分がこの世で一番不幸であると思っているかのような暗い顔が。

　許せなかった。重い物など何一つ持てなさそうな、あの細い腕が。色気のない胸が。地味な色のリボンも気に食わない。

　許せなかった。春原すのはら麻由という女のなにもかもが。

　そして、そんな女が遙に想おもわれているという事実が、許せなかった。

「そうかな～。ああいう一見地味なんだけどよくよく見ると可愛かわいい子って、案外男にモテたり──」

　がすっ。

「──はしないかなっ」

　亮の台詞せりふの最後を、柚子は向こう脛ずねを蹴けることで変えさせた。

「ふんっ」

「ま、まあ色恋なんてのは、それこそ十人十色なものだし、それに『伴侶』を変えるなんてことは、俺たちにも星せい獣じゆうにもできないんだ。言っても詮せん無ないことさ」

　その場にしゃがみ、蹴られた向こう脛を涙目でさすりながら、亮。

「あたし、帰る」

　そんな話は聞きたくない、と柚子は亮に背中を向けて歩き出したが、

「待った」

　すぐに呼び止められた。

　柚子は振り返った。

「なによ。亮ちゃんが来たんだから、あたしがあの女についてる必要はもうないでしょ？」

　亮は立ちあがり、蹴られた脚あしを何度か軽く振って、答えた。

「悪いけど、彼女の守りは、今日はこのままおまえにやってもらいたいんだ」

　その亮りようの言葉に、柚ゆ子ずはまず目を点にし、ややあってから、

「ええええええええええっ!?」

　すっとんきょうな声をあげた。

「な、なんでよ!?　亮ちゃんがやってよ！　あたし、もうこれ以上あんな女の側そばにいたくない！」

「代わってやりたいのはやまやまなんだけどな、俺おれも開店準備やらなにやらで忙いそがしいんだ」

「お店のことは、早さ紀きさんがやってくれてるんでしょう!?」

「追いこみの最中だからな、人ひと手でがいるんだ」

「だったら、あたしがそっちを手伝うわ！」

「柚子」

「だって！」

「彼女のためにやれって言ってるんじゃない。遙ようのためだ」

「う……」

「それでも嫌いやか？」

「嫌……じゃないわよ……」

　柚子がうつむいてそう答えると、亮はにっこりと笑った。

「……ずるいわよ。遙ちゃんのためって言われたら、あたし、嫌なんて言えない……」

　亮の手が、柚子の頭をポンポンと撫なでた。

「子供扱いしないでよっ！」

　柚子はその手をはたいてのけると、「どいて！」、亮の身体からだをも押し退のけ、歩き出した。

　亮は、今度は止めなかった。

　すれ違う人々をまたも殺さつ気きで怯ひるませながら、柚子は拳こぶしを握りしめ、思った。

──敵が襲おそってくればいいのに。

　そうなれば、麻ま由ゆが恐怖に怯おびえる姿を見ることもできるし、なにより合法的に八つ当たりができる。

「ふふっ……ふふふふっ……」

　十分美少女の部類に入る顔に全く似つかわしくない獰どう猛もうな笑えみを浮かべて、柚子はバキバキと指を鳴らした。

「フニャーッ！」

　道の端を歩いていた猫が、毛を逆さか立だてて逃げ出した。




「遙のため……か」

　遠ざかっていくポニーテールを見送りながら、亮は呟つぶやき、苦く笑しようした。

「たしかに、ずるい台詞せりふだったな」

　遙ようのため。

　その言葉に、柚ゆ子ずは決して逆さからえない。

　遙のため。

　そう言われれば、彼女は法を犯すことなど厭いとわないだろう。他人の命など顧かえりみないだろう。実兄である自分すら、さしてためらわずに殺せるだろう。

　国くに見み柚子とは、そういう少女なのだ。

　四日前の光景が思い出された。

　四日前──亮りようが、ヨーウィーとの戦いで倒れた遙を担いで、仮の住居としているアパートに戻ると、深夜二時を回っていたにもかかわらず、柚子はアパートの入り口で待っていた。

　ぐったりとした遙の姿を認めるなり、「遙ちゃん！」、柚子は悲鳴じみた声をあげて駆かけ寄ってきた。

　そして、一五〇センチにも満たない小さな身体からだで、長身の遙を亮から奪うばい取るようにして抱きしめ、「遙ちゃん！　遙ちゃん！　遙ちゃんっ！」、何度となく呼びかけた。

　しかし、遙はピクリとも反応せず、柚子は亮を睨ねめあげてきた。

「誰だれよ……」

　くぐもった声。

「遙ちゃんをこんな目に遭あわせたのは、どこのどいつよ!?」

　そして、叫び。

「妖よう魔まだ。二週間前のと同じ奴が、また現れた」

「殺してやるわ！　今すぐそいつの所に案内して！」

「もう、遙が倒したよ」

「倒したって……殺したの？」

「そうだ」

「誰が？　亮ちゃんが？」

「遙だ」

　柚子の目つきが変わった。

　睨にらんでいるのは相変わらずだが、質が異なっていた。

　今までの睨みは、亮に向けられていながらも、その実は『遙を傷つけた何者か』に対するものであったのに対して、今、柚子が睨んでいるのは、まぎれもなく亮であった。

「なんでよ……」

「……」

「なんで遙ちゃんに殺させたのよ!?　殺しは、あたしと亮ちゃんの役目でしょ!?　なのに、なんでこうなるの!?　亮ちゃんは一体なにやってたのよ!?」

　今にも飛びかかってきそうなほどに、柚ゆ子ずの剣幕は凄すさまじかった。実際、遙ようを抱きしめていなければ、柚子はそうしていただろう。

「遙が戦った妖よう魔ま以外にも、気になる気配けはいがいくつかあったんだ。それを一つずつ当たってた。一人は『院いん』の人じん狼ろうだったが、他ほかは確認できなかった。俺おれを遙から引き離はなすための陽動だったんだろうな」

「なにが、陽動だったんだろうな、よ！　まんまと引っかかってんじゃないわよ！」

　そこで、柚子の視し線せんは亮りようから離はなれた。

　柚子は遙の頭を胸に抱き、泣いた。

「かわいそうな遙ちゃん。痛かったよね？　苦しかったよね？　でも、大丈夫だからね。遙ちゃんが目覚めるまで、ずっとあたしが側そばにいるから」

　亮は思った。

　柚子と自分は同じ近衛このえだが、その務つとめを果たそうとするにあたってのモチベーションは全く異なっていると。

　だが、それでいいのだ。

　近衛としての役目から逃げ出さなければ、それで。

　遙はそれから三日後──つまりは昨夜ゆうべに目覚めた。

　遙が目覚めるまでの間、柚子は言葉どおり、片時も遙の側を離れなかった。

　何度となく寝汗を拭ぬぐい、遙がうなされだすと、落ち着くまで額ひたいを撫なで続けていた。

　一方の遙は、目覚めるなり麻ま由ゆの守りに戻ろうとしたが、亮と柚子は揃そろってそれを許さなかった。壁かべに手をつかなければ歩くこともできないような状じよう態たいで行ったところで、どうしようもない。

　遙が倒れていた三日の間の守りは、亮が務めた。

　そして、今日は柚子。

　柚子が麻由の守りにつくのは、今日が初めてだった。

　これまでは、遙が反対してきたのだ。

　遙が反対の理由を述べたことはない。ただ、「俺おれと亮で足たりる。柚子まで出張る必要はない」と言うだけだった。

　だが、遙が反対したのには三つの理由があるということを、亮は知っていた。

　柚子を危険な目に遭あわせたくないというのが一つ。柚子の手を汚させたくないというのが一つ。柚子の心情を慮おもんぱかったというのが、一つ。

　亮も、自分と遙とで事足りるのであれば、柚子を出張らせずともいいと思っていた。

　しかし、そうも言っていられなくなってきた。

　敵の人数も居場所も、どれだけの妖よう魔まを飼っているのかもわからず、また妖魔の強さも確実に上がってきている。

　このままでは、いずれ遙ようと亮りようの二人ではしのぎきれなくなる。

　柚ゆ子ずは強い。

　その力を出し惜しみする余裕は、もはやないのだ。

　柚子が春原すのはら麻ま由ゆを守りたくない気持ちは理解できるが、

「慣なれてもらわないとな」

　亮がそう呟つぶやいた時には、特徴的なポニーテールはもう見えなくなっていた。

　ジャケットのポケットに両手をしまい、亮は踵きびすを返した。




「この鎖くさりを断ち切って

　それが叶かなわぬのならば

　どうか　この腕を切り落として　この足を切り落として」

　星空の下、少女は鼻歌を歌っていた。

　十体もの異い形ぎようを従え、腕には白い子こ狐ぎつねを抱いて。

　そこは、お姫様の暮らすマンションの屋上。

　少女が歌っているのは、力強い歌声と毒のある歌詞でカリスマ的な人気を得ながらも人気の絶頂期に自殺してしまった、とある女性シンガーの、遺い作さくとなった曲だった。

　曲名は、『解かい放ほう』。

　少女──小鳥遊たかなし華か音のんの、一番好きな曲だ。

「翼つばさだけあればいいの

　還かえるために

　あの空の色が　あなたには見えないの？」

　サビの部分に入ると、華音は星を仰あおぎ、片手を月にかざして絶唱した。

「黒く冒されていても

　還りたいの

　あの海の色が　あなたには見えないの？」

　そして歌い終えると、腕の中の子狐──ユミルが、「くぅん」と一声鳴き、異形たちが喝かつ采さいをよこした。

　もっとも、彼等の声は、錆さびた金属を擦こすり合わせたような、お世辞にも耳心地ここちの良いものではなかったが。

「さ・て・と。景気づけもすんだし、そろそろ始めよっか。みんな、用意はいいわね？」

　スカートを花の如ごとく広げて振り返った華音に、異形たちはそれぞれの得え物ものを掲げてみせた。

　華音は微笑ほほえみ、頷うなずいた。

　異形たちは一様に同じ姿をしていた。

　背は、身長一四〇センチそこそこの華音と同程度だが、背中が丸まっているためにより低く見える。眼が異様に大きく、しかも今にもこぼれ落ちそうなほどに飛び出していた。皮ひ膚ふは土色で体毛はなく、その身を石とも金属ともつかない材質でできた鎧よろいと兜かぶとで覆おおっている。手にしている得え物ものは、小こ太だ刀ち、手て斧おの、鉈なた、手て槍やり等。

　彼等は、華か音のんによってゴブリンという名前を与えられていた。

「それじゃあ、あんたとあんた、とりあえずお姫様をここに連れてきて」

　華音は、二体のゴブリンを適当に指さして言った。

　使命された二体のゴブリンは、「ギギッ」と声を出して頷うなずき、小走りに駆かけ出した。

　華音の脇わきを通り過ぎ、身の丈たけの優に四～五倍はあろうかという高さのフェンスを、軽々と跳とび越えた。

　華音は、くすっと笑った。

「早くきてよね、王子様。あんまり長くは待たないわよ」




　入浴を終え、髪も乾かし終えて部屋に戻った麻ま由ゆは、ベッドに腰掛け、枕まくらを手に取って抱きしめた。

　時刻は、午後十一時ちょうど。いつもならば、ここから三～四時間は集中して仕事をするところだが、とてもではないがそんな気になれなかった。買ってきた画集も袋から出してさえいない。

「はあっ」

　今日何度目ともつかないため息をついて、枕に顔を埋める。

──なんだったんだろう、あの子……。

　車に轢ひかれそうになった麻由を助けてくれた、ポニーテールの少女。

　バカ女、ロリ顔、貧乳、どんくさい、頭が弱い、ひきこもりのオタク女、と散々に罵ののしられた。

　あの場では、わけがわからずに頭にもこなかったが、時間が経たつにつれてだんだんと腹が立ってきた。

──そりゃあ私は、顔も体型も子供っぽいし、運動神経だってないけど……。

　見ず知らずの、しかも年下に罵られるいわれなど、ない。

「でも、あの子……」

　麻由は枕から少しだけ顔を浮かせた。

「どうして私のこと、ひきこもりのオタク女、なんて言ったんだろう……？」

　麻由の職しよく業ぎようがイラストレーターであるということを知っていたのだろうか。

　でも、なぜ？

　ゲーム系の雑誌に顔写真が載のったことは何度かあるが、仮に少女がその顔写真を見たことがあったとして、街中でばったりと顔写真の主ぬしと出会って、その人だと気づけるものだろうか。

「私が覚えてないだけで、もしかしたらどこかで会ったことがあるのかな……？」

　麻ま由ゆは目を閉じ、改めて自分の記き憶おくにあの少女のことを問いかけてみたが、答えはやはり、『あの少女とは初対面』だった。

　目を開あける。

「悪口を並べてるうちに、たまたま出てきた台詞せりふなのかな……？」

　あの少女が、なぜ麻由のことを知っていたのか。

　考えられる可能性はもう一つあったが、麻由はあえてその可能性を頭の中から削さく除じよした。

「もう、考えるのやめよう……」

　枕まくらを抱きしめたまま、麻由は、ばふっとベッドに横になった。

　身体からだも頭も疲れきっているのだ。なにも考えないよう努めれば、眠れるはずだ。

　麻由は目を閉じたが、その目は五秒と経たたずに開いた。

──電気、消さなくちゃ。

　起きようとしたその時、コンコン、というノック音が聞こえた。

「……？」

　麻由は身を起こし、小首を傾かしげた。

　なんの音なのか、どこから聞こえたのか、わからなかった。と──。

　コンコン。再度聞こえた。

　麻由は、今度はビクッとなってガラス戸のほうを見た。

「な、なに……？」

　間違いなく、ガラス戸の向こうから聞こえた。

　カーテンが閉まっていて、ガラス戸の向こうは見えない。

　四日前の、あの巨大な蜥蜴とかげの姿をした妖よう魔まが脳のう裏りをよぎり、麻由は身み震ぶるいした。

　隣りん室しつの子供が、ベランダから悪戯いたずらで小石かなにかを投げこんでいるのかもしれない。以前に一度そんなことがあった。

　だが、確かめに行く勇気は麻由にはなかった。それどころか、ベッドから降りることさえできずにいると、三度音が鳴った。

　三度目の音は、前のノック音ではなく、ガラス戸の破られる派は手でな破砕音だった。

　麻由は、「ひっ」と息を吞のみ、身体を強こわ張ばらせた。

　カーテンが、ジャッ！　と勢いよく開けられた。

　そして、悪夢がガラス片を踏みしめながら部屋へと入ってきた。

　妖魔という名の悪夢が。

　それも、二匹も。

　悪夢が近づいてくる。

　悪夢が舌なめずりをしながら手を伸ばしてくる。

　その手に、盾たてのように突き出していた枕を剝はぎ取られたところで、麻由の意い識しきの糸はぷつりと切れた。




「う……ん……」

　瞼まぶたを震ふるわせながら開けた麻ま由ゆは、

「あはっ。起きた起きた～」

　目と鼻の先に人の顔があるのに驚おどろき、ふうっと意い識しきが遠くなった。

「ちょ、ちょっと！　起きたとたんにまた失神するなんて、ギャグみたいな真似まねはやめてよねっ」

　その声がなければ、本当にまた失神していただろう。

　麻由は弾はじかれたように身を起こした。

「あ……つ……っ」

　額ひたいを押さえ、うつむく。急きゆう激げきに頭を動かしたために、クラッときたのだ。

　ゆっくりと顔をあげ、額に手を当てたまま振り向く。

　少女がいた。

「……」

　麻由は、状況を把は握あくすることも忘れて、その少女に見入った。

　洗練された美しさと人形のような愛らしさを併あわせ持った、目を引かれずにはいられない少女だった。緋ひ色のツインテールが殊こと更さらに目を引く。

　年ねん齢れいは、昼間の少女と同じくらいに見える。

　胸に抱いている白い生き物は、子こ狐ぎつねだろうか。

「お目覚めの気分はどうかしら？　お姫様」

　少女が微笑ほほえんで言った。

　自分がまだ状況を把握していないことを思い出した麻由は、慌あわてて周囲を見回し、ビクッと身を竦すくめた。

　妖よう魔まがいた。

　囲まれていた。

　十体以上いるだろう。いずれも同じ姿をしている。正確な数は数えたくなかった。

「な、なに……？　ここどこ……？」

「あなたのマンションの屋上よ。わからないの？」

「えっ……あ」

　言われて改めて見回してみると、確かに見覚えのある風景だった。

　麻由は、妖魔──ゴブリンの姿が目に入らないよう意識しながら、少女に向き直った。

「あ、あなたは……だ、誰だれ……なの……？」

「あたし？　あたしは小鳥遊たかなし華か音のん。鳳ほう凰おうよ」

　華か音のんと名乗った少女は、にこっと笑って、麻ま由ゆに目を見開かせる一言を放った。

「あなたを殺しにきたの」

「……！」

「そりゃあまあ、驚おどろくでしょうね」

　華音は愛らしい笑顔えがおを保ったまま二歩前に出て、未いまだ立ちあがれていない麻由を上から覗のぞきこんだ。

「あなたにとっては理り不ふ尽じんなことでしょうけど、これも地球のためなの。諦あきらめてちょうだい」

「地球の……ため……？」

「そ。あなたがいると、『星の子』が生まれちゃうの。だから、あなたは死ななくちゃいけないの。恨うらむなら、あなたを『伴侶』に選えらんだ麒き麟りんを恨んでね」

　華音の言葉に対し、麻由はただ、疑問符を頭の中で躍おどらせることしかできなかった。

「ホントは、あなたを殺すのは王子様を適当に痛めつけてからにするつもりだったんだけれど、なんか王子様は今日は定休日みたいだし、ネズミが一匹近くに隠かくれてるみたいだけど、姿を見せる気配けはいもないし……。だから、悪いけど、さっさと殺させてもらうわね」

　くすっと笑うと、華音は回れ右をして歩き出した。歩きながらゴブリンたちに言った。

「殺やっちゃっていいわよ」

　とたん、ゴブリンたちは一斉にその飛び出した眼を光らせ、舌なめずりをした。

「ああ、そうそう。食べてもいいけど、生きたままだと悲鳴がうるさいから。まずは一思いに殺っちゃって」

　華音は振り向かずに言うと、鼻歌を歌い始めた。

　ゴブリンたちの足が動いた。

　麻由を取り囲むゴブリンの輪わが、じりじりと狭まっていく。

　麻由の頭の中を埋め尽くしていた疑問符が、〝死〟の文字に変わった。

　麻由は顔をひきつらせ、目を潤うるませた。

　ゴブリンの一体の手が肩に触れたところで、麻由の恐怖はピークに達した。

「いやああああああああああっ！」

　悲鳴をあげて、麻由は両手足をじたばたさせた。

　すかさず、ゴブリンたちが手足を押さえにかかった。

　手足を押さえつけられ、口まで塞ふさがれ、麻由は身じろぎ以上のことはなにもできなくなった。

「ちょおっと待ったあっ！」

　その声が響ひびいたのは、麻由の真後ろにいたゴブリンが手て斧おのを振りかぶったその時だった。

　麻由と、十二体のゴブリン、それに華音に、彼女の抱いていた子こ狐ぎつね──合計三十の目が、一斉に給水塔の上に立つ人ひと影かげに向いた。

　月明かりが、その姿を鮮せん明めいに浮かびあがらせている。

──あの子は……！

　給水塔の上に立つその人影は、麻ま由ゆを車から助け、さんざんに罵ののしって去った、あのポニーテールの少女だった。

「とうっ！」

　少女は給水塔を強く蹴けって宙高くに舞まうと、軽やかに鮮あざやかに一回転、二回転、三回転して、麻由と華か音のんの間に着地した。

　そして、足を肩幅よりも広く開き、両手を腰に当てて胸を反そらし、言い放った。

「闘とう神しん降こう臨りんっ！」

　呆あつ気けにとられたのだろう──麻由の口や手足を押さえていたゴブリンたちの手が弛ゆるんだ。

　麻由も同じく呆気にとられて、まばたきを忘れた。

　そんな中、華音だけはため息をついた。

「なによ、ガキじゃない」

「なんですって？」

　少女が、ギロッと華音を睨にらんだ。

「ガキはあんたでしょうが」

　華音は、「ふふん」と鼻で笑った。

「お生憎あいにく様。あたしは十六よ」
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　麻ま由ゆは、「え？」と思った。

　華か音のんは、身長も身体からだの丸み具合も、どう見ても十二、三歳にしか見えない。

　と、少女が、麻由を「ええ？」と思わせる言葉を放った。

「あたしだって十六よ」

　少女は、先程の華音と同じように「ふふん」と鼻で笑い、少女は「ふん」と鼻を鳴らした。

「十六歳だって、発育不全なら立派にガキよ」

「その台詞せりふ、そっくりそのまま返してあげるわ」

　睨にらみ合うツインテールとポニーテール。

　その睨み合いは、華音の胸に顔を埋めていた白い子こ狐ぎつねが「くぅん」と鳴くまで、一分以上も続いた。

　華音は子狐をちらりと見ると、咳せき払ばらいして、少女に冷たい目を向けた。

「まあいいわ。でも、なんだってもっと早く出てこなかったのよ。気づいてたわよ？　あなた、あたしたちが来る前から近くに隠れてたでしょ」

　華音の問いに、少女は麻由を視し線せんで指し示して答えた。

　その答えは、麻由と華音を揃そろってきょとんとさせた。

「そこのバカ女の泣き叫ぶ顔が見たかったのよ」

　華音がジト目で問う。

「……あなた、国くに見み遙ようの近衛このえ……よね？」

「そうよ」

「その女は、国見遙の『伴侶』……よね？」

「認めたくないけど、そうよ」

「あなたは国見遙の近衛で、その女は国見遙の『伴侶』なのに、泣き叫ぶ顔が見たかったの？」

「そうよ」

「だったら、あなた、なにしに出てきたの？」

　少女は、今度は親指で麻由を指し、ため息交じりに答えた。

「不本意ながら、そこでへたりこんでる女を守りにきたのよ」

「え……？」

　麻由は呆ほうけた声を出した。

「ふうん」

　華音の目が、すうっと細められた。

「守りにきたのはいいけど、あなた一人よ？　一人であたしたちをどうにかできると思ってるの？」

　少女は不適に笑って答えた。

「思ってるわよ。コーラを飲んだらゲップが出るってのと同じくらい当然にね」

　そして、右手の指をバキバキと鳴らし、左手の指をゴキゴキと鳴らした。

「言ったでしょ？　闘とう神しん降こう臨りんって。──強いよ、あたしは」

　少女の全身から見えない力のようなものがほとばしっているのを感じて、麻ま由ゆは身み震ぶるいした。

　妖よう魔まよりも、妖魔を従えているらしい華か音のんよりも、目の前の少女のほうが遥はるかに恐ろしく思えた。

「気に入ったわ、あなた」

　華音が、くすっと笑って言った。

「このままお姫様を殺しちゃってもいいけど……いいわ、相手してあげる。──おまえたち」

　華音がゴブリンたちに視し線せんで合図を送ると、「ギッ！」「ギギッ！」、ゴブリンたちは麻由から離はなれ、少女を取り囲んだ。

「名乗っておきましょうか。あたしは小鳥遊たかなし華音。鳳ほう凰おうよ」

　取り囲まれても、少女に臆おくする様よう子すは微み塵じんもなかった。

　少女は左手を夜空に掲げつつ名乗った。

「あたしは柚ゆ子ず。国くに見み柚子。遙ようちゃんの近衛このえよ」

　麻由はハッとなった。

「国見って……」

　そういえば、先程も華音の口から国見遙の名前が出ていた。

「きたれ、屠と龍りゆう！」

　少女──柚子が高らかに叫んだ。

　刹せつ那な、掲げられた柚子の掌てのひらの上で光が弾はじけ、そこに一振りの刀が現れた。

　柚子はそれをつかみ取ると、頭上で、ぶんっ、と一回転させて、上段に構えた。

　麻由は目を丸くし、口をぽかんと開けた。

　柚子が手にしている刀は、彼女の体たい軀くにはあまりにも不釣り合いな代しろ物ものだった。

　刃渡りだけで、彼女の身長を超えている。

　あれは、刀は刀でも、大おお太だ刀ちや野の太だ刀ちと呼ばれる類たぐいの物だ。

「へえ。なかなかの物持ってるじゃない。少しは楽しめそうな気がしてきたわ」

　冷たく微笑ほほえんだ華音に、柚子は苛か烈れつな笑えみを返した。

「楽しませてあげるわ。天国へ旅立っちゃうくらいにね」

　柚子の腰が、スッと落ちた。

「巻まき添ぞえくいたくなかったら、下がってなさい」

　それが、自分に向けられた言葉だと麻由が理解した時には、柚子は地面を蹴けっていた。ゴブリンなど眼中にないとばかりに華音めがけて突っ走る。その行く手を、三体のゴブリンが阻はばんだ。

「りゃあああああああああっ！」

「ジャアアアアアアアアアッ！」

　柚ゆ子ずの雄お叫たけびとゴブリンたちの咆ほう吼こうが交こう錯さくした。

　麻ま由ゆは耳を塞ふさぎ、ぎゅっと目をつむってうずくまった。
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　頭と四し肢しが鉛のように重く、歩くことさえ億おつ劫くうだったが、遙ようは着替えて玄関を出た。

　遙、亮りよう、柚ゆ子ずの三人が仮の住居としているアパート。

　麻ま由ゆが暮らしている街と同じ市内にあり、二階建てで部屋数は六。アパートごと借り切っているために、遙たち三人以外に住人はいない。

　遙が使っているのは、二階の角かど部屋。

　階段を下りる。下りきったところで、遙は目め眩まいを覚えて前屈かがみになった。

　深呼吸をし、目眩が治まるのを待つ。やがて、目眩が治まって上体を起こすと、目の前に亮が立っていた。

「そんな有り様で、どこ行こうってんだよ？」

「麻由の所だ」

　遙が即答すると、「まあ、そう答えるだろうとは思ったが」、亮はため息まじりに言った。

「彼女には柚子がついてる。俺おれもこれから様よう子すを見に行くつもりだ。心配はいらないさ」

　遙は小さく首を振った。

「嫌いやな予感がするんだ」

「ふむ」

　亮は神妙な顔をした。

　星せい獣じゆうと『伴侶』は、このうえもなく強い縁えんによって繫つながっている。

　そして、その縁は『伴侶』を守るための様々な力を星獣に与える。

　勘かんもその一つだ。

　麻由の身に危険が迫っていると遙が感じたのであれば、間違いなく彼女の身に生命を脅おびやかす事じ態たいが起こる、あるいは起こっているのだ。

「わかった。すぐに彼女のマンションに向かおう」

　やむなく、亮はそう言った。

　遙は他人ひとの言葉には決して従わないという質たちではないが、こと麻由のこととなると話は別だ。

「ただし、戦いは俺と柚子に任せろ。いいな？」

「できるだけ、そうする」

　そう答えて、遙は歩き出した。

　亮は肩を竦すくめて、その後に続いた。

　二人の歩みは、間もなく走りとなった。




　ポニーテールを躍おどらせながら、少女が突っこんでくる。その手に握られているのは、大おお太だ刀ち。

　刃渡りだけで少女の身長を超えているそれは、少女にはあまりにも似つかわしくない得え物ものだったが、少女がそれを見事に使いこなしてみせるであろうということを、華か音のんは疑わなかった。

　少女は、近衛このえだ。近衛衛え士じは、例外なく皆、方術の使い手である。そして、方術の中には、筋力や反射神経、回復力といった身体能力全般を高める、『鋼こう』という術がある。この術によって、体たい軀くに不釣り合いな大型の得え物ものを振るう方術士は少なくない。

　故ゆえに、華か音のんは国くに見み柚ゆ子ずと名乗ったその少女を侮あなどらなかった。

　侮ったつもりはなかった。

　だが、先手を取ろうとはせず、まずは相手の戦いぶりを見ようとしたことが──その姿勢が、既すでに柚子を侮っていたのだということを、華音はこの数秒後に思い知らされることになる。

「りゃあああああっ！」

　雄お叫たけびをあげて大おお太だ刀ちを振りかぶった柚子の行く手を、三体のゴブリンが阻はばんだ。

「ジャアアアアアッ！」

　三体のうち二体は華音を守るために一歩下がって腰を落とし、残る一体が前に出て手て斧おのを振りかぶった。

　柚子の大太刀とゴブリンの手斧が同時に振り下ろされた。

　ゴブリンの踏みこみは鋭するどく深く、手斧の速さも閃せん光こうさながらだったが、柚子の剣速はさらに速かった。

　大太刀がゴブリンの右肩を捉とらえた。

　華音は、くすっと笑った。

　ゴブリンたちが身につけている甲かつ冑ちゆうは、ユミルが幾いく種類もの鉱物を合成させて作られた物。その硬度は金剛石にも勝まさり、霊れい力りよくによる攻こう撃げきをも弾はじく。

　柚子がいかに『鋼』によって筋力を増しているとはいえ、切り裂けるものではない。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、華音は目を見開くこととなった。

　甲冑に弾はじかれるはずであった大太刀が、ゴブリンの右肩に食いこみ、そのまま止まることなく左脇わき腹ばらに抜けたのだ。

「な──！」

　ゴブリンの手から手斧が落ち、乾いた音をたてた。続いて、二つに分けられた身体からだの上側が落ち、さらに下側が倒れた。それぞれの身体の下にどす黒い染しみがじわじわと広がっていく。

　華音もゴブリンたちも、見開いた目でその光景を見つめた。

「ふん」

　と鼻を鳴らしたのは、柚子。

　華音は視し線せんを柚子に戻した。目が合った。

　すると、柚子は大太刀の峰みねを肩に載のせて、不敵に笑った。

　華音は冷たい声こわ音ねで、手前に立つ二体のゴブリンに命じた。

「いきなさい」

　二体のゴブリンは、小太刀を振りかぶり、手て槍やりの穂ほ先さきを柚子に向けて突撃した。

　柚子はその場を動かず、大太刀を構えようともしなかった。

　先に柚ゆ子ずの懐ふところに飛びこんだのは、手て槍やりを得え物ものとするゴブリン。

　空を切り裂く音をたてて、刺し突とつが柚子の顔面を襲おそう。

　目にも留まらぬ速さの刺突を、柚子はしかし半歩横に動いただけで避けた。それも不敵な笑えみを浮かべたまま。

　渾こん身しんの刺突を避けられたゴブリンは、勢い余ってたたらを踏んだ。

　そこに柚子の一いち撃げきが炸さく裂れつし、華か音のんは再び目を見開かされた。

　大おお太だ刀ちではなかったのだ。ゴブリンを襲った攻撃は。

　華音のすぐ横を、顔面を殴なぐり飛ばされたゴブリンが矢のような勢いで通り過ぎてフェンスを激はげしくわめかせた。

　華音は振り向き、目を見開いたまま、ぽかんと口を開あけた。

　ゴブリンはフェンスにめりこみ、絶命していた。兜かぶとの中の頭ははぜ割れ、片方の眼球が足の間に転がっている。

　華音は柚子に向き直り、視し線せんをたぎらせた。柚子の足下には、同時に仕掛けたもう一体のゴブリンが切り伏せられていた。

──こいつ……っ！

　柚子が大太刀を手にし、それでゴブリンを鎧よろいごと両断してみせた時、華音はそれが大太刀の切れ味による所しよ業ぎょうだと思った。

　だが、違った。ゴブリンを鎧ごと両断したのは、それを可能にしたのは、柚子の腕力だったのだ。

　柚子は華音の視線など意に介さず、それどころか華音を指さし、おまえがかかってこいとばかりにその指をちょいちょいと振ってみせた。

　その行為は、華音を怒らせると同時に喜ばせた。

──面おも白しろいわ。

　華音は目を細め、そして叫んだ。

「八つ裂きにするのよ！」

　柚子を取り囲んでいた残り九体のゴブリンが、一斉に動いた。




「ふん」

　と鼻を鳴らして、柚子は大太刀を担ぎ、腰を落とした。

　四方からゴブリンが迫る。

──何匹できたって、ザコはザコよ！

　右手からの鉈なたの一いつ閃せんを浅くのけ反ぞってかわすと、柚子は斜め後方に軽く跳とんだ。そして、足が地面に着くや否いなや強く踏みこみ、めいっぱいに腰を撚ひねって大太刀を振るった。

　屠と龍りゆうの名を持つ、国くに見みに伝わる最強の武具の一つであるその大太刀は、ゴブリンの鎧を砕くだき、肉を裂さき、骨を断って、鮮せん血けつをほとばしらせた。

　柚ゆ子ずは返り血を避けようともせずまともに浴びながら、返す刀で真後ろに迫っていたゴブリンの首を宙に舞まわせ、獰どう猛もうな笑えみを閃ひらめかせた。

──一つ斬きっては遙ようちゃんのため！　二つ斬っては、やっぱり遙ちゃんのため！

　すかさず次の標的に向かう。

　そのゴブリンは、小こ太だ刀ちを振りかぶった体勢で動きを止めていた。眼めには怯おびえの色がくっきりと浮かんでいたが、柚子の辞書に躊ちゆう躇ちよや手加減などというしおらしい文字はなかった。

「てえいっ！」

　気合い一いつ閃せん、唐から竹たけに振り下ろされた屠と龍りゆうが、ゴブリンを脳天から真っ二つにした。

「次いっ！」

　声を張りつつ翻ひるがえった柚子の脇わき腹ばらに、手て槍やりが肉にく薄はくしてきた。

「上等っ！」

　柚子は、それを避けるのではなく屠龍の柄つか頭がしらで弾はじいて逸そらし、そのゴブリンの下した顎あごに拳こぶしを見み舞まった。

　顎を砕くだき、首をへし折る確かな手て応ごたえ。

　悶もん絶ぜつするゴブリン。

　柚子は拳を顔の前で開き、すぐにまたぐっと握り直して、

「どんどんこいっ！」

　次の相手を求めた。

　しかし、残った六体のゴブリンは、攻せめてくるどころか後じさった。

「びびってんじゃあないわよっ！」

　屠龍を担ぐように振りかぶって、柚子は敵陣のど真ん中に飛びこんだ。

　六体のゴブリンのうち、四体は得え物ものを振りかぶり、残る二体は背中を向けた。

　だが、迎え撃うつことも逃げ出すことも、柚子は許さなかった。

　スカートの裾すそを花のように広げ、ポニーテールを躍おどらせ、身の丈たけをも超える長さの剛ごう刃じんを烈れつ火かの如ごとく雷光の如く振り回す。

　屠龍が閃く度たびに、血飛沫しぶきがほとばしる。

　返り血にまみれ、頰ほおに肉片が張りついても、柚子は止まらなかった。

　ゴブリンの一体が武器を捨て両手をあげてもなお、屠龍は振るわれた。

　六体のゴブリンが骸むくろと化すまでに、十秒とかからなかった。

「なによ。敵は確実に強くなってきてる、なんて言うから期待してたのに、てんで弱っちいじゃない」

　柚子はそう吐はき捨てて、頰に張りついた肉片を指で弾はじき落とした。

　焼けつくような殺さつ気きを背はい後ごに感じたのは、その刹せつ那なだった。

　柚ゆ子ずは振り返り、目を剝むいた。

　緋ひの髪の少女の顔が、冷たい笑えみを浮かべて目と鼻の先にあった。

　柚子は、だらりと下げていた屠と龍りゆうを構えることなくそのまま振るおうとしたが、その動作は腹部を貫いた衝しよう撃げきによって妨げられた。

「うぐ……っ！」

　身体からだがくの字に折れたことで、柚子は腹部を襲おそったものの正体が華か音のんの拳こぶしであることを知ったが、その時には既すでに華音の第二撃がこめかみに迫っていた。

　拳を横にし、肘ひじを曲げ、腰を撚ひねって放つ──ボクシングでいうところのフックが、柚子のこめかみを打ち抜いた。

　くの字に折れたまま傾く柚子の身体。

　並の方術士であれば即死していたであろう攻撃の二連打。

　しかし、柚子は並の方術士ではなかった。

「く……ああっ！」

　身体が傾いたことで浮いてしまった方の足を、地面に突き刺さんばかりの勢いで叩たたきつけ、その足を軸足にして屠龍を振り抜く。

　斬きることこそかなわなかったものの、しかしその一いつ閃せんは華音を跳とび退のかせることには成功した。

　柚子もまた跳び退き、間合いを取った。

「よく耐えたわね。あたしのパンチをモロにくらって死にも気絶もしなかったのって、あなたが初めてよ」

　華音が、感心半分呆あきれ半分といった顔で言った。子こ狐ぎつねは片腕で抱かれている。

──油断した……っ！

　柚子は打たれたこめかみを押さえ、歯を食いしばった。

　効きいた。

　目の前がチカチカする。口内に酸すっぱい味が広がっている。

　罵ば声せいの一言も浴びせてやりたかったが、無理だった。迂う闊かつに口を開いたら、たちまちのうちに身体中の力が抜けて、立っていられなくなるだろう。

──まさか、殴なぐりかかってくるとは思わなかったわ……。

　柚子は、歯を食いしばったまま深呼吸をし、屠龍を正せい眼がんに構えた。

「ゴブリン十二匹を一いつ蹴しゆうするなんて、あなた強いわ。認めてあげる」

　華音が歩き出した。

「けど、所しよ詮せんは人の身。人がどれだけ鍛きたえようとも、星せい獣じゆうにはかなわない。その絶望的な事実、身体に教えこんであげるわ」

　柚子を殴おう打だしたその手をバキバキと鳴らしながら、ゆっくりと迫ってくる。

　柚ゆ子ずは正せい眼がんに構えていた屠と龍りゆうを上段に構え直そうとして、やめた。

　屠龍を投げ捨て、拳こぶしを構える。

　華か音のんは徒と手しゆ空くう拳けんで、しかも片腕に子こ狐ぎつねを抱いたままで戦うつもりだ。

　なめているにもほどがある。

──人だから弱い？　星せい獣じゆうだから強い？　あたしを殴なぐり倒す？　上等よ！　受けてたってやるわ！

「ふうん」

　華音の目が、楽しげに細められた。

　呼吸が整いダメージから回復した柚子は、拳をきつく握りこみ、言った。

「その顔、三倍に腫はらしてあげる」

「やってごらんなさいよ」

　華音の足が止まった。

　柚子は今にも炎が噴ふき出しそうなまなざしで、華音は目を細めたまま、互いを見据え合った。

　そのまま十秒が過ぎ、二十秒が過ぎた。

　その対たい峙じを終わらせたのは、華音の抱いていた子狐があげた、「くぅん」という声だった。

　柚子は刺すような呼気を、華音は「くすっ」と笑えみを発して、地面を蹴けった。

　肉にく薄はくするポニーテールとツインテール。

　先制したのは柚子だった。閃せん光こうのような左を、華音の笑みめがけて放つ。

　華音は、それを首を傾けただけでいなしたが、柚子は驚おどろきも慌あわてもしなかった。

　いなされた拳を、引き戻すことなく開き、間近にあるツインテールの片方を鷲わし摑づかみにする。

「──!?」

　華音の顔から笑みが失せ、代わって柚子が会心の笑みを浮かべた。

　柚子は、握りしめた緋ひ色の髪を容赦なく引っ張りつつ上体をこれでもかと反そらし、渾こん身しんの頭突きを華音の鼻はなっ柱ぱしらに見み舞まった。

　鈍どん器きで岩を砕くだいたような音が響ひびき、直後、華音の両りよう膝ひざが折れた。

　柚子は、なおも左手に緋色の髪を握りしめたまま、右の拳を振りかぶった。

　脳天にくらわせてとどめとする。

　しかし、柚子はその拳を打ち下ろせなかった。

「──っ！」

　柚子は緋色の髪を放して跳とび退のき、華音を睨にらみ見た。

　華音はがっくりと頭を垂たらしていた。両膝も折れたままで、生気は感じられない。

　しかし、柚子は跳び退いた。離はなれずにはいられなかった。

──離れるのがあと一いつ瞬しゆん遅かったら、火だるまにされてたわ……。

　熱。

　とどめの拳こぶしを打ち下ろそうとした瞬しゆん間かんに華か音のんの全身から噴ふき出した凄すさまじい熱──それが柚ゆ子ずを跳とび退のかせたのだった。

　熱の放出はなおも続き、場の気温を急速に上昇させている。

　華音の顔があがった。

　人形のように愛らしかったその顔は、血にまみれ、憤ふん怒ぬをありありと浮かべていた。

　背筋を冷たいものが走ったが、柚子は怯ひるまなかった。

　まなざしをさらにたぎらせ、拳を構える。

　暑さにより噴ふき出した汗が頰ほおを伝う。

「刀を拾いなさい」

　華音が言った。

「全力で抗あらがいなさい。でないと、あの世で後悔することになるわよ」

「お生憎あいにく様。あたしは他人ひとの忠告は聞かない主義なの」

「そう……」

　華音が、子こ狐ぎつねを抱いていた手を腰の位置まで下げた。

　ぴょん、と子狐がその手から飛び降りた。

「なら、とくと後悔するがいいわ！」

　華音が地面を蹴けった。

　半瞬の後には、その姿は柚子の眼前にあった。

　速い。だが、決して見切れない動きではなかった。

　血に染そまった華音の顔面に、柚子の拳が突き刺さった。

　向かってくる相手の勢いをも威力とする、カウンターの一いち撃げき。

　しかし、華音は額ひたいと鼻から鮮せん血けつをほとばしらせはしたものの、倒れものけ反ぞりもしなかった。

　まずい！　と柚子は直感した。

　直感するのと同時に、柚子の身体からだは反射的に跳び退く動作に入っていたが──間に合わなかった。

　華音の小さく白い掌てのひらが、柚子のふくらみに乏しい胸に押し当てられる。

　ドン、と大砲のような音が轟とどろいた。

　それは、華音の掌から発せられた霊れい力りよくが柚子の胸を打ち据えた音。

　そして、その刹せつ那なには、柚子は十数メートル後方のフェンスに叩たたきつけられていた。

「……っ……あ……」

　意い識しきはあったが、呼吸も踏ん張ることもできず、柚子は前のめりに倒れた。

──ちく……しょう……っ。

　歯を食いしばることさえ、できなかった。
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　麻ま由ゆが常じよう識しきを超えた戦いを目まの当たりにするのはこれが二度目だったが、初めてではないからといって、慣なれているわけではなかった。

　ゴブリンたちが、奇声・悲鳴をあげる度たびに、血と肉片を飛び散らせる度に、大おお太だ刀ちを振るう柚ゆ子ずの獰どう猛もうな笑えみが目に入る度に、麻由の意い識しきは削られていった。

　柚子が勝利していれば、あるいは少しは落ち着くことができたかもしれない。

　だが、柚子は華か音のんに敗れた。前のめりに倒れたまま、ピクリとも動かない。暗く、しかも距きよ離りがあるために、息をしているかどうかもわからない。

　もっとも、明るく、離はなれていなかったとしても、柚子の生死を確かめるような余裕は麻由にはなかったが。

「さて、と」

　妖よう魔まの群れを圧倒した柚子を、ただの一いち撃げきのもとに倒した緋ひの髪の少女が、血に染そまった顔を麻由に向けた。

　華音は血を拭ぬぐおうともせず、冷たい声こわ音ねで言った。

「次は、あなたよ」

　その顔と声音、台詞せりふは、麻ま痺ひしていた麻由の意識に恐怖を甦よみがえらせた。

　華音が歩み寄ってくる。

　麻由は顔を引きつらせ、涙ぐみ、両肩を抱いて震ふるえた。

　麻ま由ゆのそれよりも一回り小さな手が、鼻先に突きつけられた。

　やはり冷たい声こわ音ねで、華か音のんは言い放った。

「死になさい」

　その瞬しゆん間かん、麻由はキレた。

「嫌いやよっ！」

　声を裏返させて、麻由は華音の手をはたいた。

「なんで……どうして私が殺されなくちゃいけないの!?」

　へたりこんだまま上半身を投げ出すように伸ばし、華音の胸むな座ぐらを両手でつかむ。

　麻由の予想外の行動に、華音は目を丸くした。

「この間も、今日も……一体、私がなにしたっていうのよ!?」

　麻由は、華音の胸座から左手だけを離はなすと、その手を拳こぶしにして華音の薄うすい胸を叩たたいた。力いっぱいに。何度も何度も。

「なんでよ!?　なんで私ばっかりこんな目に遭あわなくちゃいけないの!?　答えてよ！　ねえ、答えてよ！　答えなさいよっ！」

　柚ゆ子ずの鉄てつ拳けんすら耐えた華音が、顔をしかめて半歩下がった。

　麻由は叩く手を止めない。

「いい加減にしなさいよ」

　苛いら立だちを表情に濃く表して、華音は麻由の手を払いのけた。

　麻由は歯を食いしばって、すぐさま再びつかみかかったが、軽くいなされてしまった。

　勢い余って突つっ伏ぷした麻由は、声をあげて泣いた。

「まったく……っ」

　華音は忌いま々いましげに吐はき捨てると、数歩下がって手を顔の前に運び、掌てのひらにフッと息を吹ふきかけた。

　すると、そこにロウソクほどの小さな炎が灯ともった。

　華音が再度息を吹ふきかけると、炎は消えるどころか数倍に勢いを増して、彼女の手を離はなれた。

　炎は、ふわふわと華音の頭上に移動すると、そこでさらに勢いを増しながら徐々にある生き物の姿形を成していった。

　蜥蜴とかげだ。

　炎によってその身を形成する、蜥蜴。すなわち、火蜥蜴サラマンダー。

　火蜥蜴は、誕たん生じようの喜びを全身で表現するかのように首と四し肢しを伸ばすと、華音の傍かたわらに降り立った。そして再び首と四肢を伸ばし、前まえ脚あしより大おお鎌がまのような爪つめを生はやした。

　火蜥蜴の体長は、尻尾しつぽを含めずにおよそ二メートル。尻尾は、それ単体で二メートルほどもある。

　全身から、近づいただけで肌に火がつきそうなほどの熱を火の粉ことともに発しているが、隣となりに立つ華か音のんは平然としていた。

　火は、彼女を脅おびやかすものではない。

　麻ま由ゆは、熱さを感じているのかいないのか、突つっ伏ぷしたまま泣きじゃくっている。

「その女を殺しなさい」

　華音は火蜥蜴サラマンダーにそう命じると、翻ひるがえり、目を見開いた。

　立っていた。

　フェンスに背中を預けながらも、柚ゆ子ずが立ちあがっていた。

「しぶといわね」

　死んでいないことはわかっていたが、立ちあがってくるとは思わなかった。

「あのまま寝てれば、見逃してやったのに……バカなガキ」

　華音は呟つぶやいて歩き出したが、その足はすぐに止まった。

　華音に足を止めさせたのは、視し線せんの先の柚子でも背はい後ごの麻由でもなく、圧迫感すらほとばしらせて近づいてくる二つの気配けはいだった。

「火蜥蜴、その女は後回しよ」

　華音は振り向くことなく言うと、

「遅いわよ、王子様」

　目を細め、血に濡ぬれた唇くちびるをなめた。




　頭がガンガンする。

　目の奥がズキズキする。

　四し肢しに力が入らず、フェンスに背中を預けなければ立ってもいられないような状じよう態たいでありながらも、柚子の戦意は萎なえてはいなかった。

──骨折はなし……。内ない臓ぞうへのダメージもたいしたことない……。

　柚子は深呼吸しつつ、霊れい力りよくを全身にめぐらせた。

　痛みが溶け、四肢に力が甦よみがえっていく。

「この……程度の……ダメージ、で……っ！」

　歯を食いしばって、フェンスから背中を離はなす。

「回復……した……わ、よ……」

　華音の『発はつ』は、効きいた。

　さすがは星せい獣じゆうと言わざるをえない。

──けどね、あたしを単発で殺せると思ったら、大間違いよ。

　柚子は肩を回しながら歩き出した。

──余裕かましてとどめを刺さなかったこと、後悔させてやる。

　足取りはまだおぼつかないながらも、柚子は焼けつくようなまなざしを華音に向けた。

　華か音のんの隣となりには紅ぐ蓮れんの蜥蜴とかげ、後方には麻ま由ゆがいたが、柚ゆ子ずの目に映っているのは、緋ひの髪の少女ただ一人。

　対する華音は、しかし柚子を見てはいなかった。

　華音の目が捉とらえているのは、柚子の背はい後ごに立つ男と青年。

　頭に血をのぼらせていた柚子は、いざ声をかけられるまで彼等の存在に気づけなかった。

「柚子、もういい」

　不意に、しかも背後からかけられた声だったが、柚子は声の主が誰だれであるのか瞬しゆん時じに理解した。

「遙ようちゃん！」

　柚子は叫びつつ振り返ると、そこに立っていた長身の青年に体当たり同然に抱きついた。

「遙ちゃん遙ちゃん遙ちゃんっ！」

　力いっぱいに抱きしめ、胸に顔を埋め、彼の名を連れん呼こする。

「えーっと……一応、俺おれも来てるんだけどな～」

　遙の隣となりで亮りようがポリポリと頰ほおを搔かきながら言ったが、柚子には聞こえていなかった。

「ねえ、遙ちゃん」

　遙の胸むな板いたを堪たん能のうした柚子は、抱きしめる腕はそのままに顔をあげると、

「ご褒ほう美び！　ご褒美ちょうだい！　あたし、がんばったんだから！」

　爪つま先さき立ちし、目を閉じた。

　しかし、遙は応こたえてはくれなかった。

　へし折らんばかりに強く抱きしめていた柚子の腕からするりと抜け出て、遙は言った。

「あいつらを麻由から引き離す」

「遙ちゃん……」

　柚子はしゅんとうなだれたが、すぐに顔をあげ、麻由と華音をもろともに睨にらんだ。

　麻由は、もう泣きじゃくってはいないものの、未いまだ突つっ伏ぷしたまま。

　華音は、じっとこちらを見ている。表情は、暗いうえに顔が血に染そまっているために見て取れない。

　と、その華音が声をあげた。

「はじめまして、国くに見み遙。あたしは小鳥遊たかしな華音。言わずともわかってるでしょうけど、鳳ほう凰おうよ」

　柚子は睨む視し線せんを華音のみに定めた。

　華音は歩き出し、歩きながら言った。

「ふーん……。ホントに黒いんだ、髪」

「黒くろ麒き麟りんだからな、遙は」

　そう答えたのは、亮。

「レアなんですってね。お目にかかれて嬉うれしいわ」

「帰ってくれ。そして、もう二度と麻ま由ゆの前に現れないでくれ」

　遙ようは話の流れを無視して言った。

　華か音のんは足を止め、くすくすと笑った。

「甘いこと言うのね。あたしの知ってる麒き麟りんとは大違い」

　その言葉は、遙に眉まゆをひそめさせ、亮りようを苦く笑しようさせ、柚ゆ子ずの目つきをさらに攻こう撃げき的にした。

「帰らない、って言ったらどうするの？」

「戦う……しかないだろうな」

　遙の答えに、華音はまたくすくすと笑った。そして、言った。

「なら、帰らない」

「こいつ……っ！　調ちよう子しにのるんじゃ──」

　柚子は拳こぶしを固めて飛びかかろうとしたが、遙の手がそれを制した。

「止めないで、遙ちゃん。あいつは、あたしが──」

「相手は星せい獣じゆうだ。俺おれが戦った方がいい」

「でも──」

　柚子の行く手を阻はばんでいた遙の手が、ふわっと柚子の頭に載のった。

「任せてくれ」

「う……ん」

　柚子は不ふ承しよう不ぶ承しようながらも頷うなずき、下がった。

「そうこなくっちゃ」

　華音が言って、パチンと指を鳴らした。

　彼女の斜め後方にて全身より火の粉こを発していた火蜥蜴サラマンダーが、火の粉の量を倍に増して主の前へと躍おどり出た。

「まずは、その子と一対一で戦ってもらうわ。近衛このえは手を出さないこと。手を出したら──」

　華音は半身を下げ、後ろの麻由に掌てのひらを向けた。

「わかった」

　遙は迷わずそう答えると、柚子と亮を一いち瞥べつして、前に出た。

「遙ちゃん……」

　柚子は表情を曇くもらせた。

　遙は四日前の戦いで倒れてから、丸三日も意い識しきがなかった。

　目覚めてから丸一日経たったが、完全回復には程遠いはずだ。

　遙の回復力は、骨折が半日とかからずに治ってしまうほどだが、四日前の戦いで受けたのは、〝仁じん獣じゆうゆえの痛み〟だ。

　他者を殺した麒麟を心身ともに苛さいなむ、形容不可能なほどの凄すさまじい苦痛──〝仁獣ゆえの痛み〟は、体力、気力、霊れい力りよくをごっそりと奪うばう。尽きさせる。

　そして、〝仁じん獣じゆうゆえの痛み〟によって失われた体力、気力、霊力は、三日四日では戻らない。

　柚ゆ子ずは亮りようを見た。目が合った。

　亮は、彼にとってのデフォルトとでもいうべき人好きのする笑えみを浮かべ、遙ようと火蜥蜴サラマンダーの対たい峙じに視し線せんを戻した。

「……」

　柚子は唇くちびるをへの字に曲げた。

　亮に向けた視線には、遙ようちゃんが危なくなったら割って入るわよ、という意味をこめたのだが、伝わったのか伝わらなかったのか微妙だった。

──いいわ。亮ちゃんがどう思っていたとしても、いざとなったら、あたしは動く。

　思い、柚子は改めて拳こぶしを握りしめた。

　直後、火蜥蜴が肉にく食しよく獣じゆうの咆ほう吼こうをあげて全身より炎を噴ふき出させた。

　夜や気きが薄うすれ、気温がはね上がる。

　対する遙は、動じる様よう子すなく、その手に極光の名を持つ槍やりを呼び、つかみ、構えた。




　大おお鎌がまのような爪つめが、熱と火の粉こを振り撒まきながら遙の左腕をかすめた。

　切られる痛みと傷口を焼かれる痛み──二重の痛みは、痛みに強い遙の顔をも歪ゆがませた。

　遙は跳とび退のき、距きよ離りをとって、「くっ」と小さく呻うめいた。

　火蜥蜴の攻こう撃げき速度は速かったが、見切れないほどのものではなかった。紙かみ一ひと重えでかわし、反撃するつもりだったのだが、かわしきれなかった。

　火蜥蜴の攻撃速度が上がったというわけではない。

──俺おれの動きが、自覚している以上に鈍くなっているんだ。

　まいったな、と口にした刹せつ那な、火蜥蜴が再び仕掛けてきた。

　遙との距離を一いつ瞬しゆんにしてゼロにし、灼しやく熱ねつの爪を左右ともに唸うならせる。

　袈け裟さ懸がけの右。横よこ薙なぎの左。

　右はかわせたが、左が脇わき腹ばらをかすめた。

「──っ！」

　かすっただけにもかかわらず、遙はよろめいた。踏ん張りがきかないのだ。

──受けにまわったらジリ貧だ。──攻せめる！

　遙の全身から、火蜥蜴と同様に火の粉がほとばしった。

　遙はよろめきから立ち直ると、息もつかずに極光を振るった。

　火蜥蜴は生き物ではない。緋ひの髪の少女の霊れい力りよくが具現化したものであるということは、一目でわかっていた。

　生き物でなければ、倒したところで〝仁獣ゆえの痛み〟に苛さいなまれることはない。

　ためらう必要はない。

　しかし、極光は爪つめによっていとも容易たやすく弾はじかれてしまい、遙ようはまたよろめいた。

「く……っ！」

　腕にも足腰にも力が入らなかったために、渾こん身しんのつもりが、弾かれて当然の貧弱な一いち撃げきになってしまった。

　大おお鎌がまのような爪が閃ひらめいた。

　遙は強引に身を撚ひねってなんとかかわしたが、代だい償しようとして転倒することとなった。

　追撃の爪が迫る。

　転がって避けた遙は、その勢いを利用して起きあがり、跳とび退のいた。

　跳び退く瞬間、遙は火蜥蜴サラマンダーの眼が光るのを見た。

　刹せつ那な、遙の眼前で紅ぐ蓮れんの爆ばく発はつが起こった。

　足が地面から離はなれていた遙は、なすすべもなく吹ふき飛ばされ、フェンスに激げき突とつした。

「遙ちゃん！」

　柚ゆ子ずの悲鳴が響ひびき渡った。

「ぐ……あ……」

　極光を杖つえ代わりにしてこらえようとしたがかなわず、遙は前のめりに倒れた。

「……っ……あ……っ」

　呼吸がままならない。視界が歪ゆがむ。耳鳴りがひどく、「遙ちゃん！　遙ちゃんっ！」、柚子の叫びも聞こえない。

　それでも遙は、

──麻ま由ゆ……麻由を……！

　その一念で顔をあげた。

　火蜥蜴が、ゆっくりと近づいてくる。




　突つっ伏ぷし泣きじゃくるうちに半ば意い識しきを失ったような状じよう態たいになっていた麻由をハッとさせたのは、爆ばく発はつ音と柚子の悲鳴だった。

　麻由は顔をあげ、「あ……」とこぼした。

　視し線せんの先──フェンスの手前に、人が倒れていた。

　涙のおかげではっきりとは見えないが、ポニーテールの少女でも緋ひの髪の少女でもないことはわかった。

　手の甲で目をこすり、何度かまばたきして改めて見、麻由は目を見開いた。

　フェンスの手前に倒れているのは、あの漆しつ黒こくの青年──国くに見み遙だった。

──な、なに……？　なにがあったの……？

　麻由は状況を把握しようと視線をめぐらせた。

　緋ひの髪の少女がいた。

　ポニーテールの少女がいた。彼女の隣となりには、国くに見み亮りようと名乗っていた男の姿があった。

　そして、火の粉こをほとばしらせている、紅ぐ蓮れんの蜥蜴とかげ。

　紅蓮の蜥蜴は、大おお鎌がまのような爪つめを揺ゆり動かしながら遙ようにゆっくりと近づいている。

　遙は立ちあがれないようだった。

　麻ま由ゆは目を閉じ、耳を塞ふさいだ。

　惨さん劇げきを見ないために。悲鳴を聞かないために。




　まあこんなものだろう、と亮は思った。

　遙は半病人だ。体力も霊れい力りよくも弱りきっている。何人と戦ったところで勝てはしない。

　亮は横目で柚子を見た。

　柚子は、嚙かみ切れんばかりに唇くちびるを嚙み、爪が掌てのひらに食いこむほどに拳こぶしを握り、切り刻むような目で火蜥蜴サラマンダーを見ている。

──よく我が慢まんしているが……そろそろ限界だな。

　亮は内心で苦く笑しようしつつ、華か音のんからも柚子からも見えない位置に右手を運び、

「きたれ、封ふう玉ぎよく」

　小さく小さく呟つぶやいた。

　浅く握った右手から淡い光が洩れたが、華音や火蜥蜴はおろか、隣となりに立つ柚ゆ子ずさえもそれに気づかなかった。

　光はすぐに消えた。消えた後には、亮の右手にはビー玉サイズの珠たまが三つ握られていた。

　火蜥蜴が遙の目の前で足を止めた。

　火蜥蜴は眼を細め舌なめずりして爪を振りかぶった。

　柚子が動いたのは、その瞬しゆん間かんだった。




　柚子は力いっぱいに地面を蹴けった。

　麻由のことなど、もうこれっぽちも頭になかった。

　あるのは、ただ、遙を傷つけさせまいという、本能にも似た強い思いだけ。

　柚子と火蜥蜴の間には屠と龍りゆうが落ちていたが、柚子はそれに気づきもせず、右の拳こぶしを弓の如ごとく引いて火蜥蜴に肉にく薄はくした。

　しかし、柚子がその拳を放つよりも、火蜥蜴が面おもてを柚子に向け眼を光らせる方が早かった。

　柚子の眼前で紅蓮の爆ばく発はつが起こった。

　今まさに拳を放とうとしていた柚子は、爆風にまともに叩たたかれ、紙かみ屑くずのように吹ふき飛ばされた。

　吹き飛ばされながらも、しかし柚子は見ていた。

　火蜥蜴サラマンダーの脇わきを駆かけ抜ける、亮りようの姿を。

　向かう先は──華か音のん。

　またも背中からフェンスに叩たたきつけられたが、柚ゆ子ずは痛みに声をあげも顔を歪ゆがめもしなかった。

　柚子は会心の笑えみを浮かべた。




　亮が動いたのは、柚子が駆け出した一いつ瞬しゆん後だった。

　華音に近づくのは容易だった。

　華音も火蜥蜴も、視し線せんは柚子に向けられていたので。

　華音が亮の接近に気づいた時には、亮は手中の三つの珠を頭上高くに投げ放っていた。

　珠は、シャーンと澄すんだ音をたてて砕くだけ散ると、白く強い光をあふれさせ、一面を真昼さながらに明るくした。

「──っあっ！」

「──ゃっ！」

　華音と麻ま由ゆが、眩まぶしさに目を覆おおった。

　亮は薄うすく笑み、声をあげた。

「光こう姫き！」

　上空に広がっていた光が、まるで逆再生映像のように集束し始めた。

　その過程で光は三つに分かれ、人の形を取った。

　人──それも、純白の長い髪をなびかせた、女の姿を。背中には翼つばさがあり、天使をも彷ほう彿ふつとさせる。
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「な──!?」

　薄うす目めを開けて仰ぎ見た華音が、声をあげて目を見開いた。

　亮は、その隙すきに華音の脇わきを駆け抜け、麻由を抱きあげた。

「おまえ──っ！」

　気づいた華音が、振り返って亮を睨にらむ。

　亮はにこやかな笑顔えがおを返しつつ麻由を左肩に担ぎ、右手で上を指さした。

　華音は上を見、再び目を見開いた。

　光によってその身を成す純白の乙おと女め──光姫たちが、燐りん光こうを振り撒まきながら頭上より迫りきていた。

　三人の光姫は華音を囲うように降り立つと、各おの々おの右手を掲げた。

　すると、掌てのひらより光が流れ出し、光は剣つるぎの形を成した。

　光姫たちは掲げた手に剣をつかみ、一斉に華音に斬きりかかった。

　三方向からの速い斬ざん撃げき。

　かわしようのない攻こう撃げき。

　実際、華か音のんはその攻撃をかわさなかった。

　かわしはしなかったが、足下より噴ふき出させた炎によって壁かべを作り、迫る三振りの剣を阻はばんでみせた。

　華音は笑み、

「なめるんじゃあないわよっ！」

　怒ど鳴なった。

　刹せつ那な、壁を形成していた炎が剣に燃もえ移った。炎は瞬またたく間に腕を伝って光こう姫きたちの全身を包み、彼女たちに声のない悲鳴をあげさせた。

　華音は自みずからを囲っていた炎の壁を消し、虚こ空くうを手で薙ないだ。

　手の動きに合わせて、爆ばく発はつが三つ起こった。

　爆発したのは、炎に包まれていた光姫たち。

　多量の火の粉こと純白の燐りん光こうとが夜や気きに交こう錯さくし、緋ひの髪の少女を凄せい艶えんに照らし出す。

　その姿を、亮は背はい後ごより見ていた。

　華音が正面に亮がいないことに気づいて振り返るのと、亮が華音に向け右手を突き出したのは同時だった。

　華音の小さな身体からだが、亮の『放ほう』に撃うたれて宙を舞まった。

　直ちよく撃げきだった。にもかかわらず、華か音のんは中空にて体勢を直し、危なげなく着地した。

　亮りようは思わず苦く笑しようした。

──倒せるとは思っていなかったが、まさか無傷とは……恐れ入ったね。

　華音が面おもてを亮に向けた。柳りゆう眉びを吊つりあげ歯を剝むき出しにして、緋ひの髪の少女は声を張りあげた。

「火蜥蜴サラマンダー！」

　しかし、彼女の霊れい力りよくの具現であるところの火蜥蜴は、親にして主である彼女の呼び声に応こたえなかった。

「火蜥蜴……？」

　華音は眉まゆをひそめて視し線せんを走らせた。

　見当たらなかった。火蜥蜴の姿は。屋上のどこにも。

　代わって、遙ようがフェンスに背もたれながらも立ちあがっていた。

──あいつにやられたっていうの!?

　華音は目を剝き歯を剝いて、

「灰にしてやる！　おまえらみんなっ！」

　全身より炎を噴ふき出させた。

　炎は彼女の怒りを反映し、激はげしく逆さか巻まく。

　しかし、怒りにかられているが故に、華音は横手より迫る柚ゆ子ずに、いざ肉にく薄はくされるまで気づけなかった。

　気づき、向き直った時には、柚子の拳こぶしは放たれていた。

　柚子が、炎を浴びることなど意にも介さずに放った左の拳は、華音の右脇わき腹ばらに突き刺さって彼女に白目を剝むかせた。

「──っ……ぐ……あ……」

　炎の噴ふん出しゆつが途と絶だえる。

「りゃあああああああああっ！」

　雄お叫たけびとともに、柚子は右の拳を華音の顔面に打ち下ろし気味にくらわせた。

　前の脇腹への打撃により意い識しきが半分飛んでいたために、華音は反撃どころか踏ん張ることさえできなかった。

　拳に押されるまま後頭部から地面に叩たたきつけられ、華音の意識は砕くだけ散った。




　柚子と亮が動いてくれたおかげで、火蜥蜴の意識は遙から逸それた。

　その隙すきを、遙は無む駄だにはしなかった。

　力の入らない足に無理やり力を入れて立ちあがり、極光を突き出す。

　極光は火蜥蜴の脇腹を貫き、音のない爆ばく発はつを起こした。

　火蜥蜴サラマンダーは火の粉こと化し、霧む散さんした。

　立ちあがり、槍やりを突き出す。ただそれだけの動作が、今の遙ようにはこのうえもなく重労働だった。

　見えないなにかに引っ張られているかのように後ずさり、フェンスに背もたれる。そして、亮りよう・柚ゆ子ずと鳳ほう凰おうの少女の戦いを見守った。

　鳳凰の少女は、強かった。

　霊れい力りよくを物質化・具現化する方術、『創そう』によって生み出された光こう姫きは、亮の最強の攻こう撃げきだ。光姫の戦せん闘とう能力は、妖よう魔まにも匹ひつ敵てきする。

　鳳凰の少女は、その光姫──それも三体──を一いつ蹴しゆうし、亮の『放ほう』の直撃にも無傷だった。

　だが、亮と柚子は勝った。

　麻ま由ゆを守ってくれた。

　兄妹のような存在であると同時に近衛このえでもある二人に感かん謝しやと頼もしさを覚えつつ、遙は麻由を見た。

　麻由は既すでに亮の肩から下ろされていたが、腰が抜けているのか、立ちあがる気配けはいなくへたりこんでいた。遙には背中を向けているために、表情は窺うかがえない。

　遙は胸に痛みを覚えて眉まゆをひそめた。

　また麻由に怖い思いをさせてしまった。

　傷を負った腕や脇わき腹ばらよりも、胸の痛みの方がずっと痛かった。

「麻由……」

　遙が呟つぶやいたのと同時に、亮が動いた。

　亮は、意い識しきのない華か音のんの傍かたわらに立つと、彼女に掌てのひらを向けた。

「亮、やめろ！」

　遙は叫び、極光を投げ捨てて、身体からだを押しやった。




　傍らに立たれ、掌を向けられても、華音は無反応だった。

「とどめを刺すの？」

　柚子が、へたりこんだまま訊きいてきた。

「ああ。でもその前に、まずは手足を片方ずつ吹ふき飛ばす」

「苦しませて殺すんだ。あたし、それ賛成。遙ちゃんを傷つけようとしたんだもの。楽に死なれたんじゃあ、おさまりがつかないわ」

「苦しませることが目的じゃないんだけどな。色々と訊きたいことがあるから、起こす前に無力化させておこうと、まあそういうことさ」

「ふうん。ま、それでもいいわ。苦しむのは一緒だし。とどめはあたしに刺させてよ」

　亮は苦く笑しよう交じりに頷うなずいた。

「じゃあ、あたし屠と龍りゆう拾ってくる」

　柚ゆ子ずが立ちあがろうとしたその時、

「亮りよう、やめろ！」

　遙ようの声が響ひびいた。

　亮は振り向いた。

　遙が、両足ともに傷めているかのような足取りで向かってきていた。

「遙ちゃん！」

　慌あわてて遙に駆かけ寄る柚子。

　遙は柚子に支えられながら亮の前までやってくると、亮の目を見据えて言った。

「殺すな」

　亮は苦く笑しようした。

「うーん。やっぱりそう言うか」

　遙は殺せつ生しようを嫌きらう。

　麒き麟りんや白はく澤たくが仁じん獣じゆうと呼ばれるのは、傷つけ殺すことで〝仁獣ゆえの痛み〟に苛さいなまれるからだけではない。

　彼等は、精神の根本からして慈悲深いのだ。

「戦いの中で殺してしまうことは、避けるに避けられない場合もある。けど、この戦いはもう決着がついたんだ。殺す必要はない」

　亮は遙の目を見据え返した。

「仮にとどめを刺さなかったとして、じゃあこいつをどうするんだ？」

　親指で華か音のんを指す。

「監かん禁きんでもするか？　それとも訊きくこと訊いたら帰しちまうのか？　言っておくが、星せい獣じゆうを閉じこめておけるような施設なんて、この世のどこにもありゃしないぜ」

「……」

「帰す、なんてのはもってのほかだ。帰せば、このお嬢じようちゃんはまた彼女を狙ねらいにくるぜ。それも、次は、もっと強力な妖よう魔まか、あるいは他ほかの星獣と一いつ緒しよにな」

　華音を指していた親指を、亮と遙のやりとりを抜け殻がらのような目で見つめている麻ま由ゆに向ける。

　遙は横目で麻由を見、浅く目を伏せた。

「優先順位は、考えるまでもなく決まってるだろ？　なら、覚悟も決めろよ。もうおまえに殺しはさせない。だからおまえも、俺おれたちが敵を殺すのを止めるな」

　亮がまなざしを厳きびしくして言うと、「亮ちゃん！」、柚子が上うわ目め遣づかいに睨にらみつけてきたが、亮は視し線せんを遙から離はなさなかった。

　遙は無言。目も伏せられたまま。

　だが、亮りようの言うことに納なつ得とくしているというふうではなかった。

　理性では納得できても感情がそれを許さない、といったところか。

　心底納得できるわけがないのだ。殺せつ生しようを嫌うのは、麒き麟りんの本性なのだから。

「尋じん問もんとその後のことは俺おれがやる。おまえと柚ゆ子ずは、彼女を連れて──」

　言葉の最中、亮は視界の隅に白いものを捉とらえて視し線せんをそちらに向け、言葉を途と切ぎれさせた。

　子こ狐ぎつねが──華か音のんが抱いていたはずの白い子狐が、離はなれた場所からじっとこちらを見ていた。

　遙ようと柚子も、亮の視線を追って子狐に気づいた。

「あの子狐……」

「なによ、あいつ。いつの間にあんな所に移動したの？」

　子狐は、ちょこんと座り、ふさふさとした尻尾しつぽを振っている。

　一見愛らしいが、眼にはあらゆる色が混こん沌とんと渦巻いていた。

　その眼に不吉さを覚えて、亮は浅く身構えた。

　遙も同じように感じたのだろう、身体からだを引きずるようにしながらも柚子から離れ、麻ま由ゆの前に立った。

　柚子は、そんな二人を交互に見、小首を傾かしげた。

──たいして気にも留めていなかったが……ひょっとすると、鳳ほう凰おうのお嬢じようちゃんより厄やつ介かいかもしれないな……。

　子狐は殺さつ気きも魔ま力りよくも発していないにもかかわらず、亮はそう思った。

　と、子狐が不意に尻尾の動きを止め、混沌とした眼をカッと見開いた。

　刹せつ那な、強風が亮たちを叩たたいた。

「く──っ！」

「なによおっ、これえっ!?」

　踏ん張らねば吹ふき飛ばされてしまうような、台風さながらの風圧。

　亮と柚子は前傾姿勢でこらえ、遙は咄とつ嗟さに麻由に覆おおい被かぶさり抱きしめた。

　風はすぐにやんだ。

　亮は前傾姿勢のまま顔をあげ、舌打ちした。

　子狐が座っていたその位置に、緋ひの髪の少女が立っていた。子狐は、そこが定位置であるかのごとく彼女の胸に抱かれている。

「あのガキ……っ！」

　柚子が素速く身構えた。

　今にも飛びかかっていきそうな柚子を手で制しつつ、亮は華音を注視した。

　血に染そまった華音の顔に、表情はなかった。ただじっとこちらを見ている。子狐同様、殺気も霊れい力りよくも発しておらず、それが不ぶ気き味みでならなかった。

──迂う闊かつに仕掛けると、ロクでもないことになりそうだな……。

　思っていると、華か音のんが口を開いた。

「楽しませてもらったわ。痛いほどにね」

　その言葉の終わりと同時に華音の背中から炎が噴ふき出し、またも夜や気きをたちまちのうちに熱した。

　亮りようは身構え、既すでに身構えていた柚ゆ子ずは全身より霊れい力りよくをほとばしらせた。

　炎は逆さか巻まきながら真っ二つに裂け割れると、翼つばさの形を取って上下に動いた。

　華音の足が地面から離はなれる。

「逃げるつもり!?」

「あなたたち近衛このえに敬意を表して、帰ってあげるのよ」

「笑わせるんじゃないわよ！　白目剝むいて倒れてたくせに！」

　亮は再び手で柚子を制した。

「なんで止めるのよ!?」

　華音に向けていた烈れつ火かのまなざしをシフトさせてきた柚子に、亮は小声で言った。

「勝てないからだ」

「勝てないって……」

「おまえだって、わかってるだろ？」

　華音は、亮の最強の攻こう撃げきである光こう姫きを一いつ蹴しゆうし、『放ほう』の直撃をものともせず、腕力では亮に圧倒的に勝る柚子の打撃ですら致命傷を与えることはできなかった。あの白い子こ狐ぎつねも不ぶ気き味みだ。

　遙ようを戦力として数えることができないうえに、場に麻ま由ゆがいる以上、ここでこれ以上戦うのは得策ではない。

　柚子も、それはわかっていたのだろう。歯は嚙がみしつつも拳こぶしを下ろした。

「また会いましょう。必ず……ね」

　灼しやく熱ねつの翼を羽ばたかせて、鳳ほう凰おうの少女は飛び去った。

　亮は、「ふうっ」と息をついて首の後ろをさすり、柚子は掌てのひらに拳を打ちつけ、遙は麻由を抱きしめたままうつむいた。




　亮が手をかざすと、ゴブリンの骸むくろは群ぐん青じよう色の炎に包まれた。

　火を生む方術、『焰えん』。

　柚子が倒したゴブリンたちの骸を焼くために、亮は『焰』を施ほどこして回っていた。

「これで最後……っと」

　フェンスに寄りかかって絶命していたゴブリンを炎に包んで、作業は完了した。

　亮は前髪を撫なでつけつつ振り返った。

　屋上のほぼ中央に、火ひ柱ばしらが立っていた。色は、やはり群青。

　ゴブリンの骸のほとんどは中央一帯にあったために、集めて火をつけた。

　火ひ柱ばしらの高さは亮りようの身長の優ゆうに倍はあったが、その群ぐん青じよう色の炎が夜や気きを熱することはなかった。

　亮は、炎が目標物以外には作用しないよう、『焰えん』にアレンジを加えていた。

　方術士の実力をはかるには、三つの基準がある。

　方術の強さ。修得した方術の数。方術をアレンジする技術。この三つだ。

　亮が秀でているのは、数とアレンジの技術。最強の攻こう撃げきであるところの光こう姫きも、『創そう』に幾いく重えものアレンジを加えて生み出したものだ。通常の『創』では、複ふく雑ざつな構造をもたない──たとえば剣つるぎや盾たてのような単純な器物しかつくれない。

　同じ近衛このえである柚ゆ子ずは、使える方術は身体能力を強化する『鋼こう』と、器物を手元に呼び寄せる『招しよう』のみで、アレンジも全く加えられないが、『鋼』の強さは並なみ外はずれているという、偏かたよった方術士だった。

「さて、と」

　亮は群青色の火柱から遙ようたちに視し線せんをスライドさせた。

　遙は、へたりこみうなだれている麻ま由ゆの傍かたわらに立ち、柚子はその遙の後ろに麻由に背中を向けて座っている。

「彼女の様よう子すはどうかな」

　亮が華か音のんを出し抜いて駆かけ寄った時には意い識しきのはっきりしていた麻由だったが、抱きあげられた際に半ば意識を飛ばしていた。

　先程、遙と亮が声をかけたが、麻由はただ虚うつろな目で見上げてくるだけで言葉はなかった。

　亮は遙たちの所に向かった。麻由の前に立ち、遙を見る。

　遙は頷うなずいた。

　亮は頷き返すと、身を屈かがめ、

「気分はどうかな？」

　麻由に声をかけた。

　麻由はおもむろに顔をあげた。その目は虚ろではないものの疲れきっていた。

「聞いてもらわなきゃならない話があるんだが……日を改めた方がいいかな？」

　麻由は、しばしじっと亮を見つめてから訊きき返してきた。

「それって、私が二度もこんな目に遭あった理由……ですよね？」

「そうだ」

「……話してください……今……」

　亮は頷き、遙を見た。

　遙は、うつむき加減で亮からも麻由からも視線を逸そらしており、その表情は不安げだった。

　柚子を見る。

　柚子は、まるで自分には関係ないとばかりに、背中を向けたままあくびをしていた。

　亮は麻由に向き直り、言った。

「君は……君と遙ようは、人間の存そん亡ぼうを担になっている。これは、比ひ喩ゆでもなんでもない」

　麻ま由ゆは、きょとんとした顔で小首を傾かしげた。

　亮りようは微び苦く笑しようした。

　我ながら突とつ拍ぴよう子しもない切り出しだと思う。

　果たして、麻由がどこまでついてこられるか。

　亮は話を再開した。

「地球には意志がある。それも、人に近い質のものだ。あるいは、人よりも遥はるかに複ふく雑ざつな精神構造を持っているのかもしれないが……。とにかく、地球には意志があって、人間を監かん視ししている」

「監視……？　地球が、人間を……？」

「そうだ」

「なんの、ために……？」

　亮は小さく頷うなずいた。

　麻由が、亮の話を否定の姿勢で聞いていないのは、ありがたいことだった。

「人間が存続するに値する生き物かどうかを見極めるために、だ」

「え……？」

「監視っていっても、年がら年中見張ってるわけじゃない。およそ三百年おきに、人間の目を通して地球は人間を見る」

「人間の目……？」

「人間の目といっても、人間全員ってわけじゃない。ごくごく一部の人間が、地球の目の代わりをするんだ。その地球の目になる人間っていうのが」

「『星の子』よ」

　亮の言葉尻じりを柚ゆ子ずがさらった。

　亮は柚子を見、遙と麻由も顔を柚子に向けた。

　柚子は、座ったまま背中を向けたままで言葉を続けた。

「『星の子』は、生まれつき地球の目としての役目を背負って生まれてくる。でも、『星の子』はいきなりは生まれない」

「地球はまず星せい獣じゆうを生み、『星の子』は星獣の子供として生まれる」

　と、これは亮。

　麻由が亮に向き直った。

「星獣は、獣けものの本性を持った人。そして、遙は星獣の一人だ」

　亮が遙を見ると、倣ならって麻由も遙を見た。

　遙は、やはり不安げな顔をしていた。

「遙は麒き麟りん。麒麟は星獣の一種で、星獣は麒麟の他ほかにもいる」

　麻ま由ゆは遙ように顔を向けたまま。

　だが、その目は、じっと見つめているというよりは、ただぼんやりと見ているといった感じだった。

「星せい獣じゆうが『星の子』を生むと言ったが、星獣も俺おれたちと同じで一人じゃ子供は作れない。かといって、星獣同士でも子供は作れない。星獣は人間と……『伴侶』と子供を作るんだ」

「『伴侶』……」

　麻由は遙の方を向いたままそう呟つぶやくと、亮りように向き直ってこう言った。

「あの赤い髪の女の子、私のこと、『伴侶』って言ってた……」

　亮は、「うん」と頷うなずいた。

「星獣は適てき齢れい期きになると子供を作るための異性を選えらぶ」

「選ばれた異性が、『伴侶』……？」

「そうだ」

　亮の答えに麻由は目を見開き、搔かきむしるような手つきで髪を搔きあげながら遙を見、亮を見、また遙を見て亮を見た。

「私が、『伴侶』……？」

「そうだ。君は選ばれたんだ。遙の……麒き麟りんの『伴侶』に」

「わからない」

　麻由は首を振って、両手でせわしなく髪をいじり始めた。

　まずいな、と亮は思った。

　麻由が、この先の話を聞くことを怖がり始めている。

　だが、ここで話をやめるわけにはいかなかった。

「十二年前、君は心しん臓ぞうの病気で入院していた。そこで遙と出会って友達になった」

「わからない」

「君の病気は重かった。助かる見込みはなかった。でも、それでも君は助かった。奇跡が起きたわけじゃない。遙が君を助けたんだ」

　麻由の髪をいじる手が止まった。

「君は、遙に『伴侶』に選ばれることで助かったんだ」

　麻由が上うわ目め遣づかいに亮を見る。その目には怯おびえの色がありありと浮かんでいたが、同時に話を聞こうという意志も見られた。

　亮は続けた。

「麒麟には角つのがあって、その角にはどんな病気も怪け我がも治す力がある。ところが麒麟は、というか星獣は、容易には獣けものの姿にはなれない。星獣が本性である獣になるためには、条件が一つあるんだ。その条件ってのが」

「『伴侶』を選ぶこと……？」

　亮りようは頷うなずいた。

「遙ようは君を助けるために君を『伴侶』に選えらんだ。そして、獣けものの姿になって、角つのの力で君の病気を治したんだ」

「でも、私、そんなの覚えてない……」

「もう十二年も前のことだし、それに遙は君と出会ってから一ひと月つきも経たたないうちに病院に通えなくなったからな、覚えていないのも無理はないさ」

　麻ま由ゆは弱々しく首を振った。

「覚えては、いるんです。遙くんって男の子のことは、なんとなく……。でも、角のある獣なんて……」

「麒き麟りんの姿が麻由の記き憶おくにあるはずがない」

　亮の話が始まってから一言も喋しやべっていなかった遙が口を開いた。

「俺おれが麻由の病気を治したのは、麻由が眠っている間だった」

　麻由は遙を見、うつむいた。

「君は遙に『伴侶』に選ばれたことで助かった。同時に、君と遙は絶対の縁えんで結ばれた」

　麻由が顔をあげた。

「絶対の……縁？」

「繫つながった……一つになったんだ。君の命と遙の命が」
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「……？」

「要するに、一いち蓮れん托たく生しよう。あんたが死ぬと遙ようちゃんも死ぬの」

　柚ゆ子ずが、やはり振り向かぬまま言った。

　しかし、そのフォローは麻ま由ゆをますます混乱させた。

「わからない……」

「『伴侶』を持った星せい獣じゆうは、不ふ死じ身みになるんだ。何人も星獣を殺せなくなる。星獣は、甚じん大だいな霊れい力りよくと不死の身でもって『伴侶』を守る」

「不死身……」

「そう、不死身だ。老いもするし腹も減るし風邪かぜもひくが、『伴侶』を持った星獣は決して死なない。心しん臓ぞうを抉えぐられても、首を刎はねられても、だ。だが、そんな星獣を殺す方法が、一つだけある」

「『伴侶』を殺す。それが、『伴侶』を持った星獣を殺す唯一の方法よ」

　柚子が、ついに振り向いて言った。

「星獣と『伴侶』の命は、比ひ喩ゆでもなんでもなく、繫つながってるの。あんたの命はそのまま遙ちゃんの命なの。あんたが死ぬと遙ちゃんも死ぬ。だから、あたしはあんたを守るために戦った」

「え……？　え……？」

　麻由は、ふらふらと視し線せんをさまよわせた後、うつむいて頭を抱えた。

──いよいよ限界かな……。

　無理もない。

　麒き麟りんの『伴侶』に選えらばれたとはいえ、麻由はただの人間なのだ。物心つく前から、絵本の代わりに『星の子』や星獣についての話を聞かされ、方術を学んできた亮りようや柚子とは違う。

　自分の命が他人ひとの命と繫がっているなどと言われ、しかもその背景には地球の意志が働いているなどと言われれば、混乱もする。

──さて、と……どうしたものかな。

　話さなければならないことはまだあるのだが、さすがにこれ以上は耐えられないだろう。

　亮は麻由のこめかみに手を伸ばした。

　方術で眠らせる。

　話の続きは一晩休ませてからだ。

「妖よう魔まは……妖魔が、どうして私を殺そうとするんです……？　あの赤い髪の女の子は……？」

　麻由が頭を抱えたままながらもそう訊きいてきたのは、亮の指先が麻由のこめかみに触れようかという時だった。

　亮は伸ばしていた手を下ろし、「うん」と頷うなずいた。

「妖魔と、その主たちの目的は、人間を滅ぼすことだ」

　麻由は顔をあげも頭から手を離はなしもしなかったが、亮は話を続けた。

「さっきも言ったとおり、地球は『星の子』を通して人間が存続するに値する種であるか否かを判断する。そして、その結果、地球が人間を存続するに値しないと判断した場合──」

　麻ま由ゆが、頭を抱えたまま顔をあげた。

「人間は滅びる。『星の子』が生まれなかった場合も同様だ」

「ほろ……びる？」

「敵の目的は人間を滅ぼすこと。そのために、彼等は『星の子』の誕たん生じようを阻そ止ししようとしている」

「あんたと遙ようちゃんをもろとも殺すことで、ね」

　頭から手を離はなし、麻由は遙を見た。

　遙は一歩前に出、身を屈かがめた。

　代わるように、亮は立ちあがって数歩下がった。

「麻由」

　遙の手が、麻由の頰ほおに淡く触れた。

　麻由は遙に向けていた視し線せんを下ろし、小刻みに震ふるえた。

「俺おれに、麻由のことを守らせてほしい」

　麻由の視線が上がった。赤らんだ目が改めて遙を映す。

「まも……る？」

　遙が頷うなずくと、麻由は笑った。

　だが、それは嬉うれしさや安あん堵どの笑えみではなかった。

　嘲あざけるような、あるいは皮肉るような。

　亮りようと柚ゆ子ずが眉まゆ根ねを寄せた次の瞬しゆん間かん、乾いた音があがった。

　麻由の平手が遙の頰ほおを打った音だった。

「なにが、守らせてほしい、よ！」

　平手に続いて、麻由は悲鳴じみた叫びを遙に叩たたきつけた。

「みんなあなたのせいじゃない！　麒き麟りんとか『伴侶』とか……あなたが私にわけのわからないことしたから、だから──いやあっ!?」

　麻由の悲鳴じみた叫びは、柚子に髪を鷲わし摑づかみにされたことで本物の悲鳴に変わった。

　柚子は、鷲摑みにした髪を躊ちゆう躇ちよも容赦もなく引っ張って麻由を自分に向かせると、もう片方の手を振りかぶった。

「やめろ、柚子！」

　遙が制止の声をあげたが、柚子の手は振るわれ、麻由が遙を打った際の何倍も痛ましい音が響ひびいた。

「麻由！」

　麻由は遙が咄とつ嗟さに伸ばした腕の上に倒れこんだ。

　遙ようが受け止めていなければ、麻ま由ゆは頭から地面に激げき突とつして大おお怪け我がをしていただろう。

　亮りようは自分が痛いかのような顔で首の後ろをさすった。

　大怪我は免まぬがれたとはいえ、麻由の打たれた頰ほおは早くも腫はれあがり、口の端には血が滲にじんでいた。

　そんな麻由に、柚ゆ子ずは追い打ちをかけた。

「わかってないみたいだから、もう一度教えてあげるわ！　いい？　あんたはね、遙ちゃんがいなかったら、とっくの昔に死んでるの！　あんたが生きていられるのは、遙ちゃんのおかげなの！　そんなあんたに、遙ちゃんをひっぱたく権利なんてあると思う？　思わないわよね？　もし思うってんなら──ぐもっ！」

　柚子が拳こぶしを握ったところで、亮は柚子を背はい後ごから捕まえて口を塞ふさいだ。

　遙の腕に身を預けたまま赤らんだ目を見開いて柚子を見ていた麻由は、間もなく声をあげて泣き出した。

　腕の中で泣きじゃくる麻由を、遙は抱きしめるでもなく離はなれもせず、ただじっと見つめていた。

　苦しげなまなざしで。
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　間もなく日付も変わろうという時間、とある雑居ビルの屋上で、功刀くぬぎ直なお純ずみは一人の男と対たい峙じしていた。

　男は上半身になにも身につけてはいなかった。男は衣服の代わりに血をまとっていた。男の血ではない。男の身体からだに傷はない。

　男が上半身裸なのは、そして血に濡ぬれているのは、男がつい今し方人を殺あやめたため。

　殺されたのは、ストリート系の少年三人。うち二人は鋭えい利りな刃物で全身を切り刻まれ、残る一人は首を嚙かみちぎられていた。

「新たに三人……。西にし島じま拓たく郎ろう……おまえが殺した人数は、これで何人になった？」

　直純の問いに、男は答えることなく恍こう惚こつとした笑えみを浮かべた。目は宙をさまよっている。

　男は酔っていた。酒でも薬でもなく、血に。

「言葉は無意味か……」

　直純がため息交まじりに言って上着を脱ぐと、男は直純を見、口の端を吊つりあげて歯を剝むき出しにした。そして、首をもたげて月明かりに目を細めると、狼おおかみが遠とお吠ぼえするかのように吠えた。

　否いな、それは狼の咆ほう吼こうそのものだった。

　残ざん響きようがやまぬうちに、男の上半身に異変が起こった。

　まず初めに筋肉が肥大した。次に、一回りどころか二回りも三回りも大きくなった上半身全体を、黒こつ褐かつ色しよくの体毛が覆おおった。指先からは鉤かぎ爪づめが伸び、最後に頭部が狼のそれへと形を変えた。

　男は、人じん狼ろうだった。

　直純は小さく嘆息すると、上着を無造作に放って、狼の咆吼をあげた。

　直純の上半身にも男と同様の変化が起こった。

　肥大した筋肉がＴシャツを破り、体毛が上半身をくまなく覆おおう。男の体毛が褐色であるのに対して、直純の体毛は赤。続いて指先より鉤爪が生え、頭部は狼そのものとなった。

　直純もまた、人狼だった。

「西島拓郎、『院いん』の命令により、おまえを捕らえる」

「やってみろ！　やってみろよおおおおおっ！」

　男が地面を蹴けった。

　半はん瞬しゆん。

　一瞬にも満たぬうちに男は直純に肉にく薄はくし、鉤爪を振るった。

──たいした速さだ。だが──！

　直純は、喉のど笛ぶえに迫る凶きよう刃じんを最小の動きで避けると、男のがら空あきの脇わき腹ばらに拳こぶしを突き入れた。

　手加減はしなかった。実際、肋ろつ骨こつを砕くだいた確かな手て応ごたえがあった。

　だが、男は悶もん絶ぜつすることなく空振りしたのと逆の鉤爪を繰くり出してきた。

　直なお純ずみはこれをのけ反ぞってかわし、反はん撃げきの拳こぶしを打ち下ろしたが、その時には既すでに男は直純の眼前から遠ざかっていた。

「痛いてえ……痛えじゃねえか、この野郎！」

　男の全身から黒が噴ふき出した。

　男は影狼。

　影狼は闇やみを操あやつる。

　闇は一いつ瞬しゆんにして直純の視界をすっかり塞ふさぐほどに広がり、直純は目を見張った。

──なるほど、俺おれに出番が回ってくるわけだ。

　闇が津つ波なみのように迫ってくる。

　範はん囲いが広く速さもあるために、かわすことは難むずかしい。

　だが、直純にはかわすつもりなどなかった。

　ヨゴレ者相手に一歩たりとも下がるわけにはいかない。

　直純は腰を落とすと、闇の津つ波なみに吞のみこまれようというその瞬間に、全身より炎を噴き出させた。

　直純は赤狼。

　赤狼は炎を操る。

　炎は闇の津波を押し返し、男の眼前でもろとも消滅した。

　男は驚きよう愕がくに目を見開き、直後、戦せん慄りつによってその目をさらに剝むくこととなった。

　炎と闇が消えたそこに、今まさに渾こん身しんの拳こぶしを放たんとする赤い狼おおかみの姿があった。

「おおおおおっ！」

　直純が雄お叫たけびとともに放った拳は、男の鳩尾みぞおちに炸さく裂れつし、今度こそ男を悶もん絶ぜつさせた。

「う……ぐ……お……え……」

　男は唾だ液えきを滴したたらせてガクッと頭を垂たれた。

　直純が拳を引き戻すと、男は糸の切れた操り人形のように崩くずれれ落ちた。

　男を見下ろし、直純は小さく嘆息した。

「後を絶たないな、この手の輩やからは……。絶えることがないぶん、『桜さくらの妖よう魔ま』よりも始末が悪い……」

　月の光によって、その身を獣けものへと変じることのできる者たちがいる。

　彼等は獣じゆう人じんと呼ばれている。

　人狼は獣人の一種。

『院いん』は、彼等獣人を束たばね、管理することを目的として作られた組そ織しき。

　獣人の中には、その力をもって社会に仇あだをなす者も少なくない。

　ヨゴレ者と呼ばれるそういった者たちや、人間に害をなす魔物の排除が、『院』に勤つとめる者たちの主な仕事だ。

　直なお純ずみは男を担ぎあげた。

　近くに待機している護ご送そう班はんに引き渡す。

『長おさ』が替わって、ヨゴレ者は例外なく死罰、という方針は改められたが、死罰そのものがなくなったわけではない。

　男を横目で見る。

　男は両手の指では数え切れない人数を殺している。死罰は免まぬがれないだろう。

　また小さく嘆息し、月を一いち瞥べつして、直純は歩き出した。
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　功刀くぬぎ直純には兄がいた。

　直純と同じ赤狼であり、十代にして獣じゆう聖せいとなった兄は、九年前の『血の聖夜』の際に死亡した。

　獣聖は、『院いん』において『長』に実力を認められた者に与えられる称号。

　兄に憧あこがれ兄を越えることを目標としていた直純は、十九歳にして獣聖の称号を得、奈な良ら県けん吉よし野のの『院』本山へとやってきた。

　そこで直純に与えられた仕事は、若手の育成だった。

　九年前の『血の聖夜』と、八年にもわたった『桜さくらの妖よう魔ま』との戦いによって、『院』は多くの優秀な戦士を失っていた。

『桜の妖魔』が絶滅したとはいえ、人間に害をなす魔物は少ないながらも存在するし、獣人の力を悪用するヨゴレ者が後を絶つことはない。

　実力と志こころざしを持った人材の育成は、急務であった。

　当初は、他人になにかを教えるなど自分には向いていないし、その時間を自分の修しゆ行ぎようにあてたいと思っていた直純だったが、教えるという行為は教える側も存外得るものが多く、最近ではやり甲斐がいを感じるようになっていた。

　そんな直純に東とう京きようから小包が届いたのは、本山での仕事に就ついてから二ヶ月が過ぎた十月の末のことだった。

　差出人は、都つ築づき由ゆ花か。

　直純の師である都築静しず華かの娘で、直純にとっては兄弟弟子であると同時に、恋人のようなその一歩手前のような存在でもある。

　小包の中身は、セーターが一着と一通の封筒だった。

　封筒の中には、手紙と写真が二枚。

　直純は、まず写真を見た。

　一枚目には、由花が写っていた。

　写真の中の由花は、さらさらとした黒髪を陽ひ射ざしに輝かがかせ、屈くつ託たくのない笑顔えがおを咲かせている。撮さつ影えいされた場所は、直なお純ずみと由ゆ花かが修しゆ行ぎよう場ばにしていた公園。

　直純は小さく笑って、もう一枚の写真を見た。

　こちらには、由花を含めた都つ築づき家の全員が写っていた。直純の師である静しず華か。その夫・夏なつ彦ひこ。由花に、長男の秋あき斗と。秋斗と双子で次女の美み冬ふゆ。次男の冬とう馬ま。場所は、先程の写真と同じ公園。──東とう京きようを離はなれてからまだそう経たったわけじゃないが、それでもやっぱり懐なつかしいな。

　思いながら、直純は手紙を広げた。







　直純くんへ。

　お元気ですか？

　お仕事はがんばっていますか──って、これは聞くことないよね。直純くんはがんばり屋さんだもの。がんばってるにきまってるもんね。

　こちらは、写真のとおり、みんな元気です。




　セーターを編んだので送ります。

　直純くんに一番似合う色はなんだろうって考えて、最初に浮かんだ色は赤だったんだけど、直純くんは派手な色は好きじゃないかな～と思って、ボルドーにしました。

　もし気に入ってもらえたのなら、着てください。サイズは合ってると思います。

　はじめはクリスマスプレゼントにするつもりだったんだけど、そっちは東京よりも寒くなるのが早いらしいので、送っちゃうことにしました。

　思ったよりも上手に編めたので、一日でも早く直純くんに見てほしいって気持ちも実はあったりします（笑）




　直純くんは、年末やお正月はお休みになるのでしょうか？

　もしお休みになるのなら、帰ってきてくれると嬉うれしいです。

　クリスマスにも会えると、もっと嬉しいです。




　また、お手紙書きますね。電話もします。




　では、またね。




　Ｐ．Ｓ．安曇あずみちゃんによろしく
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　直なお純ずみは手紙をたたんで写真ともども封筒にしまうと、小包の中のセーターに目をやった。手紙を置き、セーターを手に取る。手触りからして暖かい。

「手て編あみのセーター……か」

　直純はしみじみと呟つぶやいた。

　直純には編み物に関する知ち識しきなどないし、由ゆ花かに編み物の経けい験けんがどの程度あるのかも知らないが、たとえ編み物が得意であったとしても、それでもセーターなどは一日や二日で編める物ではないはずだ。

──根気が必要なはずだ。俺おれのために、都つ築づきはがんばってくれたのか。

　由花は可愛かわいい。朗ほがらかで誰だれからも好かれる。料理が得意で編み物もこなせて、そのうえ戦士としての技量は直純に勝る。

　戦いしか能のない自分には勿もつ体たいのない彼女だと、つくづく思う。

「がんばらないとな」

　由花に見合う男であるために。兄を越える男になるために。

「……着てみよう」

　直純は立ちあがってトレーナーを脱ぎ、セーターを着た。

「ふむ……」

　サイズは、確かにピッタリだった。落ち着いた色合いも直純の好みだ。

　姿すがた見みで似合っているかどうかを確認したかったが、生憎あいにく、直なお純ずみの部屋に姿見はなかった。

──こういう物をもらった場合は、やはり着た姿を見せるのが礼れい儀ぎなんだろうが……。

　当分は、会いに行く時間は作れそうになかった。

　直純は顎あごの先を触りつつ考え、

「写真を送るか……」

　カメラの類たぐいは一切持っていなかったが、それは誰だれかに借りればいい。

　思い立ったが吉きち日じつ。直純は早速カメラを借りに行くことにした。

「佐さ和わ山やまが持っていてくれるといいんだが……」

　部屋を出ようと玄関ドアのノブに手をかけたところで、直純は忘れ物を思い出したかのように引き返した。そして、由ゆ花かからの手紙と写真の入った封筒を手に取ると、由花が一人で写っている写真のみを抜き取り、それを自分の財布の定期入れに入れた。

「まさか俺おれが女の写真を持ち歩くようになるとは……」

　由花と出会うまで、直純はただひたすらに修しゆ行ぎよう修行の毎日を過ごしてきた。

　恋をしたこともなかったし、恋人など修行の邪じや魔まにしかならないと思っていた。

　だが、違った。

　由花の存在は大きな励はげみになっている。

　こんな自分も悪くないと思う。

　微び苦く笑しようして財布をジーンズのポケットにしまうと、直純は部屋を出た。
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『院いん』本山は、四つの区画に分かれている。

　紫し宸しん殿でんのある第一結界区画。捕らえたヨゴレ者や魔ま物ものを幽ゆう閉へい・封ふう印いんしている第二結界区画。修行のための施設の連なる中央区画。そして居住区画の四つだ。

　近きん畿き地方にこの冬最初の雪が降った翌日、功刀くぬぎ直純は、中央区画ではなく、居住区画にある道場の一つを訪れていた。

　獣じゆう人じんは炎や雷を振るって戦うために修行のほとんどは屋外で行われるが、変身していない状じよう態たいでの組み手は屋内で行われることも少なくない。

　直純は、自分の修行にも弟子たちの修行にも屋内を使うことは滅多になく、あったとしても中央区画にある道場を使うので、居住区画の道場に足を運ぶのはこの日が初めてだった。

　直純が居住区の道場に足を運んだのは、ある少女の指し導どうぶりを見学するため。

　中央区画にある道場はどれも体育館ほどの広さがあるが、居住区画の道場はその半分もなかった。

　床には畳たたみが敷しき詰められており、目的の少女は、その中央で、上うわ背ぜいも筋肉の厚みもある青年に攻せめ立てられていた。

　青年が繰くり出しているのは、左の連打。速く細かく鋭するどい。

　直なお純ずみであっても全弾避けることは難むずかしい攻こう撃げきを、しかし少女はかすらせもしない。

　かわしているだけでも十二分に凄すごいが、さらに凄いのは、少女が足をほとんど使っていないという点だった。体たいをわずかに引いたり撚ひねったりするだけで、速射砲のような拳けん打だの全すべてをかわしているのだ。一本に編あまれた髪が躍おどることもない。

　直純が少女の体たい捌さばきを見るのは初めてではないが、見る度たびに驚おどろかされる。

　青年が攻撃を切り換えた。速い左に代わって、威力にあふれると一目でわかる右の拳こぶしが大きく弧こを描えがいて少女に迫る。

　少女はしかし、その剛ごう腕わんを指先だけで易やす々やすと払いのけた。

　青年の表情が凍った。

　無理もない、と直純は思った。

　青年の体格は直純よりも一回り大きい。対して少女は身長一五〇センチと小柄なうえに病的なまでに線せんが細いのだから。

　青年が次の攻撃に移るよりも先に、少女の掌てのひらが青年の分厚い胸むな板いたに触れた。

　刹せつ那な、ドン！　という大砲のような音が響ひびき、間もなく、「ぐ……あ……」、青年が呻うめきながらその場にうずくまった。

　青年の呻きがやむのを待って、少女が言った。

「攻こう撃げきをいなされるとすぐに頭に血をのぼらせてしまうのが、あなたの悪い癖くせです。これが実戦であったら、右を大振りした次の瞬しゆん間かんに、あなたの命は終わっていたでしょう」

　少女の横顔は、巫女みこのように凜りんとしていた。

「は……い」

　青年が、食いしばった歯の隙すき間まから声を出した。畳たたみに置かれた拳がわなないている。

「ですが──」

　少女の言葉には続きがあった。

　青年が顔をあげる。

「左の連打は見事でした。ただ速いだけでなく、しっかりと牽けん制せいが織おり交まぜられていましたね。あとしばらく打ち続けられていたら、もらっていました」

　少女が穏おだやかに微笑ほほえんで言った言葉は、苦痛と悔しさに強こわ張ばっていた青年の顔にじわじわと喜びの色を滲にじませた。

　青年は片方の拳を畳から浮かせて開くと、改めてぎゅっと握った。小さなガッツポーズだった。

　小さく笑って、直純は視し線せんをずらした。

　いくらか離はなれた所に、若者が五人、やはりうずくまっている。彼等をうずくまらせたのも少女だ。

　少女は、目の前の青年を含めた六人の若者に言った。

「今日の組み手はこれでおしまいです。すぐに水みず溜たまりに移動してください。水面立ちをやります」

「う……っす」「まだ……まだあっ！」「こ、この程度……でぇ……」「りょーかい……っ」「おえ……っぷ」「よっ……しゃあっ！」、若者たちはやっとという感じながらも立ちあがると、まず少女に一礼し、直なお純ずみにも頭を下げて、道場を出て行った。六人が六人ともふらついていたが、背中には覇は気きが感じられた。

──俺おれの受け持っている連中とはえらい違いだな。

　心中で嘆息して、直純は少女に声をかけた。

「あれだけ痛めつけた後に水面立ちとは、意外と容赦がないな」

　水面立ちとは、獣じゆう気きを爪つま先さきに集束させて、その名のとおり水面に立つという修しゆ行ぎよう法。長時間続けることで獣気を鍛きたえられる。水溜まりは、水面立ちを行うための場所として中央区画の片隅に造られた池の通称。

「しかも、嫌いやがっている者がいないというのも驚おどろきだ」

　直純の言葉に、少女──佐さ和わ山やま安曇あずみは、たおやかに微笑ほほえんだ。

　佐和山安曇は、直純と同じ獣じゆう聖せい。年ねん齢れいは直純より二つ下の十七歳だが、獣聖としては彼女の方が四年先せん輩ぱいになる。

　安曇にもまた、直純と同様、若い獣じゆう人じんたちの指し導どうの任が与えられていた。

　安曇が受け持っている若者の中には、安曇よりも年が上の者もいるが、先程の様よう子すを見るに、安曇は皆から尊敬され信頼されているようだった。

「どうでしたか？　私の指導なんか見ても、参考になんてならないと思いますけど……」

　安曇が歩み寄ってきて直純を見上げた。

「そんなことはない。俺おれの方では、水面立ちと組み手の順番を逆にやらせていたんだが……組み手で痛めつけて、そのうえで獣じゆう気きを搾しぼり出させた方が、獣気が鍛きたえられるだけでなく打たれ強さも身につくな。参考になった」

「あまり褒ほめないでください」

　安曇はくすぐったそうに笑った。

「私の先生の教え方をそのまま真似まねしているだけなんですから」

「先生……か。佐和山の師し匠しようとなると、さぞかし立派な獣人だったんだろうな」

　直純は、自分の師であり由ゆ花かの母親でもある静しず華かの顔を思い浮かべつつ、言った。

「ええ、それはもう。四年前に亡くなってしまったんですけど……」

「そうか……。すまないことを訊きいたな」

「気にしないでください。──そうだ。今度は私が功刀くぬぎさんの指導の見学に行ってもいいですか？」

「構かまわないが、たいした参考にはならないだろうな」

　修しゆ行ぎよう内容それ自体は、直なお純ずみも安曇あずみもほぼ同じなのだが、明らかに直純よりも安曇の方が教え上手じようずだった。

　効率の良さもさることながら、安曇はただ弟子たちの欠点を指摘するだけではなく、褒ほめるべきところはしっかりと褒める。

　直純はといえば、ただ欠点を厳きびしく指摘してばかりだった。弟子の努力や上達を認めていても、褒めればつけあがると思ってあえて褒めないようにしていた。だが、そのやり方は、現代の若者──直純もまだ十九歳だが──の気質には合わないのかもしれない。

「水面立ちの後にも、なにかやらせるのか？」

「ええ。獣じゆう気きを速く練ねるための修行を」

「それも見学させてもらってかまわないか？」

「はい。それじゃあ、行きましょうか」

　道場を出ると、眩まぶしいほどの陽ひ射ざしに歓迎された。前日とはうって変わっての快晴。雪は夜半過ぎに雨に変わったために、たいして積もってはいなかった。

　並んで歩く。

「そのセーター、よっぽど気に入られてるんですね」

　安曇が、直純を見上げて言った。

　二人の身長差は三十センチ以上。見上げてもらわねば互いの顔は見えない。

「うん？」

「修行の時以外は、いつも着られてるから」

「ああ……」

　直純は自みずからの着ているセーターを見た。

「暖かいし、色合いも気に入っている」

「なにより、由ゆ花かさんの手て編あみですもんね」

「……」

　直純が仏ぶつ頂ちよう面づらになると、安曇はくすくすと笑った。

──俺おれの前でも、よく笑うようになってくれたな。

　直純は、初めて安曇に会った時のことを思い出し、小さく苦く笑しようした。

　直純が安曇と初めて会ったのは、五ヶ月前の七月。

　弱じやつ冠かん十三歳にして獣じゆう聖せいとなった水狼の少女がいるという話は聞き知っていたが、実際に彼女と顔を合わせてみて、直純は何重にも驚おどろかされた。

　まず驚いたのが、彼女が頭に超がつくほどの人見知りだったことだ。

　十代前半にして獣聖となったほどの人物でありながら、まるで自分が生きていることが申し訳ないとでも思っているかのように深くうつむき、声も耳を澄すまさなければ聞き取れないほどに小さかった。

　さらに驚おどろかされたのが、いざ戦いとなった時の豹ひよう変へんぶりだった。

　弓を構えるが如ごとく伸びた背筋。射い抜ぬくようなまなざし。爆ばく発はつ音すらも切り裂いて響ひびく声。戦いに臨のぞむ彼女の様は、獣じゆう聖せいの称号にこのうえもなく相応ふさわしかった。

　深くうつむき、蚊かの鳴くような声でしか話せず、誰だれかがちょっと大きな声を出すだけで震ふるえあがっていた彼女と、巫女みこの如き凜りんとした彼女が同一人物であるという事実に慣なれるには、少なからず時間がかかった。

　慣れといえば、安曇あずみは慣れた相手に対しては朗らかだった。

　安曇が直なお純ずみを前にしてもおどおどしなくなったのは、直純が本山にやってきて三ヶ月が過ぎたあたり。

　安曇の伯父おじであり現在の『長おさ』でもある五ご堂どう恭きよう市いちによれば、これは異例の早さなのだとか。

（十年以上も付き合いがあるのに慣れてもらえない奴やつもいるからな。おまえ、才能あるぜ）

　そんなふうにも言っていた。

──なんの才能なのかわからないが……。そういえば、都つ築づきは佐さ和わ山やまとは会って五分も経たたないうちに友達になっていたな……。

　三ヶ月かかった直純に才能があるというのなら、五分とかからなかった由ゆ花かは、さしずめ十年に一人の天才といったところか。

「功刀くぬぎさん？」

　声をかけられ、直純はハッとなった。

「どうかされたんですか？　ボーッとして……」

「あ、いや。都築が佐和山に会いたがっていたな、と……」

　安曇の表情がほころんだ。

「私も、また由花さんにお会いしたいです」

「近いうちに、一度遊びに来ると言っていた」

「本当ですか？　なら、その時はスフレ焼かなくちゃ！」

　安曇が、ぱん、と手を合わせた。

「スフレ？」

「はい。私、お菓子作りが趣しゆ味みなんです。以前にお会いした時にそのことを話したら、由花さんが食べてみたいって言ってくれて」

「お菓子作りなら、都築も得意だな」

「ええ。だから次に会う時には、私がスフレを焼いて、由花さんがクッキーを焼いて、お互いに食べっこしようって約束したんです」

「都築のクッキーに佐和山のスフレか……」

　由花のクッキーは何度か食べたことがある。甘党ではない直純でも何個でもいける味だった。

　その味を思い出した勢いで安曇あずみのスフレの味の想像を試みたが、ぼんやりした甘さしか浮かばなかった。よくよく考えてみると、直なお純ずみはそもそもスフレというのがどんなお菓子なのかを知らなかった。

「功刀くぬぎさんの分も焼きますね！」

「え？」

「甘い物、お嫌いですか？」

「あ、いや、そんなことはない」

「なら、楽しみにしていてくださいね！　絶対、おいしいって言わせてみせますから！」

　安曇は笑顔えがおで、両手をぐっと握りしめてみせた。

　その笑顔は輝かがやいていて、直純は思わず見入ってしまった。

　うつむいた暗い顔と戦せん闘とう時の凜りんとした顔の印象の強い安曇だが、笑顔は由花に負けず劣らず可愛かわいい。

「功刀さん？」

　直純はハッとなった。

「大丈夫ですか？　またボーッとされてましたよ？」

「あ、ああ……」

「お疲れなんですか？」

「そういうわけではないんだが……」

　佐さ和わ山やまの笑顔えがおに見とれていた、とはさすがに言えない。

「あっ。もしかして、由ゆ花かさんのこと考えてたとか」

「ち、違う」

「でも、赤くなってますよ？」

「う……」

　直純が言葉に詰まると、安曇は少しいたずらっぽく笑った。

　その顔もまた可愛くて、直純はますます赤くなった。

　とそこに、前方から呼び声がかけられた。

「直純くーん！　安曇ちゃーん！」

　助かった、と思いつつ直純は前を向いた。

　声の主が駆かけ寄ってくる。

「二人一緒だったんだね。ちょうどよかったよ」

　声の主は、橘たちばな春はる海みだった。

　背が低く童顔で、かけているメガネは野や暮ぼったく、迫力という言葉からはかけ離はなれて見えるが、彼は現在八人いる獣じゆう聖せいの最古参であると同時に、二児の父親でもある。

「ご無ぶ沙さ汰たしています」

　直なお純ずみは会え釈しやくした。

「うん、久しぶりだね。安曇あずみちゃんも」

「こん……にちは」

　答えた安曇の声は、ボリュームが最小になっていた。

　直純は横目で安曇を見たが、安曇の姿はそこにはなかった。

　首を捻ひねる。安曇は直純の背中に半身を隠かくしていた。

「相変わらず……だね」

　橘たちばなは苦にが笑わらいを浮かべ、直純は眉まゆをひそめた。

　橘と安曇の付き合いは、橘が獣じゆう聖せい最古参で安曇が五ご堂どうの姪めいであるということもあって、長い。安曇が小学校に入る前から知っていると、以前に橘が言っていた。十年以上の付き合いということになる。

　にもかかわらず、安曇は未いまだに橘に慣なれていなかった。

　本人曰いわく、「怖い人でも話にくい人でもないのはわかってるんですけど、どうしても慣なれなくて……」ということらしい。

──そういえば、都つ築づきも、子供の頃ころは橘さんのことがどうしてか苦手だったと言っていたな……。悪意はないのに犬や猫にどうしても懐なつかれない人が稀まれにいるが、それの強化版みたいなものだろうか……？

　そんなことを思っていると、

「二人を捜さがしてたんだ」

　橘が言った。

「僕と一いつ緒しよに来て」

「どこへです？」

「五堂さんの所」

　直純と安曇は顔を見合わせた。




　直純と安曇が橘に連れてこられたのは、紫し宸しん殿でんの最上階にある応接室だった。

　ソファーが二つとテーブルが一つあるだけの殺さつ風ぷう景けいな洋間で、広さもない。

「おう、来たか」

　直純と安曇を呼びつけた本人である五堂恭きよう市いちは、ソファーにだらしなく身体からだを預け、スポーツ新聞を広げていた。

「まあ、座れ」

「失礼します」

　直純は一礼してソファーに腰掛けた。安曇は同じようにして直純の隣となりに、橘は五堂の隣に座った。

「どうだ？　若い連中の育ち具合は」

　スポーツ新聞を適当にたたんでテーブルの隅に放って、五ご堂どうが直なお純ずみに訊きいてきた。

　五堂もまた、橘たちばなと同じく迫力や威い厳げんといった言葉の似合わない容よう貌ぼうの持ち主だった。

　がっしりしているものの上うわ背ぜいはなく、いつもどこか眠そうな顔をしている。着ている物もよれよれで、迫力や威厳どころかだらしない印象しかない。無ぶ精しよう髭ひげと寝ね癖ぐせがその印象を三割も四割も増させている。

「順調、とは言い難がたいですね。修しゆ行ぎよう嫌ぎらいが多すぎます。もう何人逃げ出したことか」

「おまえさんがしごきすぎたんじゃないのか？　自分の修行と同じノリでやると、おまえさんの場合、誰だれもついてこれないぞ」

「ですが、中途半端な修行では中途半端な実力しか身につきません。中途半端な強さほど危ういものはない。そうならないようにと思うと、どうしても手加減ができなくて……」

「ま、厳きびしいのは悪いことじゃないさ。壊こわさない程度にしごいてやってくれ」

　五堂の視し線せんが安曇に移った。

「安曇、おまえの方はどうだ？」

　うつむき縮ちぢこまっていた安曇は、訊きかれるとビクッと肩を震ふるわせた。

　安曇は五堂には慣れているが、隣に橘がいるのがいけなかった。慣なれた相手と接する場合でも、慣れていない相手が側そばにいると、安曇は萎い縮しゆくしてしまうのだった。

「……うまくいっていると思います。……みんな、がんばってくれていますから……」

　安曇は蚊かの鳴くような声で答えた。

「そうか。そりゃ頼もしいな」

　萎い縮しゆくした安曇の姿を見み慣なれている五堂は、気にもせずにニッと歯を見せた。隣となりの橘は哀かなしげにも見える苦にが笑わらいを浮かべている。無理もないだろう。

「さて、本題だ。おまえらに揃そろって来てもらったのは他ほかでもない」

　五堂が、組んだ手をテーブルに置いて言った。

「おまえらに討うってもらいたい奴やつがいる」

　眠たそうだった五堂の顔つきが、『長おさ』のそれになっていた。

　直純は姿勢を正して訊たずねた。

「ヨゴレ者ですか？」

「魔ま物ものだ」

「結構長いこと『院いん』が追ってた魔物でね、四年前にようやく見つけて封ふう印いんしたんだけど、その封印が解とけかかってるのが確認されたんだ」

　五堂の答えに、橘が付け加えた。

「もう何日もしないうちに封印は破られる。確実にね。人間の精気を糧かてにするタイプだから、逃のががすわけにはいかないんだ」

「数は？」

「一匹」

「封ふう印いんされている場所は？」

「第二結界区画の中だよ。封印が破られても、区画そのものに張られた結界があるけど、あいつならそっちも破っちゃうだろうね」

「それほどの相手だと？」

　橘たちばなは童顔を引き締しめて頷うなずいた。

「名前は、黒くろ星ぼし」

　直なお純ずみは初めて聞く魔ま物ものだったが、安曇あずみはうつむいていた顔をはねあげるという反応を示した。

「佐さ和わ山やま……？」

　直純は怪訝けげんな顔で安曇を見た。

　安曇は目を見開き、膝ひざの上に置いてあった手を左右ともに握りしめ、わななかせていた。

「知っているのか？　黒星を」

　直純の問いに答えたのは、安曇ではなく五ご堂どうだった。

「知ってるさ。なにしろ、黒星は安曇の師し匠しようを殺した魔物だからな」

　直純は目を丸くした。




「今夜、黒星の封印を解とく」

　と五堂は言った。

　封印が破られるのを待つのではなく、こちらから解いて黒星の不意を打つ作戦を取るという。

　戦うのは、直純と安曇の二人。

「手て強ごわい相手だが、今のおまえらならやれるはずだ」

　五堂のその言葉に、直純は迷わず頷いたが、安曇はまたうつむいた。

　怯おびえているのか戸と惑まどっているのか、どちらにしろ乗り気でないことは明らかだったが、五堂は、嫌いやなら引き受けなくてもいい、とは言わなかった。

　代わりに、五堂は次の言葉でその場を締しめくくった。

「島しま津づの仇かたき……おまえがその手で取れ、安曇」

　安曇はやはり頷かず、膝の上で固めていた拳こぶしをますます硬くした。

　応接室を出ても紫し宸しん殿でんを出ても安曇の顔があがることはなく、声をかけることさえためらった直純だが、中央区画と居住区画との分ぶん岐きにさしかかった所で、思いきって声をかけた。

「佐和山」

　安曇の顔が緩かん慢まんに持ちあがり直純を向いた。虚うつろな目。

「少し話をしないか」

　安曇は緩慢に頷いた。




　共同宿舎の食堂で待っているように言って安曇あずみと別れた直なお純ずみは、中央区画の水みず溜たまりへと足を運び、安曇の弟子たちに、「佐さ和わ山やまは来られなくなった。水面立ちを普段ふだんやっている倍の時間やって、今日の修しゆ行ぎようはそれで終わりだ」とそう指示を与えて、安曇の待つ共同宿舎へ向かった。

　食堂は一階と地下にあり、安曇は地下にいた。隅の席に、うつむいて座っている。

　調ちよう理り場ばから作業音が聞こえるものの、利用者は他にいなかった。混み合う食事時以外に、日の当たらないこの地下食堂を好き好んで利用する者はそうそういない。

　安曇のテーブルに飲み物すら置かれていないことに気づいた直純は、まず食堂のほぼ中央にあるドリンクバーに向かった。

　業務用のサーバーが設置されていて、ウーロン茶やアイスコーヒーが二十四時間自由に飲めるようになっていた。緑茶や紅茶を入れるためのお湯、それにホットコーヒーも、ポットに入って置かれている。

　直純はカップを二つ取ってコーヒーを入れると、片方はなにも入れず、もう片方には砂さ糖とうとミルクを多めに入れて、安曇のテーブルに運んだ。

「コーヒーでよかったか？」

　砂糖とミルクの多く入ったコーヒーを安曇の前に、ブラックコーヒーを手前に置いて、直純は安曇の向かいの席に着いた。

「そっちのは甘くしてある。ブラックがいいなら取り替えるが」

　安曇はうつむいたまま小さく首を横に振った。

「佐和山の弟子連中には、佐和山は来られなくなったと伝えておいた」

　言って、直純はコーヒーを一口飲んだ。

　淹いれられてから時間が経たっていたのか、香りが飛んでいてただただ苦にがいだけだった。

「すみません……」

　安曇の言葉はそれ以上続かず、会話は途と切ぎれた。

　空くう調ちようと厨ちゆう房ぼうからの作業音の他に音はなく、沈ちん黙もくがいっそう重く感じる。

　直純は、苦いだけのコーヒーを口に運びつつ、もう片方の手の人差し指でテーブルをカリカリと搔かいた。

──話をしようと誘さそったはいいが、自分が口くち下手べたであることを忘れていたな……。

　師の仇かたきと戦えと言われれば、安曇ならずともナーバスになる。そっとしておいた方がよかったのかもしれない。

──普段はおどおどしていても、佐和山はいざ戦いとなると頼もしくなる。今回だって──。

「四年前の……先生が殺されたあの日……私もその場にいたんです」

　安曇の声が、直純の内心での独白を遮さえぎった。

「私にとっては、初めての実戦でした」

　うつむいたまま、安曇あずみはその日のことを語った。




　安曇の師は、名前を島しま津づ京きよう介すけといった。

　安曇と同じ水狼で、獣じゆう聖せいに次ぐ使い手として『院いん』では名の通った存在だった。

「すごく強いのに、子供っぽいところがあって、よく笑う人でした」

（勇気を出せ、安曇）

　島津が安曇に対して最も多く言った言葉が、それだった。

（おまえの力はたいしたものだよ。素質だけでいうなら俺おれなんか足下にも及ばないだろうな。努力もしている。おまえに足たりないものがあるとすれば、ただ一つ……勇気だ）

　当時の安曇は、現在よりも他人に慣なれるまでに時間がかかっていた。否いな、決して慣れなかった。当時の安曇にとって、他人は皆恐怖の対象だった。

「私がそうなってしまった原因は、小学校でのいじめです」

　なぜいじめられるようになったのかは、安曇にもわからない。三年生のある日、突然、いじめは始まった。

　クラス全員に無視され、机に落書きされ、上うわ履ばきを隠され、体操着を切り刻まれた。担任教師は見て見ぬフリをした。助けてくれる友達もいなかった。

　獣じゆう人じんの力を使えば無む論ろん反はん撃げきは容易たやすかったが、普通の人間に対して獣人の力を振るうと、それがどのような結果を招くのか、安曇は子供ながらに理解していた。

　中学に進むといじめはなくなったが、その時にはもう安曇は他人という他人を怖おそれるようになっていた。

　安曇が島しま津づから戦いを教わるようになったのは、いじめの真っ最中であった十歳の頃ころから。『院いん』に所属する獣人の子供は、例外を除いて必ず戦いを教わる。素質に恵まれていると認められた子供には名のある獣人がマンツーマンでつくこともあり、安曇がまさにそうだった。

（いつになく暗い顔だな。またやられたのか）

　いじめのことは母親にも島津にも話したことはなかったが、どういうわけか島津は安曇がいじめにあっていることを知っているようだった。

（一人でもいいから友達を作るんだ。五年生になったらクラス替えがあるんだろ？　なら、その時がチャンスだ。友達を作るコツは、もうとにかく自分から話しかけていくことだ。これには少しばかり勇気がいるが、おまえなら大丈夫だ。できる。勇気を出せ、安曇）

　安曇は島津にはすぐに慣れた。母親を除けば、当時、安曇が怯おびえることなく接することのできた唯一の人物だった。

「修しゆ行ぎようも苦にはなりませんでした。身体からだを動かしている間は嫌いやなことを考えずにすみましたし、それに教えられたことができると先生が喜んでくれて……それが嬉うれしくて、がんばりました」

　島しま津づの下で修しゆ行ぎようするようになって二年が過ぎた頃ころには、友達は相変わらずいなかったものの、安曇あずみの実力は島津との組み手で三本に一本は取れるほどになっていた。

　そして、十三歳の冬、安曇は初の実戦を迎えることとなった。

（黒くろ星ぼしは、『院』がこれまでに何度も煮え湯を飲まされている魔ま物ものだ。初の実戦の相手としては重いが、俺おれも一いつ緒しよに戦う。いいか安曇。勇気を出せ。それができれば、おまえは無敵だ）

　安曇は頷うなずいた。

　修行のとおりにやればいいのだ。島津もいる。

　自信を持って臨のぞんだつもりだった。だが、黒星はそれで足たりる相手ではなかった。

「戦いが始まってすぐに、先生の左腕が……吹ふき飛ばされて……」

　その光景に、安曇の戦意は折れた。

「先生は苦痛に耐えながら戦って……水の檻おりに黒星を捕らえることに成功しました」

　だが、それで力を使い果たした島津は、安曇に向かってこう叫んだ。

（長くは捕らえておけない！　撃うて、安曇！）

「でも、私は、怖くて……一歩も動けなくて……ただ震ふるえているだけで……撃つことができませんでした」

　水の檻は間もなく破られ、島津は黒星に殺された。四し肢しを一本ずつ切り落とされ、最後に首をねじ切られるという、無む惨ざん極まる殺され方だった。

「取るに足たらないと思われたんだと思います。黒星は、私には手を出さずにその場を去りました」

　数ヶ月後、黒星は橘たちばなと数人の術者によって封ふう印いんされた。

「私は、出せなかったんです。勇気を。一番必要な時に。……ううん。今までに、ただの一度だって……」

　安曇の目から大粒の涙がこぼれ落ちるのが見えた。

「佐さ和わ山やま……」

　安曇の顔は話している間もずっと伏せられたままだった。コーヒーにも口をつけるどころかカップに触れてさえいない。

「ないんです……。私には、勇気が……ないんです……」

「そんなことはない」

　直なお純ずみは言い切った。

「佐和山にはちゃんと勇気がある。戦っている時の佐和山は誰だれよりも勇敢だ」

「違うんです」

　安曇はぶんぶんと首を横に振った。

「あれは、虚きよ勢せいなんです。勇気のあるフリをしているだけなんです。本当は、怖くて……いつだって逃げ出したいと思いながら戦ってるんです」

「だが、それは──」

　言おうとした言葉を、直なお純ずみは途と中ちゆうで吞のみこんだ。そして、別の言葉を口にした。

「今夜の戦いは、佐さ和わ山やまにとってはいい機会だ」

　安曇あずみの濡ぬれた目が上うわ目め遣づかいに直純を見た。

「師し匠しようの仇かたきを自分の手で取れれば、佐和山は勇気を手に入れられる」

　直純のその言葉は、安曇に視し線せんを下げさせ唇くちびるを嚙かませた。

「コーヒーを入れ替えてこよう」

　もうすっかり湯ゆ気げの立たなくなった安曇のカップと中身のほとんど入っていない自分のカップを手に取って、直純は席を立った。

　不味まずいコーヒーはやめて、今度はココアを入れて席に戻ると、安曇の姿はいつの間にかなくなっていた。




　指定された時間、指定された場所に、安曇はちゃんとやって来た。

　だが、決して腹を括くくりきれたわけではないということを、伏せられた顔が物語っていた。

　時刻は午後九時ちょうど。場所は第二結界区画の手前。夜や気きの冷たさは痛いほどだったが、直純も安曇も軽装だった。

　直純はＴシャツの上にシャツ一枚。上着を着てこなかったのは、変身の際に邪じや魔まになるから。寒さで心身を引き締しめたかったというのもある。

　安曇も上着は薄うす手でのパーカーのみ。動きやすさを求めてのことだ。

　ただ一人、橘たちばなだけがモコモコと着き膨ぶくれている。

「それじゃあ、行こうか」

　橘が、安曇の様よう子すを気にしつつも歩き出した。

　直純は頷うなずいたが、すぐには歩き出さず、安曇が動くのを待った。

　安曇はややあってからうつむいたままで歩き出し、直純はその後に続いた。

　黒い鳥とり居いをくぐる。この鳥居が、第二結界区画の唯一の出入り口だった。第二結界区画に出入りできるのは獣じゆう聖せいを含めたごく一部の者だけだが、彼等でもこの鳥居以外の場所からの出入りは不可能となっていた。

　区画の中心部へと続くまっすぐの一本道を歩く。

　道の両側は鬱うつ蒼そうとした竹ちく林りんになっていて、月明かりを遮さえぎっている。電灯の類たぐいも一切なく、闇やみの質は重い。

　一本道といっても地ならしはされておらず、窪くぼみもあれば小さくない石も転がっているので、夜よ目めの利きかない者はただ歩くだけでも難なん儀ぎするだろう。人じん狼ろうである直純たちは暗視能力があるので問題はない。

──考えてみれば、第二結界区画に入るのは初めてだったな。

　第二結界区画に封じられているのは、魔ま物ものや魔力を持った武具の類たぐい。捕らえられたヨゴレ者の一部も幽ゆう閉へいされている。

　紫し宸しん殿でんのある第一結界区画には何度か入ったことがあるが、同じ結界区画でも第二は明らかに空気が違った。

　身を切るような寒さと同時に嫌いやな蒸むし暑さを感じる。

　十字路に差し掛かった時には、額ひたいにじんわりと汗が滲にじみ始めていた。

　先頭の橘たちばなは十字路をそのまま直進した。

　鳥とり居いからここまで十五分ほど。さらに十分ほど歩くと再び十字路にぶつかった。橘は今度は左に進んだ。そしてまた十分ほど歩くと、開けた場所に出た。

　テニスコート二面分ほどの広さがあり、中央に石碑が立っていた。

　それが黒くろ星ぼしを封ふうじた石碑であるということを、直なお純ずみは一いつ瞬しゆんで理解した。

　殺さつ気きに満ちた魔力が石碑より漏もれ出て一面に漂ただよっている。

　近づいてみると、表面には細かな文字がびっしりと彫りこまれていること、そして文字とは別のヒビが随ずい所しよに入っていることがわかった。

　無数のヒビと、漏れ出ている魔力。それらはまさに封ふう印いんが破られかかっていることの証あかしだった。

「正直、君たち二人だけじゃ、厳きびしい相手だと思う」

　橘が振り向かずに言って石碑に触れた。

「他ほかの獣じゆう聖せいも呼んだ方がいいって進言はしたんだ。でも、五ご堂どうさんは君たちに任せるって言った。この意味わかるよね？」

　石碑に触れたままで橘は振り向いた。

「僕は術以外はからっきしだけど、でもわかる。君たちはまだまだ強くなる。……がんばって」

「はい」

　直純は頷うなずいたが、安曇あずみはうつむいたままだった。

　そんな安曇に橘は心配そうな顔をしたが、なにも言わずに石碑に向き直った。そして、直純と安曇に下がっているよう、石碑に触れていない方の手で指示した。

　直純と安曇が下がると、橘は指示に使った手をも石碑に当てて、呪しゆを唱え始めた。

　詠えい唱しようには五分以上もの時間がかかった。その間、橘の声は一いつ瞬しゆんたりともやむことがなく、息いき継つぎは一体どうやっているのだろうと直純は疑問に思った。

　詠唱が終わると同時に石碑全体が一瞬青く発光し、間もなくヒビというヒビから闇やみが漏れ始めた。

「封印、解といたから！」

　橘が回れ右をして駆かけてきた。

「時代を拓ひらくのはいつの世も若い力ということで……あとはよろしくっ！」

　すれ違いざま、しゅたっ、と片手をあげてそう言って、橘たちばなはそのまま来た道を土煙をあげんばかりの勢いで引き返していった。

「は、速い……」

　着き膨ぶくれた後ろ姿はあっと言う間に見えなくなった。

　一流の術者である橘だが、彼の能力には偏かたよりがあった。結界に関する術や空間を操そう作さする系統の術は得意な反面、攻こう撃げきの術は一切使えないのだ。

　防御のための結界を張ってくれるだけでも十二分にありがたいのだが、あくまでも二人で戦えということらしい。

「腹は、括くくれたか？」

　直なお純ずみはシャツのボタンを外しつつ安曇に声をかけた。

　安曇あずみがついに顔をあげた。

　射い抜ぬくようなまなざし。ぎゅっと引き結ばれた唇。

　戦いの際にいつも見せる、巫女みこの如ごとき凜りんとした表情がそこにあった。

　頷うなずいて、直純は石碑に視し線せんを戻した。

　ヒビよりゆるゆると漏もれていた闇は、噴ふき出すという表現を用いねばならないほどに勢いを増していた。

　直純はシャツを脱ぎ捨て、続いてＴシャツも脱ぎ捨てると、咆ほう吼こうをあげて上半身を赤い狼おおかみへと変じた。

　安曇は人の姿のまま、胸の前で祈るように手を組んだ。と、その手の一メートルほど前方に小さな球が現れた。

　ピンポン球と変わらぬサイズのその球の正体は、水。

　安曇は水狼。水狼は水を操あやつる。

　戦うための剣つるぎたる水を、空気と土より集めているのだ。

　水の球はみるみるうちに体積を増していく。昨日から今朝けさ方がたにかけての雪と雨で空気も土も潤うるおっているためか、水の溜たまりはいつもよりも速く、ピンポン球サイズだった水の球は、十秒と経たたないうちに直径にして二メートルはあろうかという水の塊に成長した。

　水集めを完了させた安曇は、手を解とき、直純に向けて頷いてみせた。

　直純は頷く代わりに顔の横で拳こぶしを固めてみせた。

　直後、石碑に幾いく筋すじもの深い亀き裂れつが生じた。そして、呼吸一回分の間を置いて、石碑は凄すさまじい量の闇やみを噴ふん出しゆつさせるとともに粉こな々ごなに砕くだけ散った。

　視界が漆しつ黒こくに染そまる。だが、直純は闇が晴れるのを待たずに駆かけ出した。

　黒くろ星ぼしの姿は視認できていないが、嗅きゆう覚かくが異い形ぎようの存在を捉とらえていた。

　異形に切迫し拳を引き絞った瞬しゆん間かんに視界が解放され、倒すべき敵の姿が目に飛びこんできた。

　安曇の師を惨ざん殺さつし、橘たちばなをはじめとする術者数名によってようやく封ふうじられた魔ま物もの──黒星の姿は、聞いていたとおりに蟻ありだった。

　人のように二本の足で立つ、巨大な蟻。

　直なお純ずみは懐ふところに入ると、目の前の金属の質感をした胸むな板いたに拳こぶしを突き入れた。

　黒くろ星ぼしの胸板は見た目どおりに硬く、衝しよう撃げきは拳にはね返ってきたが、直純の拳けん打だはこれで終わりではなかった。

　直純の拳と黒星の胸板のわずかな隙すき間まに赤しやつ光こうが閃ひらめき、刹せつ那な、そこに耳をつんざくような音をたてて炎の花が咲いた。

　火か竜りゆう閃せん。殴なぐった、あるいは蹴けった物を爆ばく砕さいする直純の必殺技の一つ。

　まともに入った。最初の一撃で勝負を決めるつもりで、力を溜ために溜めて放った一発だった。

　にもかかわらず、黒星は倒れるどころかよろめきもせずに反撃してきた。

　足の一本が、斜め下より居い合あいさながらに振り抜かれた。

　跳び退のくのが半はん瞬しゆんでも遅れていたら、弾はじき飛ばされ──否いな、真っ二つにされていた。

　直純は牙きばを剝むき出しにして黒星を注視した。

　体長は長身の直純よりも頭二つ分ほど高く、甲かつ冑ちゆうのような外骨格の色は漆しつ黒こく。

　足は三対六本あり、地を踏みしめているのは後ろの二本。上の二本は先端から日本刀のような反そりのある刃やいばが伸びており、中の二本は先が人間の手のようになっている。地を踏んでいる以外の四本は、足ではなく腕と見るべきか。

　胸部の後ろ──背中にあたる部分には、淡く発光している二対ついの翅はね。

──硬いとは聞いていたが、これほどとはな……。

　漆黒の外骨格には傷一つついていない。

　火竜閃をくらっても倒れなかった敵は過去にもいたが、全くの無傷だったのは黒星だけだ。

　直純は無む意い識しきのうちに唸うなっていた。

　黒星は動かない。

　余裕の態たい度どをとってみせているわけではない。封ふう印いんから解とき放たれたばかりで、まだ身体からだが思うように動かないのだ。全身からほとばしっている焼けつくような殺さつ気きが、それを物語っている。

　好機だが、直純はすぐには攻せめこめなかった。

　直純が持つ炎の技の中では、火竜閃が最も威力があった。

──火竜閃が効きかないとなると、残るは──。

　その時、

「清せい廉れんなる剣つるぎの洗礼！」

　凜りんとした声が頭上から降ってきた。

　直純は振り仰ぎ、見た。

　月明かりを纏まとって高みを舞まう少女の姿を。

──佐さ和わ山やま！

　安曇あずみは全身で弧こを描えがいて黒くろ星ぼしに向かう。その手には一振りの剣。

　黒星の反応は直なお純ずみよりも遅かった。黒星が上を仰ぎ見た時には、安曇は身体がのけ反ぞるほどに大きく剣つるぎを振りかぶって黒星に肉にく薄はくしていた。

　呼気を鋭するどく発するとともに、安曇は剣を唐竹に振り下ろした。

　自重に落下の勢いをも加えた渾こん身しんの斬ざん撃げきは、黒星の右腕二本を半ばから切り飛ばし、直純に目を見開かせた。

──なんて切れ味だ、あの剣……！

　剣が振り下ろされる瞬しゆん間かんに黒星が動いていなければ、終わっていた。

　直純は安曇が手にしている剣に目を向け、

──あれが、清せい剣けんか！

　拳こぶしを震ふるわせた。

　清せい廉れんなる剣──清剣。大量の水を凝ぎよう縮しゆくさせて剣とする、安曇の必殺技の一つ。

　そのような技があることは安曇本人から聞いて知っていたが、実際に目にするのは初めてだった。

　直純は一瞬振り向き、水の塊がなくなっていることを確認した。

──あれだけあった水を全部あの剣にしたのか。

　水狼に操あやつられた水は、たとえ一滴でも人を殺せる。その水が数百リットルもあって、それが凝ぎよう縮しゆくされたというのであれば、あの切れ味にも頷うなずける。

　直純が清剣の威力に驚きよう嘆たんしている間にも、安曇は黒星を攻せめ立てていた。

　鋭く踏みこんで斬きりつけ、反はん撃げきがくる半はん瞬しゆん手前に素速く離はなれる。その繰くり返し。

　見る間に傷だらけになっていく、黒星の外骨格。

　黒星は、腕こそ動いているものの、足と翅はねはまだ使えないようだった。

　対して安曇の動きは冴さえに冴えていた。身のこなしも斬撃も、見失うほどに速い。

──これなら、俺おれの出番はなさそうだな。

　黒星は安曇にとって因いん縁ねんの相手だ。一人で倒した方が、より自信がつく。

　だが──。

「……？」

　ふと違和感を覚えて、直純は目元を歪ゆがめた。

──あの佐和山の動き……いつもと違わないか？

　いつもの安曇は、あんな激はげしい動きはしない。速いながらも、もっとなめらかで無む駄だのない動きをする。

　まさか、と思った時、一瞬だが安曇の横顔が見えた。

　今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「佐さ和わ山やま……」

　腹は括くくれたのだと思っていた。実際、安曇あずみもそのつもりだったのだろう。

　だが、いざ黒くろ星ぼしを前にして、恐怖が抑えきれなくなってしまったのだ。

　あの激はげしい戦いぶりは、一刻も早く戦いを終わらせて恐怖から解放されたいという、逃げの気持ちによるものなのだ。

　そして、逃げの気持ちで戦った者は、たとえ力で勝っていたとしても、敗ける。

「佐和山！」

　直なお純ずみが思わず叫んだのと、黒星が鼓こ膜まくを貫くような高い声を発したのは同時だった。

　刹せつ那な、黒星の正面を赤しやつ光こうが奔はしり抜けた。

「く……っ！」

　直純は反応できなかった。立ち位置がもう少し左だったら、くらっていた。

　安曇は斜め後方に跳とんで避けていたが、安曇の足はそこで止まってしまった。目は怯おびえの色をたたえて見開かれている。

「佐和山！」

　直純が再度叫んだのと同時に、また赤光が奔った。それも幾いく筋すじも。上から左右から安曇に襲おそいかかる。

　安曇はこれも斜め後方に跳んでかわしたが、着地した場所が悪かった。昨夜ゆうべから今朝けさ方がたにかけての雪と雨でできたぬかるみ。安曇は足を滑すべらせて尻しり餅もちをついた。

　もはや、安曇一人で倒した方がいいなどとは言っていられなかった。

「黒星いっ！」

　直純は強く地面を蹴けって黒星に肉にく薄はくし、横っ面つらに火か竜りゆう閃せんを見み舞まった。拳けん打だと爆ばく発はつ──二重の衝しよう撃げきが黒星を襲おそう。

　だが、黒星はものともせずに直純の喉のど輪わを鷲わし摑づかみにした。

「ぐう……っ！」

　直純は牙きばを剝むいて黒星の腕を殴なぐりつけたが、火竜閃すら効きかない外骨格を、ただの拳打でどうにかできるはずもなかった。

　首をへし折られる、と直純は思った。折られるどころかねじ切られるかもしれない、とも思った。

　だが、直純の首はへし折られもねじ切られもしなかった。代わりに黒星は赤光を浴びせかけてきた。

　避けられるはずもなく、防ぐこともかなわず、直純はまともにくらった。

　苦痛を感じる間もなく、直純の意い識しきは断ち切られた。




　闇やみの中にいた。

　なにも見えない。自分の姿さえも確認できない。

　全身が熱い。水が欲しくてたまらないのに、呻うめき以外の声が出せない。

（都つ築づき……都築……っ）

　闇やみの中、直なお純ずみは懸けん命めいに手を伸ばして由ゆ花かを求めた。

　と、その手を冷たいなにかが包んだ。

　焼けるような身体からだにその冷たさは救いだった。直純はそれを握りしめようとしたが、指が動かなかった。

　冷たさが手を離はなれ額ひたいに移動した。熱が吸い取られていくようで気持ちがいい。

　間もなく、闇が薄うすれて、ぼうっとなにかの輪りん郭かくが浮かびあがってきた。

　それが人であると理解するまでに、直純は数秒の時間を要した。そして、その人物が佐さ和わ山やま安曇あずみであると気づくまでに、さらに数秒かかった。

「さ、わ……やま……」

　直純が途と切ぎれ途切れながらも言葉を発すると、

「功刀くぬぎさん……よかった……」

　安曇は嗚お咽えつ交じりの声を返してきた。

　額に当てられていた冷たい物が離れた。安曇の手だった。

　直純は自分が置かれている状況を知るために場を見回そうとしたが、首が思うように動かなかった。視し線せんだけを巡めぐらせる。

　暗い。真っ暗ではないが豆電球ほどの明るさしかなく、部屋の中であるということがわかるまでに、また数秒かかった。

「電気、点つけた方がいいですか？」

　訊きかれて、直純は天てん井じようを見た。

　オーソドックスな丸形の蛍光灯が吊つり下げられていて、本当に豆電球が点いているだけだった。

「いや、このままでいい。ここは……どこなんだ？」

　直純は改めて部屋を見回した。今度は首も少しだが動いた。

　なにもない狭い和室だった。直純は部屋の真ん中に敷しかれた布団に寝かされていた。枕まくら元もとには洗面器が置いてある。タオルが浸ひたされていて、洗面器の脇わきには乾いたタオルが何枚か重かさねてあった。

「紫し宸しん殿でんの中です。空あいてる部屋を伯父おじに頼んで借りました」

「俺おれは……」

　直純は浅く目を閉じ、記き憶おくを整理した。

　五ご堂どうに、第二結界区画に封ふうじられている魔ま物ものを安曇と一緒に倒すよう命じられた。

　魔物の名は黒くろ星ぼし。四年前に安曇の師を殺した魔物だという。

　普段ふだんはおどおどしていても、いざ戦いとなると凜りんとなる安曇あずみだが、黒くろ星ぼしに対しては違った。攻せめ立てはしたものの、あと一歩というところで恐怖に竦すくんでしまった。

　直なお純ずみは安曇を助けようと黒星に突っこみ──今。

　突っこんでから、目覚めるまでの間の記き憶おくがなかった。

「俺おれは……やられたのか……」

　目を閉じたまま手足を動かそうと試みたが、手も足も軽く持ちあげただけで、「ぐ……あっ！」、声をあげずにはいられないほどに痛んだ。

「動かないでください。……ひどい怪け我がだったんです。白狼の方に治してはもらいましたけど、動けるようになるには三、四日はかかるだろうって……」

　沈んだ声こわ音ねで安曇は答えた。

　直純は目を開あけた。

「黒星はどうなった？　あれから何時間経たったんだ？」

　訊たずねつつ、時計を探して三度部屋を見回した。が、時計はなかった。

「丸一日です。今は……だいたい十時くらいだと思います」

「そんなに寝てたのか……」

　直純は奥歯を嚙かみ眉み間けんに皺しわを寄せた。

　意い識しきのなかった時間で、受けたダメージがどれほどのものか推おし量はかれる。

　女性の白狼のみが使える治ち癒ゆの能力ヒーリングは、骨折であっても三十分とかからずに治してしまう。

　そのヒーリングを施ほどこされても目覚めるまで丸一日かかり、目覚めてもほとんど身体からだが動かないのだから、直純の受けたダメージは死んでもおかしくないほどに大きかったということだ。

「黒星は？」

「……生きています。まだ、第二結界区画の中に……」

　安曇は声こわ音ねだけでなく視し線せんまでも沈めた。

「功刀くぬぎさんが黒星の攻こう撃げきを受けて……私は倒れた功刀さんを担いで区画の外まで逃げて……黒星は結界に阻はばまれて……」

「そう……か。結界は、どの程度もちそうなんだ？」

　結界区画に張られた結界は強固ではあるが、黒星ならば破れるだろうと橘たちばなは言っていた。「橘さんは、丸二日ももてばいいほうだろうって……」

「なら、もう時間はないな」

　言って、直純は起きあがろうとした。

「まだ無理ですよ！」

　全身を激げき痛つうが襲おそい、安曇にも肩を押さえられたが、

「う……ぐ……ああ……っ！」

　直なお純ずみは強引に起きあがった。その勢いで突つっ伏ぷしかけたが、安曇あずみに支えられた。

「お願いですから、まだ寝てて……」

「佐さ和わ山やまは、なにをやってるんだ？」

「えっ……？」

「佐和山は、ここでなにをやっているのかと訊きいてるんだ」

　直純は間近にある安曇の目を睨にらむように見た。

　安曇はビクッと震ふるえて目を逸そらし、声をも震わせて答えた。

「わ、私は、功刀くぬぎさんの看病を……」

　それは枕まくら元もとの洗面器とタオルから想像がついた。こまめに汗を拭ぬぐってくれていたのだろう。恐らくは昨日からずっと。

　だが、直純の口から出たのは感かん謝しやの言葉ではなかった。

「『長おさ』には、どうしろと言われた？」

　安曇は身を縮ちぢめてうつむいた。

「……もう一度、黒くろ星ぼしと戦えって……」

「なら、なぜこんな所にいる!?　なぜ戦いに行かない!?」

　怒ど鳴なられると、安曇はますます──気の毒なほどに縮こまったが、直純はさらに怒ど声せいをぶつけた。

「佐和山が今しなければならないことはなんだ!?　俺おれの看病か？　そうじゃないだろう!?」

「でも……功刀さんは私のせいで……」

「違う。俺がやられたのは俺自身の落ち度だ。佐和山が責任を感じるべき所はそこじゃない」

「でも……」

「佐和山」

「でも……っ！」

　安曇はうつむいたまま悲痛な声をあげた。

「私は、功刀さんみたいに強くないんです！　勇気がないんです！」

「なぜ、そう思う？」

　直純は声こわ音ねをいくぶんやわらげて問いかけた。

「……怖いんです。黒星が」

　答えた安曇は、ううん、と首を振って続けた。

「黒星だけじゃない。相手が誰だれだって……戦ってる時は、いつも、ずっと……怖いんです。功刀さんとは、違うんです……」

「……佐和山は、俺が戦いを怖がってないと思っているのか？」

「……功刀さんには、勇気がありますから……」

　ため息に似た息を一つこぼして、直純は言った。

「同じだ」

　安曇あずみは、「えっ？」と顔をあげた。

「昼間、佐さ和わ山やまはこう言ったな。戦う時に見せるあの勇敢な姿は虚きよ勢せいだ、勇気のあるフリをしているだけだ、と」

　安曇は浅く頷うなずいた。

「俺おれも同じだ。戦いは、怖い。自分の命に敵の命、仲間の命、守るべき者の命……係かかってくるものの大きさや重さを思うと、逃げ出したくなる。足が震ふるえそうになる。どんなに自分が優勢だったとしても、怖いという気持ちが消えることはない」

「でも、功刀くぬぎさんは、いつだって……」

「虚勢だ」

　直純は小さく笑ってみせた。

「勇気のあるフリをしているだけなんだ」

　直純を見つめる安曇の目が丸く見開かれた。

「怖おそれるな。臆おくするな。怯ひるむな。逃げるな。下がるな。拳こぶしを握れ。睨にらみつけろ。いつも自分にそう言い聞かせながら戦っている」

「功刀さんが……？」

「佐和山は、どうなんだ？」

「私は……」

　安曇は視し線せんを下げて答えた。

「私も、同じです。うつむいちゃダメだ。まっすぐ前を向いてなくちゃダメだって、自分に言い聞かせながら……」

「佐和山は」

　言葉の途と中ちゆうで、直純は一いつ瞬しゆんだがきつく歯を食いしばった。

　身体からだの痛みが悪化していた。口を動かすのも辛つらく、脂汗が噴ふき出してきていたが、それでも直純は言葉を続けた。

「……佐和山は、俺を勇敢だと思うか？」

　安曇は視線を跳はねあげて即答した。

「お、思います。功刀さんは勇敢な人です」

「なら、俺と同じ佐和山も勇敢だ」

「でっ、でもっ！　私は──」

「まっすぐに敵を見据えるなんて、フリでできることじゃない。仮にフリだったとしても、戦いの度たびにそれができていたのなら、それはもう本物だ」

「でも……」

　直純は、ひっぱたかれる覚悟で安曇の胸に握り拳を押し当てた。

「佐さ和わ山やまのここには、ちゃんと勇気がある。俺おれは知っている」

　巫女みこの如ごとく凜りんとした横顔。弓を構えるように伸びた背筋。爆ばく発はつ音をも切り裂いて響ひびき渡る玲れい瓏ろうとした声。

　その一つ一つに直なお純ずみは感心し、感動し、憧あこがれさえも抱いていたのだ。

「俺だけじゃない。『長おさ』も橘たちばなさんも都つ築づきも佐和山の弟子たちも、みんな知っている。認めている」

「でも……」

　安曇あずみの胸から拳こぶしを離はなし、直純は今度は両手で安曇の頰ほおを挟んだ。安曇は、「ひっ」と息を吞のんだ。

「自分を信じることができないのなら、俺を信じろ」

　自分で言っておきながら、自分は一体何様のつもりだろう、と直純は思った。

　だが、なりふりかまってはいられなかった。

　黒くろ星ぼしとの戦いを逃げれば、安曇はもう二度と戦えなくなってしまう。本当に勇気を失ってしまう。

「断言する」

　痛みにこめかみを震ふるわせながら、直純は一言ずつに力をこめて言った。

「佐和山には、勇気が、ある」

　安曇はいっぱいに目を見開き、

「本当……ですか？」

　直純の目を覗のぞきこむようにして訊きいてきた。

　直純は、自分の言葉に微み塵じんの偽りもないことをわかってもらうために、安曇のまなざしをまばたきもせずに受け止め、頷うなずいた。

　安曇は、頰を挟む直純の両手に自みずからの両手を重かさねて微笑ほほえみ、頷き返した。




　ついてきてほしいと、見守っていてほしいと、安曇は直純にそう願った。

　直純は、当然のこととしてその願いを聞き入れた。

　夜明け前の、最も闇やみの濃い時間。

　直純は、安曇に支えられながらも、押し潰つぶすような闇の奥に伸びる一本道を歩いていた。

「黒星は、封ふう印いんされていた場所に戻っているみたいだな」

「ええ……」

　第二結界区画に入ってまだ間もないが、直純と安曇の嗅きゆう覚かくは黒星の存在を捉とらえていた。

「あの場所に愛着があるわけでもないだろうに……」

「たぶん、結界を突破するための魔ま力りよくを溜ためているんだと思います」

「だろうな……っと」

　跨またいだつもりの窪くぼみに足を取られて、直なお純ずみはぐらついた。安曇あずみの支えがなかったらそのまま倒れていた。

──無ぶ様ざまだな……。

　あれからまた五時間ほど眠ったが、直純の身体からだはまだまだダメージを残していた。

──だが、こんな俺おれでも佐さ和わ山やまはついてきてほしいと言ってくれたんだ。応こたえないわけにいくものか。

「ごめんなさい」

　安曇が言った。

「功刀くぬぎさん、まだ動ける身体じゃないのに、私のわがままで……」

「気にする必要はない。詫わびなければならないのは、むしろ俺おれの方だ。ついていったところで、援えん護ごさえしてやれない」

「そんなこと、ないです」

　直純を見上げて、安曇は笑顔えがおを見せた。

「功刀さんが一緒に来てくれるだけで、すごく心強いです」

　穏おだやかでやわらかな笑顔だった。

「そ、そうか」

　気恥はずかしさがこみあげてきて、直純はわずかに視し線せんをずらした。

　忘れていたが、安曇は由ゆ花かに負けず劣らずの美少女なのだ。間近で笑顔えがおを見せられれば、否いや応おうなく意い識しきさせられる。

　しかも、これも忘れていたことだが、直純は今、支えられるために安曇と密着しているのだ。先程は、いやらしい気持ちはなかったとはいえ、彼女の胸に拳こぶしを押し当ててもいる。

　安曇の胸は、どんな感触だったろうか。

──い、いかん！　なにを考えているんだ、俺は！

　自みずからの頭を小こ突づき、さらに深呼吸を一度して、直純は安曇に視線を戻した。

　安曇は前に向き直っていたが、直純の視線に気づくと、再び直純を見上げて微笑ほほえんだ。

　直純は、今度は視線を逸そらさずに小さく笑い返した。そして、思った。

　由ゆ花かの笑顔を太陽とするなら、安曇の笑顔は月だと。

　太陽の笑顔は他人ひとに元気を与え、月の笑顔は安らぎを与える。

「功刀さん」

　安曇がまっすぐに前を向いて言った。

「私、負けませんから」

　凜りんとした横顔だった。




「清せい廉れんなる剣つるぎの洗礼！」

　安曇あずみが声を響ひびかせると、上空にあった巨大な水の塊が真っ二つに割れた。

　二つに分かれてもまだ、水の塊はどちらも直径にして三メートルを優ゆうに超えていた。

　安曇が右手を掲げる。すると、その手の前に水の塊の片方が渦巻きながら移動してきて、そこで剣つるぎの形に集束した。

　安曇は柄つかに当たる部分を右手のみでつかんで斜めに軽く払うと、今度は左手を掲げた。残った方の水の塊が、やはり渦巻きながらその手の前にやってきて、剣となった。形状は右手の物と変わらないが、刃渡りがやや短い。

　安曇はそれをつかみ取ると、勢いよく縦たてに振り下ろした。

　第二結界区画の入り口である鳥とり居いからまっすぐ歩いて二つ目の十字路。安曇はここで水を集めた。直なお純ずみが同行できるのもここまで。足あし手でまといになるので、さすがに戦いの場にまではついていけない。

「接近戦でいくのか」

　直純のかけた声に、安曇は振り返って頷うなずいた。

「佐さ和わ山やまは、遠えん距きよ離り戦の方が得意なんじゃないのか？」

「はい。でも、あの硬い外骨格に一番効果的にダメージを与えられるのはこの技ですし……それに、私……試したいんです」

「試す？」

「功刀くぬぎさんがあると言ってくれた──勇気を」

　直純は安曇の目を睨にらむように見た。

　安曇は目を逸そらすことなく微笑ほほえみ、直純は目つきをやわらげた。

「気負いはないみたいだな」

「はい。自分でも不ふ思し議ぎなくらいに落ち着いています」

「そうか。なら、もう俺おれにできることはないな」

　安曇は小さく首を横に振った。

「あります。最後に、一つだけ」

「なんだ？」

「言ってほしいんです。一言、がんばれ、って」

「わかった」

　直純は小さく笑い、顔の前で拳こぶしを固め、言った。

「がんばれ、佐和山」

「はいっ」

　安曇は気持ちのいい笑顔えがおと声で応こたえると、回れ右をして、黒くろ星ぼしへと続く道を歩き始めた。

　小さな、しかし頼もしい背中を見送りながら、直純はもう一度言った。

「がんばれ、佐和山」




　魔ま力りよくが、その空間をいっぱいに満たしていた。

　黒くろ星ぼしは、その空間の中央──封ふう印いんの石碑のあった場所に、あぐらをかいて座っていた。

　安曇あずみは奥歯を嚙かみ、清せい剣けんの柄つかを強く握った。

　覚悟を決めたつもりだった。気負いもなかった。

　だが、いざ黒星を前にしたとたん、目の奥が痛み出し、足が震ふるえ出した。

　怖い。逃げ出したい。

　だが──。

──私は大丈夫。私は戦える。

　安曇は一歩前に出た。

　すると、目の奥の痛みと足の震えがピタリと治まった。

（いいか安曇。勇気を出せ。そうすれば、おまえは無敵だ）

（佐さ和わ山やまには、勇気が、ある）

　耳じ朶だに島しま津づと直純の声が甦よみがえった。

　安曇は二人に頷うなずいて、清剣を構えた。

　と、安曇が構えるのを待っていたのか、あるいは今ようやく安曇の存在に気づいたのか、黒星が腰をあげた。昨夜ゆうべの戦いで安曇が切り落とした右腕は、二本とも再生されている。

「あなたとの戦いも、これで三度目ですね、黒星」

　黒星が、外骨格より火花を発して身構えた。

　黒星は人の言葉をもたず、複ふく眼がんからも感情を読み取ることはできないが、黒星は実は安曇が決着をつけにくるのを待っていたのではないかと、根拠はないが、安曇はそう思った。

「決着をつけましょう」

　応こたえるように、黒星は淡く光る翅はねを広げた。

「私は負けない。あなたにも……そして、自分にも！」

　安曇が駆かけ出すのと同時に黒星も地面を蹴けった。飛ばずに、向かってくる。真っ向から切り結ぶつもりだ。

　安曇は確信した。黒星は、やはり自分との決着をつけたがっている。それも正々堂々とした形での決着を。

　肉にく薄はくする。

　先制したのは黒星。刃やいばの生えた腕が左右ともに閃ひらめいた。

　安曇は、右からの一いつ閃せんは身を撚ひねりつつ半歩横に動いて避け、左からのは清剣を交差させて受け止めると、右の清剣は防御に残したまま、左の清剣をがら空あきの脇わき腹ばらに突き立てた。

　だが、黒星はよろめきもせずに、先端が人の手のようになっている腕を、拳こぶしを固めて繰くり出してきた。

　安曇あずみは、左手の清せい剣けんを黒くろ星ぼしの脇わき腹ばらに残したまま、半身を引いて拳こぶしをかわした。かわしながら右の清剣で黒星の胸を切り裂いた。

　黒星は、わずかによろめいて一歩下がった。

　安曇は下がらない。下がるどころか踏みこんで、黒星の脇腹に残したままだった清剣を左手で引き抜き、すかさず振るった。

　刺し傷の上を切きられて、黒星はたまらず空中へと逃げた。

　しかし、安曇は逃がさない。

「清せい廉れんなる翼つばさの導みちびき！」

　安曇の右手に握られた清剣の刀身から、勢いよく飛沫しぶきがあがった。飛沫は安曇の背中へと向かい、翼の形を成した。

　水の翼を広げて、安曇は飛ひ翔しようした。

　再び肉薄し、斬りかかる。翼を作るのに水を放出したために右の清剣は左よりも短くなっていたが、切れ味は落ちていない。

　黒星は、たじろぐような素す振ぶりを一いつ瞬しゆん見せたが、接近戦に応じた。

　二つの拳と二本の刃が豪雨の如ごとく安曇に降りかかる。手数で押し切るつもりだ。

　しかし、安曇はくらわない。清剣を駆く使ししていなし、あるいは紙かみ一ひと重えでかわしていく。

　繰くり出される一いち撃げき一撃が、安曇にはスローモーションのように見えていた。

──なんだろう、この感じ……。

　頭の中が晴れ晴れとしている。目のみならず、勘かんが、皮ひ膚ふが、次にくる攻撃を教えてくれる。重いなにかから解き放たれたかのように身体からだが軽い。

（いいか、安曇。勇気を出せ。そうすれば、おまえは無敵だ）

　島しま津づのその言葉を、安曇は改めて嚙かみしめた。

　師の言葉に噓うそはなかった。

　一秒でも早く戦いを終わらせたいという逃げの気持ちではなく、勇気を試すためにあえて挑いどんだ接近戦──その中で、安曇は自分の中に確かにあった勇気を知り、勇気が与えてくれる力の大きさを知った。

──先生……功刀くぬぎさん……ありました。私には、ちゃんと勇気がありました！

　黒星の繰り出す怒ど濤とうの拳けん打だと斬ざん撃げき。安曇は、捌さばくだけでなく、攻撃後の隙すきや大振りの際に生じる隙を狙ねらって攻せめた。

　黒星の攻撃はかすりもせず、安曇の攻撃はことごとく黒星を捉とらえた。

　清剣が漆しつ黒こくの外骨格を切り裂く度たびに、黒星の動きは徐々に、しかし確実に鈍くなっていく。

　手数も減り、それに反比例して、安曇の斬撃がより深く黒星を切り裂くようになった。

「はっ！」

　安曇は裂れつ帛ぱくの声とともに全身でぶつかっていくような斬撃を見み舞まい、黒星の下の右腕を付け根あたりから切きり飛ばした。

「やっ！」

　続けざま、突き下ろされてきた左の刃やいばを右の清せい剣けんで受け流しつつ、左の清剣を腹部の真ん中に突き刺す。

　刹せつ那な、黒くろ星ぼしの拳こぶしが安曇あずみの腹を打ち据えた。

　体内で爆ばく発はつが起こったかのような凄すさまじい衝しよう撃げき。だが、安曇は止まるどころか顔を歪ゆがめもせずにさらに攻せめた。

　刺した左の清剣を引き抜き、右の清剣ともども振るう。

　流水のような動きで、しかし烈れつ火かの如ごとく斬りまくる。

　全身を切り刻まれて、黒星はさらに上へと逃げた。

　安曇は追わない。

　安曇が追うまでもなく、結界が黒星を阻はばんだ。

　翅はねが結界に触れたとたん、空が一いつ瞬しゆん青く光り、直後に派手な炸さく裂れつ音が轟とどろいた。

　結界に弾はじかれて、黒星は地面に叩たたきつけられた。

　安曇は追って地上に降りると、水の翼つばさを解といた。翼に使われていた水は右手の清剣へと戻り、清剣は元の長さを取り戻した。

　黒星はうずくまり小刻みに身を震ふるわせている。

　安曇は清剣を握り直しはしたが、とどめを刺しにはいかなかった。

　翅は結界に灼やかれてボロボロ、身体からだには無数の刺し傷と切り傷と、まさに満まん身しん創そう痍いの黒星だが、魔ま力りよくは衰えていない。殺さつ気きもだ。

　必ず起きあがる。そして、撃うってくる。

　その時に備えて安曇が深呼吸した直後、黒星は起きあがり、全身から魔力を放出させた。

　風が狂い、地が震ふるえた。

　結界を突破するために溜ためていた魔力をぶつけてくるつもりだ。

　黒星の目の前に、子供の拳こぶしほどの大きさの赤黒い球体が現れた。

　小さいが、黒星の魔力が凝ぎよう縮しゆくされた代しろ物ものだ。

　安曇は怯おびえも慌あわてもせずに、清剣を左右とも正面に放り投げた。

　黒星の目の前にあった球体が、音もなく弾はじけて、血の色をした魔力を噴ふき出させた。と同時に、安曇の放った清剣も中空で弾けて広がり、安曇を守る壁かべとなった。

　魔力の奔ほん流りゆうが水壁に激げき突とつした。

　激はげしく飛沫しぶきをあげながらも、水壁は突破を許さない。

　しかし、黒星も突破を諦あきらめない。魔力の奔流は、さらに勢いを増し、血の色をもさらに濃くして暴れ狂った。

　大地はひび割れて土塊を飛び散らせ、大気は軋きしんで悲鳴をあげた。

　やがて、水壁全体から蒸じよう気きが噴ふき出し始めた。

　蒸気の勢いは凄すさまじく、たちまちのうちに安曇あずみすらも吞のみこんだが、安曇はその場を動かなかった。

「この戦い、私は一歩たりとも下がらない！」

　断固たる決意を、安曇は言葉にして響ひびかせた。

　直後、魔ま力りよくの奔ほん流りゆうと水壁との対決に決着がついた。

　魔力の奔流は唐とう突とつに消滅し、水壁は崩くずれて一気に蒸発した。相あい討うちだ。

　安曇は地面を蹴けった。

　一面を白く染そめあげる蒸気を全身で切り裂いて、黒くろ星ぼしに切迫する。

　迎え撃つ黒星。

　安曇は、左の斬ざん撃げきを半歩横にずれてかわすと、続けざま迫ってきた右の斬撃を、体たいを沈めてかいくぐった。その際に刃やいばが髪をかすめ、髪を結ゆっていたゴムが切れたが、安曇は黒星との間合いをゼロにすることに成功した。

　獣じゆう気きをありったけこめた掌てのひらを、腹部の刺し傷に打ちこむ。

　まず打撃による衝しよう撃げきが黒星をぐらつかせ、続いて獣じゆう気きが黒星の体内で暴れ狂った。

　パキッ、と軽い音をたてて、漆しつ黒こくの巨体の数箇所に小さなヒビが入った。

　パキッ、パキパキパキッ。ヒビは見る間に全身に広がっていき──安曇が掌てのひらを離はなすと、黒星はゆっくりと仰あお向むけに倒れた。

　大気が落ち着きを取り戻していくのを感じながら、安曇は自みずからの胸に手を当てて深呼吸した。かつてなく昂たかぶっていた気持ちを静めるのと同時に獣気を練ねる。

　その作業が終わると、安曇は祈るように手を組み、呟つぶやいた。

「清せい廉れんなる安楽の柩ひつぎ」

　一面を満たす蒸じよう気きが、黒星に向かって流れ始めた。

　蒸気は黒星に集まると、圧あつ縮しゆくされて水に戻り、黒星を内に取りこんだ。

「黒星……あなたは、先生の仇かたき……。でも、私はあなたに感かん謝しやもしています」

　水の柩ひつぎの中で、黒星の身体からだが崩くずれ、溶けていく。

　浄化の力を与えられた水が、黒星を清らかな水へと変えていく。

「私が勇気を知ることができたのは、あなたのおかげでもあるのですから」

　浄化を終えると、水の柩は上昇を始めた。ゆっくりゆっくり、たゆたいながら空へと上っていく。

　やがて空の高みに至ると、水の柩は弾はじけて広がり、霧きり雨さめとなって一面に降り注そそいだ。

　目を閉じ、両腕を広げて、安曇は全身で雨を受け止めた。

　十秒ほどして雨がやむと、安曇は目を開き、腕を下ろし、踵きびすを返そうとしてよろめいた。

　腹にもらった拳けん打だが効きいていた。精神力で抑えこんでいたダメージが、緊きん張ちようの糸が切れたことで噴ふき出してきたのだ。

「あ……っ」

　足から一切の力が抜け、膝ひざが折れる。

　膝が地面につこうとしたその時、誰だれかの腕に後ろから抱き留められた。

　安曇あずみは上を向き、

「功刀くぬぎ……さん……？」

　呆ほうけた声を出した。

　直なお純ずみは小さく笑った。

「足あし手でまといになりかねないから迷ったんだが……気配けはいを殺してずっと見ていた」

　全く気づかなかった。

「『長おさ』もいる」

　振り向く直純。

　安曇も直純に抱かれたまま振り向いた。

　五ご堂どうと橘たちばながいた。

「ま、念のために、ね」

　頰ほおを搔かきつつ、橘。

　五堂は、ぐっと親指を立ててみせた。

　安曇は頷うなずいて応こたえると、直純の腕の中から出ることなく回れ右をした。

　直純を見上げ、目を細める。

──この人が、私に勇気を教えてくれた。

　厚みのある胸むな板いたに顔を埋める。

　彼の匂においが、体温が、鼓動が、安曇にいくつもの実感を与えた。

　生きている実感。勝利の実感。自分に欠けていたものを埋めることのできた実感。そして──。

「一人で立てそうか？」

　安曇は首を横に振った。

　まだ足に力は戻っていない。だが、仮に立てたとしても、安曇はやはり首を横に振っていただろう。

　今はこの腕の中にいたい。この胸に寄りかかっていたい。

「功刀さん。私、がんばりました」

「ああ。見せてもらった。強くて……勇敢だった」

「功刀さんのおかげです」

「俺おれは、なにも──」

　安曇は首を振って、直純の頰に両手で触れた。

「感かん謝しやしています。心から」

　感謝とは別の気持ちもあった。

　それは、初めて会った時に、ほんのりと感じた気持ち。

　彼が獣じゆう聖せいになって、何度か彼の修しゆ行ぎように付き合ううちに──ひたむきな彼の姿を見ているうちに、少しずつ強くなっていった気持ち。

「佐さ和わ山やま……？」

「だから、これはお礼──」

　直なお純ずみの頭をぐいっと引き寄せ、同時に上半身をいっぱいに伸ばし、そして目を閉じて──。

　安曇あずみは、直純の唇くちびるに唇を重かさねた。

「……！」

[image: ]

　直純の腕が、痛いほどにきつく安曇を抱きしめた。

　直純の意志によるものではない。驚おどろきのあまりに身体からだが強こわ張ばり、そうなってしまったのだ。

　安曇はしかし、これ幸いと直純の首に腕を回して、舌が入らんばかりにキスを深めた。

　昨日までの自分には決してできなかった行為。

　でも、今ならできる。

　勇気を知ることができたから。

　勇気が自分を変えてくれたから。

　五ご堂どうと橘たちばなに見られているが、気にしない。

　十秒以上もの長いキスだった。

　唇くちびるを離はなすと、直なお純ずみは口を半開きにして目をまん丸に見開いていた。鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔というのは、こういう顔のことを言うのだろうと思った。

　ちらりとギャラリーを見やる。

　橘はあんぐりと口を開あけ、五堂はにやにや笑いながら無ぶ精しよう髭ひげをさすっていた。

　くすっと笑って、安曇あずみは直純に訊きいた。

「どうでしたか？　私のキス」

　直純は答えない。口は半開きのまま、まばたきも忘れている。

「気持ち悪かったですか？」

　直純は、これには首をぎこちなく横に振って答えた。

「なら、もう一回してもいいですよね！」

　笑顔えがおを咲かせて、安曇は再び直純の唇を奪うばった。













あとがき







『女子十二楽坊』を『女子三十六房』と素すで覚え間違えていたのは自分だけではないはずだと信じたい。

　志し村むらです。




　というわけで、『麒き麟りんは一いち途ずに恋をする』、新シリーズです。

　お気づきの方もおられると思いますが、この作品、志村のデビュー作であり初のシリーズでもある、『月と貴女あなたに花束を』（以下、『月花』）と微妙に繫つながっています。

　本作を読むのに『月花』を読んでいなくてもなんら問題はありませんが、『月花』を読んでおくとより本作を楽しめたり楽しめなかったりするかもしれません。なので、未読の方は本作と同時に『月花』もお買いあげいただけると嬉うれしいです。でもって読後に、「この『月花』すごいよぉ！　さすが『麒麟』のお兄さん！」とか叫んでいただけるともっと嬉しいです。




　さて。

　志し村むらは以前から随ずい所しよで、「次回作のヒロインは未亡人にする未亡人にする」と言い続けてきました。

　しかし、本作のヒロイン・春原すのはら麻ま由ゆは、未亡人っぽい設定ではありますが、正確には未亡人ではありません。

　プロットの段階ではがっちりと未亡人と書かれていたにもかかわらず、いざ本番で麻由の設定が変わったのにはやむにやまれぬ大人の事情があるのですが、志村は未亡人を登場させることをまだまだまったく諦あきらめていなかったりします。

　故ゆえに、ここに宣言します。

　未亡人は、いずれ必ず登場すると。それも、メインキャラの一人として。

　これが、志村一矢の二〇〇四年のマニフェストです。

　未亡人ファンの方は、どうぞご安心・ご期待して本作にお付き合いください。

　ジュニアノベルとかライトノベルとかヤングアダルトとか呼ばれるこのジャンルに、未亡人という響ひびきに心ときめかせる読者が一体どれだけいるのか激はげしく疑問ではありますが。




　さてさて。

　本巻には、『電でん撃げきｈｐ』での連載分三話に加えて、特別編として書き下ろしが一本収録されていますが、この書き下ろしはモロに『月花』というか『月花 ｒｅｍａｉｎｓ』の続きになります。

『月花』から引き続いてお付き合いくださった読者さんへのサービスのつもりで書かせてもらったのですが、いかがでしたでしょうか？

　もし好評なようでしたら、またやるかもしれません。

「冬とう馬まと深み雪ゆきを出せ～」「いつまで『月花』引きずるつもりだ。氏ね」等々、ご意見・ご要望がありましたら、お手紙か文庫に挟はさまっているアンケートハガキ、または編集部への電子メールにてどしどし送ってください。参考にします。




　では、また。




　二〇〇三年　十二月


志し村むら一かず矢や









[image: ]







志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞選考委員特別賞受賞者。この巻が発売される頃には、多分、『Ｖガンダム』のＤＶＤを観まくっていると思う。『ガンダムＸ』もＤＶＤにならないかなあ。ならないんだろうなあ（遠い目）。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』等のイラストの他、現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！　代表作に『椎名優画集 天球綺譚』、『同Ⅱ 幻燈庭園』がある。










麒き麟りんは一いち途ずに恋こいをする
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